インダス考古学の展望　インダス文明関連発掘遺跡集成　全文 by unknown
総合地球環境学研究所
インダス・プロジェクト
2010 年
中洋言語・考古・人類・民俗叢書 2
インダス考古学の展望
インダス文明関連発掘遺跡集成
上杉　彰紀
ISBN 978-4-902325-46-1

- 1 -
　中洋言語・考古・人類・民俗叢書は筆者が総合地球環境学研究所（略称：地球研）に 2003
年 10 月に赴任し、インダス・プロジェクトを立ち上げた際に、日本語の発表媒体として創刊
したものである。
　まず中洋という名称は聞き慣れないかもしれない。中洋とは西洋でも、東洋でもない、南ア
ジアから西アジアにかけての地域を指す。国立民族学博物館の梅棹忠夫顧問が好んで使った表
現である。われわれの研究対象であるインダス文明、それと交流のあったメソポタミア文明、
もう一つのほぼ同時代に栄えたエジプト文明、これら三つの文明を網羅する地域が中洋である。
もう一つの言語・考古・人類・民俗叢書としたのは、かつてこうした人文諸学は密接に関連す
る学問として総合的にとらえられていた時代があったからだ。人文諸学が細分化されてしまい、
「葉脈をみて枝をみず」といった状況をなんとか打破したいという思いからそれらの名を並記
したのである。
　筆者の意気込みとは裏腹に、第 1 巻として、2005 年 3 月に筆者の手による『インダス文明
研究の回顧と展望および文献目録』を上梓して以来、第 2 巻がなかなか出版に至らなかった。
英文の Occasional Paper は現在 9 巻まで出版し、世界中から執筆者が投稿してくださり順調に巻
を重ねている。しかし、日本語の叢書はまったく出版できなかった。一つのプロジェクトで、
英文に加えて日本語の叢書をと考えたのには無理があったのかもしれない。それは反省材料で
ある。それに加えて、これまで出版できなかったのにはもう一つの理由がある。それはフィー
ルド調査である。
　今回上杉さんが上梓する運びになった本書はかなり前から計画されていたものである。しか
し、インドでの発掘があり、発掘の中心的立場にあった上杉さんにはなかなかまとめる時間が
なかった。こうした忙しいなか、今回『インダス考古学の展望：インダス文明関連発掘遺跡集
成』を刊行する運びになったことは叢書を創刊したものにとって、この上ない喜びである。発
掘された遺跡の一覧表をなんとか完成させたいと筆者がはじめたものだが、専門家の上杉さん
が地球研に赴任されて以後は彼に任せてしまい、申し訳なく思っていた。発掘をしながらのま
とめなので、大変な苦労があったことが容易に推察できる。上杉さんの多大な努力に感謝する
とともに、本書がインダス考古学（これは上杉さんの命名）の新たな地平を拓いてくれること
を祈願している。
         長田　俊樹   
         プロジェクトリーダー
         総合地球環境学研究所教授
序
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　本書は、総合地球環境学研究所で実施している「環境変化とインダス文明」という研究プロ
ジェクトに関連して、インダス文明研究の基礎資料の一つとして作成したものである。
　このプロジェクトは、前 3 千年紀後半に南アジア北西部を中心に展開したインダス文明に焦
点を当て、広く文明社会と自然環境の相互作用環を理解する手掛りを模索することを目的とし
ている。このプロジェクトの代表は言語学者である長田俊樹・総合地球環境学研究所教授で、
参加する学問分野としては、考古学、言語学、文化人類学、宗教学、インド学、自然地理学、
地質学、植物学、動物学と多彩である。さまざまな視角からインダス文明社会とそれを取り巻
く諸環境を考察し、その成果を文明社会と自然環境の相互作用環という軸によって統合すると
いう構想である。
　インダス文明には文字が存在しているが、未だ解読されておらず、その実体を研究するのは
考古学である。インダス文明の成立から展開、その終焉にいたるまでの過程を考古学の手法
を用いて研究する分野をインダス考古学と呼ぶことにしよう。このインダス考古学の出発は
1920 年代のモヘンジョダロ遺跡とハラッパー遺跡の発掘調査に求めることができる。すなわ
ち、研究が始まって 90 年近くになる。
　インダス考古学は、インド・パキスタン分離独立以前はイギリスを中心とする欧米研究者に
よって、1947 年の分離独立以後はそれにインド・パキスタンの研究者が加わって進められて
きた。日本でも特に 1960 年代以降、関心が寄せられてきた。その結果、各地に膨大な研究成
果が蓄積されて今にいたっている。
　その一方で、インダス考古学が対象とする資料あるいはデータの公表・共有は決して順調で
はなく、論文先行型の研究が優先されてきたことは否めない事実である。結果として、研究に
弊害を引き起こしている部分もある。それはインダス文明とは何かという根本的な問いかけを
も困難にしてしまっている。
　本書は発掘調査が実施された遺跡の一覧を中心とするが、上記の学問的弊害を乗り越えて、
インダス考古学を推進していくことを目的とした基礎的な試みである。なかには発掘調査が実
施されていながらどのような資料が得られたのか情報が大きく欠落する遺跡も少なくない。そ
うであってもそれらの遺跡を集成によって研究の俎上に引き上げ、今後の研究の基礎としてい
くことには一定の意味があろう。本書は決して十分なものではないが、インダス考古学の現状
を概観し、今後の研究の展望を描く手掛りとして活用していただければ幸いである。
＊　　　　　＊　　　　　＊
はじめに
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　本書ではインダス文明期を中心とする前後の時代を「先インダス文明期」「インダス文明期」
「ポスト・インダス文明期」と呼ぶ。欧米や南アジアにおいては「先ハラッパー文化期（pre-
Harappan period）」「ハラッパー文化期（Harappan period）」「ポスト・ハラッパー文化期（post-Harappan 
period）」あるいは「後期ハラッパー文化期（Late Harappan period）」（Wheeler 1968 など）、また
は「先都市期（pre-Urban phase）」「都市期（Urban phase）」「ポスト都市期（post-Urban phase）」（Possehl 
1999, 2002 など）、または「地域文化の時代（Regionalization Era）」「地域統合の時代（Integration 
Era）」「地方文化の時代（Localization Era）」（Shaﬀer 1992）といった用語が用いられるが、ここ
ではインダス文明社会がハラッパー文化のみで構成されるわけではないことを重視し、「ハ
ラッパー文化」を文明社会全体に敷衍するような呼称は避けることとした。
　ハラッパー文化は確かにその要素の一部が文明社会各地に分布するものの、その母体はシ
ンド地方およびパンジャーブ地方西部に存在すると考えられる。各地の地域文化がハラッパー
文化によって一つの文明社会システムとして統合されたのは一面では事実であるが、ハラッ
パー文化のみでインダス文明社会を説明できるわけではない。
　また、「都市」の存在を重視した時期区分概念においては、各地に展開した都市の成立およ
び衰退の時期が明確ではなく、各都市によってその形成・衰退・廃絶時期に時間的差異が存
在する可能性も十分に考えられることから、適切な表現ではないと判断した。ただし、イン
ダス文明の成立を何によって画するかという問題は決して容易ではない。都市の成立と独自
のインダス印章・文字の創出を一つの基準として考えているが、両者が同時に生起したかど
うかは不明である。そもそもどのような様態をもって都市成立とするかについても十分な調
査データや議論がなく、曖昧としたままである。今後の研究課題として措かざるを得ないが、
問題を明確にして議論の俎上に上げていくことが今後の研究において重要であろう。
　なお、「初期ハラッパー文化期（Early Harappan period）」については「初期インダス文明期（Early 
Indus period）」（Allchin and Allchin 1982）と呼ぶことも可能だが、都市や印章、文字が初期ハラッ
パー段階においては確立しておらず、「文明期」の一部として「初期インダス文明期」と呼ぶ
のは必ずしも適切とはいえない。「初期ハラッパー文化期」という名称にも問題を残すが、こ
こではそのまま採用することとした。
＊　　　　　＊　　　　　＊
　本書で取り上げたのはインダス文明に関連する遺跡であるが、実際に集成作業を進めてい
ると、どこまでがインダス文明に関連する遺跡であるのか判断に困ることが多い。一般的に
インダス文明期の遺跡としての認定には、ハラッパー文化の要素の存否が基準となる。極端
にいうと 1 点でもハラッパー式土器が出土すればインダス遺跡として認定されることになる。
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逆にハラッパー文化の要素が存在する遺跡の近傍にあっても、ハラッパー文化の要素が確認さ
れなければ、インダス遺跡にならない場合もある。
　ハラッパー文化を構成する文化要素のうち、広域に分布しインダス遺跡としての認定に有用
なものとしては、土器のほかに、インダス式印章、ローフリー産と推定される褐色チャートを
素材とする石刃石器、重量計測用の立方体形おもりなどがある。ただし、すべての遺跡でこれ
らの遺物がセットで出土するわけではなく、単体で出土する場合もある。
　さらに問題はインダス文明期以前と以後の時代に関してである。インダス文明の成立過程に
は文明期以前の諸文化が重要な役割を果たしたことが知られるが、その過程に役割を果たした
地域文化の範囲をどこまで広げるかによって、関連遺跡の数は増減する。それは文明期におい
ても同様であって、極言すると、西はメソポタミアから東は北インドのガンガー平原まで、北
は中央アジアから南はアラビア半島までがインダス文明に関連した地域となり、そこに存在す
る遺跡はすべてインダス遺跡ということになってしまう。文明衰退以後の時代においても、ど
こまでをインダス文明の影響が及んだ時代あるいは地域とみなすかという問題がある。
　文献史料が存在しない時代・地域において、そこに存在した社会あるいは文化の範囲を画定
することは考古学の方法論において難しいところである。上述の通り、かつてはハラッパー文
化の要素が分布する範囲をインダス文明の展開した空間として理解していたが、文明社会がき
わめて複雑で重層化した社会＝空間構造をもつことを前提にしたとき、このような認定手法は
私たちのインダス文明理解を著しく単純化させてしまう危険性がある。
　本書では、こうした認識上の危険性を念頭に置きつつ、より直接的にインダス文明社会の成
立から衰退に関与したと考えられる地域範囲として、アフガニスタン南部から、バローチスター
ン高原、インダス平原、パンジャーブ平原、ガッガル平原、カッチ湿原、サウラーシュトラ半
島までを想定した。現在の行政単位としては北部山岳地帯を除くパキスタン全域、アフガニス
タン南部州、インドではジャンムー＝カシュミール州、パンジャーブ州、ハリヤーナー州、ラー
ジャスターン州、グジャラート州を主とし、文明期以降に関してはウッタル・プラデーシュ州
西部とマハーラーシュトラ州北部の遺跡も加えた。本書では以上の地域を広義にインダス地域
と呼ぶこととする。
　時代的には前 4 千年紀から前 2 千年紀中葉までを設定した。この時間幅でインダス文明の成
立から衰退までの過程を最低限理解することができると判断したためである。ただし、遺跡に
よっては、その前後の時代に言及する場合もある。以上の条件のもとで存在する遺跡をインダ
ス遺跡と呼ぶことにしよう。
　付言しておくと、こうした研究の対象とする時代・地域をいかに設定するかという問題は、
私たちのインダス考古学研究の視座にも深く関わってくる。どのような視点から研究を進める
かによって、取り扱う範囲もしくは着目する範囲は異なってくるであろう。国境のなかった時
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代を研究するにあたって、現在の国境線にわたしたちの認識が影響を受けてしまう場合も往々
にしてある。南アジア考古学あるいはインド考古学と呼んで、研究地域を自明のごとく限定し
てしまうことも多い。こうした問題は研究を深化させていくなかで不断に自問すべき課題であ
り、自ら視野を狭めていくようなことだけは回避する必要があろう。
＊　　　　　＊　　　　　＊
　インダス・プロジェクトでインドの研究機関と共同で発掘調査を実施したカーンメール遺跡、
ギラーワル遺跡およびファルマーナー遺跡については、現在報告書の作成を進めているところ
であり、本書では取り上げていない。カーンメール遺跡はグジャラート州カッチ県に所在する
遺跡で、先文明期からポスト文明期にかけての遺跡である（さらに歴史時代の文化層も存在す
る）。ラージャスターン州ウダイプルにあるラージャスターン・ヴィディアピートのラージャ
スターン研究所考古学科との共同調査を 2005 年度から開始し、2008 年度まで 4 ヶ年にわたる
発掘調査を実施した（発掘隊長 J.S. Kharakwal 准教授）。一方、ギラーワル遺跡とファルマーナー
遺跡はハリヤーナー州ローフタク県に所在し、ギラーワル遺跡では先文明期の集落址を、ファ
ルマーナー遺跡では文明期に形成されたマウンドと墓地において発掘調査を実施している。デ
カン大学考古学科との共同調査で V.S. Shinde 教授を調査隊長とする。詳細については、すでに
プロジェクトで出版している Occasional Paper: Linguistics, Archaeology and the Human Past に概報を公
表しているのでそちらを参照されたい（Kharakwal et al. 2007, 2008; Shinde et al. 2008a, 2008b）。
　また、ローフタク大学歴史学科と共同で、ポスト文明期からその後の彩文灰色土器文化期
にかけてのマディナ遺跡についても、調査報告書の作成を進めている（Manmohan Kumar et al. 
2009）。この遺跡についても本書では取り上げていない。
　本書に収録した遺跡に以外にも、さまざまな機関によって現在発掘調査が進められている遺
跡がある。また、近年調査が行われたが、概報もしくは報告書がまったく刊行されていないも
のもある。随時、何らかの手段で本書のデータを更新していきたい。
＊　　　　　＊　　　　　＊
　本書の構成について述べておくと、第 1 章ではインダス考古学が抱える問題点を総括し、第
2 章から第 4 章はそれぞれインド、パキスタン、アフガニスタンのインダス遺跡の一覧である。
一覧には、発掘調査によって得られた遺跡の概要、発掘調査機関、所在地および緯度・経度、
発掘調査年度、そしてその遺跡に関連する文献を項目として上げた。
　遺跡の名称をカタカナで表記するにあたっては、インドもしくはパキスタンの現地での発音
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に近づけるよう意を払ったが、現地で確認できなかったものも多い。現地での表記および発音
のローマ字アルファベット表記にもさまざまな置換の法則があり、ローマ字アルファベット表
記のみでは正確な発音とならない場合も数多くある。より正確な発音で表記することは、遺跡
に与えられた地名がもつ由来の正しい理解にもつながるので、今後改善すべき課題である。
　発掘調査機関については、調査担当者がわかる場合は併記し、機関名のみが判明した場合は
機関名のみの表記としている。研究者の人名については正確な発音がわからない場合が多くあ
ることから、ローマ字アルファベットでの表記とした。
　遺跡の緯度・経度については、その数値を網羅的に集成した先行研究として G. Possehl の ‘Indus 
Age: The Beginnings’（University of Pennsylvania Press, Philadelphia, 1999）があるが、その数値で Google 
Earth に表示してみても本来の遺跡の地点と相当のずれがあるなど、問題が散見される。そも
そもこの研究書に挙げられた緯度・経度は主にインド・パキスタン人研究者が分布調査の際に
大縮尺の地形図をもとに割り出した数値を引用したものと考えられるが、当初の段階での誤差
も含まれている可能性が高い。
　そこで本書では原典で確認できたものはその数値も併記することとし、さらにインダス・プ
ロジェクトで実施した分布調査の際に GPS で位置情報を記録した遺跡の場合は、その数値も
併せて示すこととした。また、GPS による位置情報がない遺跡でも Google Earth で遺跡の位置
が確認できた事例については、その数値も掲載している。位置情報は遺跡の空間分布研究を進
める上で不可欠の基礎情報であり、より精度の高い記録手法が必要とされる。今後、いかに
Possehl らの情報を検証していくか、大きな課題である。
　発掘調査年度については、インド・パキスタンでは例えば 2009 年度の調査を 2009-10 と表
記する場合が多い。インドでの事情について記すと、インド政府考古局から調査申請者・機関
への許可の交付が 11 月から 12 月で、翌年の 9 月まで有効とされる。結果として、調査年度の
表記が 2009-10 のように 2 ヶ年をまたぐかたちとなっている。ただし、本書では表記の便宜上、
2009 年に許可が出された調査については、それが 2009 年度内に行なわれていようと 2010 年 4
月以降に実施されていようと、2009 年度の調査として表記することとした。各年度に付した
文献はその年度の調査の成果を中心的に紹介したものである。
　参考文献は（1）主として発掘調査成果を公表したものと（2）遺跡出土の個別資料について
分析・検討を行ったもの、に分けて掲載した。中には、直接調査と関わらない論文も含む。
　なお、本書で用いた略号の正式名称は以下の通りである。
  ASI = Archaeological Survey of India
  ASIAR = Archaeological Survey of India - Annual Report (ASI, New Delhi)
  IAR = Indian Archaeology - A Review (ASI, New Delhi)
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＊　　　　　＊　　　　　＊
　本書は長田俊樹教授が収集していた遺跡に関する情報に、上杉が補足を加えた上で編集し
たものである。遺跡の写真については、上杉が撮影したもののほかに、長田俊樹教授、宗䑓
秀明氏（鶴見大学）、小磯学氏（神戸夙川学院大学）、遠藤仁氏（総合地球環境学研究所）、
Ute Franke 氏（Museum für Islamische Kunst, Berlin）、Roland Besenval 氏（Centre national de la recherche 
scientiﬁque/Délégation archéologique française en Afghanistan）、Randall Law 氏 (University of Wisconsin-
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1　インダス文明関連遺跡の分布
 　インダス文明について説明するとき、必ず挙げられるのがその範囲の広大さである。文
明期の遺跡に限っていうと、北はアフガニスタン・バダフシャン地方のショールトゥガイ遺
跡、東はインドのガンガー＝ヤムナー・ドーアーブ地方のアーラムギールプル遺跡、南はグ
ジャラート州のソームナート遺跡、西はパキスタン南部マクラーン地方のソトカーゲン・ド
ール遺跡によって確定されるその範囲は南北約 1550km、東西約 1800km に及ぶ。メソポタミ
ア文明やエジプト文明に比較してもその範囲は広大であるが、なぜインダス文明がそれほど
までに広大な地域に展開したのかという問いかけがなされることは少ない。
　なぜ、どのように広大な版図をもつインダス文明が成立したのか、逆に言えばどのような
過程を経て広大な面積にインダス文明が広がることになったのか考えてみる必要があるだろ
う。それは先文明期における地域社会・文化と文明社会の形成過程に対する問いかけにほか
ならない。
　インダス遺跡の数は G.L. Possehl の集成（Possehl 1999）の 2502 遺跡にその後確認された遺
跡を加えて約 2600 遺跡に及ぶ（図 1）。だがその分布は一様ではなく、地域ごとに偏りがあ
るのが実際である。また、時代によっても遺跡の分布には違いがみられる。こうした遺跡分
布の偏差の理由については一つには遺跡分布調査における粗密が挙げられる。例えば、パキ
スタンの西半部に広がるバローチスターン高原では、1920 年代末に A. Stein が分布調査を実
施したが、その後訪れられたことのない遺跡も数多く存在する。また、パンジャーブ平原で
は農地の開拓が進み、それに伴って多くの遺跡が破壊されてしまったという状況もある。イ
ンダス川流域では厚い沖積層によって遺跡が埋没してしまったのではないかとする考えもあ
る。逆にインドのハリヤーナー州やパキスタンのチョーリスターン地方では精力的な分布調
査の実施により数多くの遺跡が確認され、地図上に位置づけられている。
　こうしたさまざまな理由から現在知られている遺跡の分布をどのように読み解くか多くの
問題点が存在するのも事実である。その一方で、当時の遺跡分布の実際が反映されている可
能性も十分にあり、諸々の制約を念頭に置きながら遺跡の分布を考える必要があろう。
　このような経緯のもとで確認されてきた約 2600 ヶ所の遺跡は、当然のことながら、その
規模に違いがある。それは遺跡の性格の違いを反映しているが、遺跡における人々の活動の
内容と期間に起因する。都市であれば当然人口と居住域の規模は大きくなるし、また遊牧民
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のキャンプサイトであれば規模は小さくなる。また、活動の規模が大きくなればなるほど、遺
跡に残される痕跡は濃密になることはいうまでもない。
　逆に、規模が小さいからといって、その遺跡の重要性を低く見積もるのも問題である。小規
模遺跡での発掘の結果、範囲は小さいながらも濃密な生活の痕跡が確認されている遺跡も多い。
逆に大規模な遺跡でも、発掘調査を実施してみれば長期間におよぶ比較的小規模な生活の痕跡
の累積であって、結果的に範囲の広い遺跡が形成されることになった可能性も十分にある。
　遺跡の分布調査は遺跡の所在のみならず、遺跡の性格を推定するに足る情報の取得が理想的
であるが、これまでの分布調査では必ずしも実行されていないのが現状である。遺跡の規模が
図1　インダス遺跡および発掘調査が実施された遺跡の分布
0 500km
???????
??????
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不明であったり、　そこで採集された遺物の詳細が不明であったり、時期の特定すら第三者に
は不可能なケースも少なくない。先文明期からポスト文明期へといたる各地の文化編年はけっ
して確立されているとはいいがたい状況にあり、分布調査の報告で提示された遺跡の時期には
誤認が含まれている可能性を考慮せざるを得ないのが現実である。
　いかに現存する遺跡を記録し、研究の素材としていくか、分布調査の方法論の確立が求めら
れるところである。少なくとも、遺跡の規模と表面採集資料の詳細な記録化は不可欠である。
その上で遺跡の性格の推定と分布が意味するところの理解を進めることによって、インダス文
明が広大な範囲をもつ意味を理解することが可能になるであろう。
2　遺跡の発掘調査の現状と課題
 　約 2600 ヶ所のインダス関連遺跡のうち、発掘調査が実施された件数は 147 件である。この
数を少ないと評価するかどうかはさておき、遺跡によって発掘調査の方法に大きな差異がある
ことは事実で、結果としてインダス文明の理解に大きな影響を及ぼしている。
　まず、発掘遺跡の分布を現在の行政区画別にみると、インド共和国ではジャンムー・カシュ
ミール州 2 件、パンジャーブ州 18 件、ハリヤーナー州 14 件、ラージャスターン州 12 件、ウ
ッタル・プラデーシュ州 9 件、グジャラート州 37 件、マハーラーシュトラ州 1 件、パキスタン・
イスラーム共和国ではパンジャーブ州 4 件、北西辺境州 11 件、シンド州 10 件、バローチスタ
ーン州 22 件、アフガニスタン・イスラーム共和国では 4 件となっている。この数の違いは主
に現地研究者の研究・調査活動の粗密によって引き起こされている。例えば、パキスタンでは
伝統的に外国人研究者による調査が主流で、現地研究者による調査が少ないことから、結果と
して全体的に発掘件数が少なくなっている。逆にインドでは現地研究機関による調査が活発に
行われてきた経緯があり、発掘件数が多くなっている。ただ、その中でも州ごとで研究機関の
活動に差異があることから、必ずしもその地域の現存遺跡数に比例している訳ではないことは
注目されるであろう。また、近年ではパキスタンにおける政情不安に起因して外国人研究者も
インドでの調査にシフトする傾向があり、インドでの調査件数の増加をもたらしている。
　調査件数の違いは当然研究素材の量に影響を及ぼすことになる。当然それは研究の質にも関
わってくることになるが、情報量の多寡は各地域の文化編年や文化内容の理解にも偏差を生じ
させる。各地域等しく調査が行われ、情報量に一定性があるのが理想ではあるが、先に述べた
ような事情から望むべくもないことであり、いかにそうした情報量の差異を考慮しつつ、文明
社会の全体像を描いていくかが求められるところである。
　発掘調査に関する今ひとつの問題はその方法論の違いである。南アジアでは英国統治期の
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19 世紀後半にインド政府考古局が設立され、A. Cunningham が初代長官に就任したことはよく
知られている。Cunningham 自身は遺跡の分布調査と、諸々の文献資料との相互検証に重点を
置いていたので、発掘調査が研究方法の主流となることはなかったが、1902 年にインド帝国
総督 Curzon の要請によって考古局長官に就任した J.H. Marshall の指揮下で数多くの遺跡の発
掘調査が実施されることとなった。あわせて写真という新たな記録方法の導入もあいまって、
発掘調査による研究素材の取得という研究方法が一般化することとなった。Marshall の精力的
な研究意欲は歴史時代の都市遺跡であるタクシラー遺跡の調査として顕現することになるが
（Marshall 1951）、1920 年代に併行して進められたハラッパー遺跡とモヘンジョダロ遺跡の調査
も Marshall の卓越した指揮力に帰せられるところが大きいであろう。
　Marshall の指揮によるモヘンジョダロ遺跡とハラッパー遺跡の調査、その成果に基づくイン
ダス文明の研究は、同時期のメソポタミア、エジプトでの調査とも連動して、古代文明研究に
拍車をかけることとなった。その結果の一つとして、メソポタミアおよびアラビア半島で豊富
な調査経験をもった E.J.H. Mackay がモヘンジョダロ遺跡の調査に招聘されるなど、古代文明社
会に対する当時の最新の知見と調査方法が南アジアの考古学研究にもたらされることになっ
た。
　ただし、発掘調査の方法とその記録化の手法は、今日的にみれば不十分であったことは否め
ない。とりわけ遺跡の層序と遺構・遺物の関係に対する認識が欠けていたことは、その後のイ
ンダス文明研究に少なからず影響を及ぼすことになった。逆に広い面積に及ぶ遺構の平面的検
出を可能にしたのも、Marshall がとった方法論ゆえのことであり、いまなおインダス文明の都
市計画の理解はモヘンジョダロ遺跡に負っているのも事実である。
　初期の調査に欠落していた遺跡の層位的発掘を導入したのは 1940 年に考古局長官に就任し
たR.E.M. Wheelerである。すでにイギリスで層位的な発掘方法を確立していたWheelerの登場は、
遺跡の調査方法を一新させることになり、新たな情報が研究の俎上に上げられることになった。
その実践が歴史時代の遺跡であるアヒッチャトラー遺跡（Ghosh and Panigrahi 1946）とタクシラ
ー遺跡（Ghosh 1948）、そしてインダス文明期の遺跡であるハラッパー遺跡（Wheeler 1947）と
モヘンジョダロ遺跡の発掘調査であった。残念ながらモヘンジョダロ遺跡の調査成果は概報を
除いて公刊されることがなかったが、ハラッパー遺跡における AB マウンド周壁の発掘調査は
よく知られるところである（図 2）。その結果として、文明期の周壁の下位に先行する時期の
文化層の存在が確認されたことは重要である。層位的発掘と出土資料の様式的分析（厳密な意
味での型式学的研究とは異なるが）を通した遺跡編年の設定という方法の導入は、南アジア考
古学における Wheeler の最大の業績であり、その後のインド・パキスタン現地の研究者に引き
継がれることとなった。
　1947 年のインド・パキスタン分離独立後は、両国の研究者の相互交流が難しくなるなど、
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研究に多くの弊害をもたらしたが、現地研究者の活動によって研究に新たな地平が開かれたこ
とは事実である。また、モヘンジョダロ遺跡とハラッパー遺跡というインダス文明を代表する
2 つの遺跡がともにパキスタン領内に帰属することになったため、インド側ではそれらの遺跡
に匹敵するインダス遺跡の発見に心血が注がれることとなったのも分離独立後の研究動向の一
側面である。
　発掘調査の分野においては、B.B. Lal によるハスティナープラ遺跡の層位的発掘によってポ
スト文明期から歴史時代にかけての文化編年研究の端緒が開かれ（Lal 1954）、またロータル遺
跡（Rao 1979 ほか）やカーリーバンガン遺跡（Thapar 1975 ほか）の調査によってインド領内に
も規模は小さいながらもインダス文明期の都市が存在することが確認されることとなった。同
時にパキスタン側でのコート・ディジー遺跡の調査（Khan 1965）と合わせて、先文明期の文
化の存在が明らかにされるにいたり、インダス文明の成立過程に対する研究の深化がもたらさ
れた（Mughal 1970）。
　一方、現在もなお研究方法の一翼を担う遺跡分布調査が精力的に行われたことも独立後の研
究動向を特色づけており、インダス文明の版図を著しく拡大させただけにとどまらず、各地に
さまざまな遺跡が存在し多様な地域性があることも明らかにされてきた。
　さらにカーリーバンガン遺跡やロータル遺跡の調査を通して、遺跡の平面発掘による都市・
集落の空間的把握も試みられるようになり、インダス遺跡の解明が進められてきたのが今日に
つながる研究動向といえるだろう。
　その一方で、発掘調査と記録化の方法に問題点が生じているのも事実である。かつては小規
模発掘と層位的出土資料による遺跡編年の確立が主たる課題であったが、近年の平面発掘への
志向性の高揚に伴い、従来の発掘方法と記録では十分な対応ができなくなりつつある。遺跡の
図2　Wheeler が作成したハラッパー遺跡マウンドABの土層断面図
（Wheeler 1947 より）
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測量図とトレンチの土層断面図、特徴的な遺物の実測図・写真が伝統的な記録方法を構成して
いたが、平面的な発掘は複雑に重複する遺構に対する理解と把握を要請し、その上での各種図
面の作成という記録方法の刷新を求めることとなった。
　伝統的に南アジアの発掘調査では調査を指揮する考古学者と、製図技師、写真技師が明確に
区別され、分業システムのもとで調査が実施されてきたが、平面発掘の推進に伴って、従来の
訓練を受けた技師では対応できなくなってしまった。結果としてきわめて簡便な平面図の作成
が行われることとなり、考古学者による細かな観察が図という記録に反映されなくなっている
のが現実である。逆に考古学者には図面を作成する訓練と実践経験がないため、図による記録
方法改善を難しくしている。
　また平面発掘では、小規模なトレンチによる発掘とは異なり、空間上に累積する複雑な人類
の生活行為を構造的に把握する必要性があるが、従来の小規模な層位的発掘の観点と方法が採
用されたがゆえに、複雑な遺構と遺物の関係が無視される結果を生じさせている。論理的には
遺構と遺物と層序は相互に複雑に絡み合って、人類の生活痕跡を形成しており、その関係のパ
ターンは決して一様ではないのだが、南アジアにおける発掘調査の報告書では、インダス遺跡
に限らず、三者の関係を分断したかたちで個別に報告がなされるのが一般的である。さらにか
つての小規模発掘による遺跡の文化編年の設定方法が継続して採用されており、出土遺物は層
位ごとあるいは遺構との関係ごとに報告されるのではなく、複数の層位を包括した文化時期ご
とに報告されるのが慣例となっている。結果として、遺構・遺物・層序の有機的関連性は棄却
され、遺跡の構造的理解を妨げることになっている。
　この点は遺跡の今日的理解とインダス考古学研究において等閑視することのできない弊害で
あり、いかに改善していくかが課題である。例えば、数百年に及んで累積的に形成された数 m
に及ぶ文化層序を一括りに報告してしまっては、文明社会の形成・衰退という刻々と変化して
いく人類の生活様式と遺跡の様相を曖昧にしてしまうであろう。遺跡という一定の期間に及ん
でさまざまな生活行為が営まれた空間の複雑さを発掘という方法によって解きほぐし、再び総
体的に構築するためには調査方法と記録化の刷新が求められる。
4　発掘調査報告書の現状と課題
　上にこれまで 147 遺跡で発掘調査が実施されてきたことを述べたが、このうち詳細な報告書
が刊行されているのは 38 遺跡にすぎない。ここでいう詳細というのは発掘調査を実施した研
究者が観察・記録し得た情報が網羅的に組み込まれたもので、単行書籍というかたちをとらず
とも学術雑誌に掲載されたものも含んでいる。すでに発掘調査ののち数十年が経過した事例も
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あり、報告書の刊行が見込めない例があることも事実である。
　この背景には報告書に必要な各種記録の作成に労力と時間がかかるという実際的な要因があ
ることは筆者の経験でも自明のことであるが、先に述べたように分業システムが確立した南ア
ジアでは遺構・遺物の文章による記載と図面、写真を揃えるのがさらに困難になっている状況
がある。学術雑誌に掲載される概報であれば、正式報告ほどの記録の提示が必要でないことも
あって多くの公表例があるのに対し、正式報告書が少ないのにはこうした現実的理由があるこ
とは否めない。
　こうした状況が南アジアの考古学の進展を妨げているのは事実であり、さらには一般的に報
告書刊行後に可能となる第三者による出土資料の再分析や客観的評価を難しくしている。当然
のことながら、インダス文明の総合的理解には、遺跡を最小の空間単位として広狭さまざまな
レベルでの地域空間レベルでの資料の分析、さらにはその上で把握された地域的物質文化とそ
れぞれの地域文化間の関係の復元という多角的・階層的な研究が不可欠である。そのためには
遺跡で取得される諸々の資料の記録化とその共有が必要となるが、概報のレベルではデータの
共有は不可能である。多くの障壁が伴うことは事実であるが、この点を改善しなければ、今後
の研究の進展は望むべくもないであろう。
　次に報告書の構成からどういった資料が記録化の対象となり、研究の素材となってきたか概
観することにしよう。一般的に南アジア考古学における発掘調査報告書は、①遺跡の立地と周
辺環境、②遺跡発見の経緯、③発掘区の設定と基本層序、④遺構の記載、⑤人工遺物の記載、
⑥発掘調査成果の評価から構成されている。これに⑦自然遺物の記載と⑧遺構・遺物に対する
自然化学分析が加わる場合もある。南アジアの考古学は伝統的にヨーロッパ、特にイギリスの
考古学の影響を色濃く受けてきたことから、とりわけ独立後の時期においても自然遺物に対す
る配慮がなされてきたという特色がある。動物遺存体と植物遺存体の報告がその主であり、今
日でも、この種の分析を専門とする研究者の数は限られているものの、動・植物種の同定分析
は一般的となっている。
　課題は先に述べたようにこれら各種のデータの関連性に対する配慮が稀薄な点であり、遺跡
の総合的理解を妨げる結果となっている。これも専門性を志向する教育・研究システムと確立
した分業システムがもたらす負の側面であろうが、何らかのかたちで改善されていく必要性が
ある。学際的調査が一般化している考古学の現状で、インドもまたその例外ではないが、だか
らこそ個別の資料の詳細な記録化と資料の種類を横断した遺跡の全体像を描く統合力が求めら
れるであろう。発掘調査報告書はそうした基本データを提示する場であり、より上位の時間・
空間レベルの研究の出発点となるべきである。
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5　個別研究の現状と課題
　次にインダス遺跡で出土するさまざまな遺構・遺物に関する個別研究の現状と課題について
まとめておきたい。資料それぞれの研究史について振り返るのは筆者の手に余るところである
ので、数多くの研究に共通してみられる研究動向の傾向について概観することとしたい。この
ことは、発掘調査の方法と報告書の構成とも深く関わってくることになる問題である。
　すでに、パキスタンでは欧米の研究者を中心に、インドでは現地研究者を中心に発掘調査が
行われ、研究が進められていることを述べたが、両者の間には研究動向に大きな違いがある。
このことは調査・研究方法が研究者の出身国もしくは出身地域における考古学の教育環境や研
究動向に大きく影響を受けていることはいうまでもなく、パキスタンで活動してきた欧米の研
究者は遺跡から得られた種々のデータに対する個別分析・研究を精力的に実施してきた。遺構
や各種の遺物に対する個別研究が志向され、その上で遺跡の全体的理解が構築される。このこ
とはすでに自国で、あるいは他地域の遺跡で考古学の教育・訓練を受けており、専門家として
の立場で南アジアの遺跡の調査に参加する例が多いことから当然の結果といえるだろう。南ア
ジア以外の周辺地域のデータとの比較研究が得意なのも外国人研究者の利点で、イタリア調査
隊を例に挙げると、同一の研究者が南アジア以外に中央アジアや西アジアでの発掘調査に参加
し、研究を進めているケースも珍しくない。結果的に欧米の研究者の場合、南アジアに限定し
た研究目的よりも広域を見渡した研究視点に立つ可能性が高くなる。
　また外国人研究者には、南アジアの歴史の一部としてインダス文明を研究するというよりも、
インダス文明を一つの素材として位置づける傾向があることも確かである。いわゆる人類学的
視点に立った考古学研究であり、西南アジア世界の一部としてのインダス文明研究の相対化が
志向される。
　一方、インド・パキスタンの現地研究者は自国の歴史を研究するという立場と、大学で考古
学教育を受け始めたときに指導教官の学問的関心に応じて遺跡の調査に訓練を受けるために参
加するという立場から、目の前にある遺跡や遺物から研究活動を開始することになる。また現
地の研究者の利点として、いまもなお村落地帯を中心に残る伝統的な技術や知恵、あるいは生
活様式に直接触れることが外国人研究者に比して容易である。民族考古学研究が現地の研究者
の多くに受け入れられているのは、こうした背景があるといってよいだろう。
　逆に、インダス文明を研究していながらも隣国の遺跡を訪れることができないという政治的
事情もあって、地域主義に陥ってしまう場合が多い。一つの例を挙げると、西アジアの情報に
触れる機会の多い欧米研究者にはインダス文明と西アジアとの交流関係について俯瞰的な視点
から論じるケースが多くみられるが、南アジアの現地研究者はインダス文明の独自性、時には
その優越性を強調する傾向が認められる。
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　また、現地研究者の場合、個別資料の研究が
欧米研究者に比して少ないという傾向もある。
現地研究者でも自分が直接参加した遺跡の発掘
調査出土資料の分析は行うものの、他の遺跡の
資料との比較研究や資料の相対化といった点で
弱い。これは現地に出身大学や所属機関で一種
の縄張り意識や派閥意識があることも関係して
おり、横断的な研究が難しい事情を生み出して
いる。また、欧米の研究に直接触れる機会が限
られていることから、研究目的や視点、あるい
は方法論の多様化が難しいという背景もある。
　外国人研究者にしても現地研究者にしても利点と不利な点の双方を有しており、いずれが正
しいということでもない。外国人研究者の中にはインダス文明に関心はあっても南アジアに対
する全般的な関心や知識に乏しい者もいるであろうし、現地研究者の中に卓越した視野と独自
の方法論を発達させている者もいる。そうした中で多様な研究視点と方法論の共有を軸とした
共同研究の推進は、今後の南アジア考古学にとって重要な鍵となろう。
　インダス考古学全般を俯瞰したとき、近年の研究動向として顕著なのは、欧米の研究者によ
る遺物の製作技術に焦点を置いた研究の増加である。その代表は J.M. Kenoyer による工芸品の
製作技術研究であり、海産性貝や準貴石製の装身具の製作技術復元が、遺物の観察と実験考古
学、民族考古学の視点から進められてきた（図 3）（Vidale et al. 1993; Bhan et al. 1994, 2002; Vidale 
2000）。彼のもとで博士論文に取り組む学生にはこうした技術研究をテーマとする者が多い。
こうした研究動向は遺物の個別研究に伝統のあるヨーロッパの研究者にも共有されており、フ
ランス人研究者によるメヘルガル遺跡の資料を素材とした石器や金属器の製作技術復元研究に
は多くの成果がある。南アジア現地研究者の中にもこうした欧米の研究に触発されて、技術研
究を進める研究者が増加しつつあるのは、学問的交流の成果である。
　技術研究は技術復元にとどまるだけでなく、技術を運用した社会にも関心を寄せるものであ
る。Kenoyer にしてもインダス文明を支えた社会組織にアプローチするために技術研究を推進
しているし（Kenoyer 1997）、イタリアの M. Vidale も技術研究がインダス文明社会の復元にとっ
て鍵となることを強く主張している（Vidale 2000）。
　また、上に少し触れたように、パキスタン、とりわけその西半部に広がるバローチスターン
高原で調査活動を進めてきた研究者の間では、この地域が歴史的に南アジアとイラン高原を結
ぶ毛役割を果たしてきたこともあって、インダス文明前後の時期の広域文化交流に関心をもつ
者が多い（Jarrige 1985,  1993, 1994 ; Tosi 1979 など）。独立後の南アジアでインダス文明以前の先
図3　グジャラート州カーンバートにおける
現代の瑪瑙製装身具製作
（撮影：遠藤　仁　Ⓒインダス・プロジェクト）
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史文化の存在が各地で確認される中で、インダス文明の成立に対する西方からの影響を大きく
見積もってきたそれまでの研究に対し、1960 年代以降、南アジア内部の自律的発展を主張す
る見解が M.R. Mughal を中心に論じられてきたが、現在でも欧米の研究者は自律的発展のプロ
セスを注視する一方でイラン高原や中央アジアとの交流関係に目を配る傾向が強い。交流関係
は個別の遺物の分析によって導き出されるため、欧米研究者の個別研究への傾斜を強める結果
となるのは当然のことといえるだろう。
　繰り返しになるが、南アジア現地研究者がもつその内部からのインダス文明に対するアプロ
ーチと、欧米の研究者が志向する広域に目を配る研究視点が、互いを否定しあうのではなく、
より多様なインダス文明史観を醸成するために相互の学問交流と視点・方法論の共有の促進へ
と一体的に向うことが大切である。
6　インダス考古学の展望
　本節では、筆者自身の関心に引き寄せながらインダス考古学の今後の課題について展望する
ことにしたい。
インダス考古学の出発点
　考古学を遺跡から得られる諸々の物的資料から過去の社会を復元・研究する学問と広く定義
すると、その第一歩は個々の物的資料の時間的・空間的位置を明確にし、特定の種類の資料群
の時間的・空間的広がりを明らかにすることである。さらにそれらの資料がどのように変化を
みせるのか把握することにより、資料の背景にある諸々の歴史事象にアプローチすることが可
能となる。
　あらゆる分析の出発点となるのが遺跡であるが、遺跡は遺構と遺物からなる人類の生活痕跡
の総体によって構成される。いかに遺跡の時間的・空間的位置を正しく把握し、上位の分析へ
とつなげていくかが重要であることはいうまでもない。逆にいえば、遺跡の把握がなおざりで
あれば、上位レベルの分析や解釈は不可能となる。実際にはさまざまな制約があるものの、原
理的には遺跡の分析を出発点として考古学は存在するといえるだろう。
　先に述べたように、南アジアにおける発掘調査は調査方法・記録方法などさまざまな点で克
服すべき課題が存在している。現在利用可能なデータにはさまざまな制約があり、必ずしも理
想通りにはいかないのが現実であるが、利用可能なデータを集成・吟味し、調査・記録方法、
さらには分析・解釈の方法を改善していくことも必要であろう。
　インダス文明研究は、広大な地域に広がる数多くの遺跡の一部の調査によって進められてき
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た。調査された遺跡の間に数百 km に及ぶ隔たりがある場合もあり、文明社会が展開した空間
的広がりを面的に研究することは不可能である。散在する調査遺跡から得られた断片的な情報
をつなげあわせながら、不断に文明社会の全体像を更新していくほかないであろう。
インダス文明社会の多様性と先文明期の諸文化
　近年、発掘調査遺跡と分布調査で確認された遺跡のデータを組み合わせることによって、イ
ンダス文明社会が決して均質的なものではないことが指摘されている。その代表が G.L. Possehl
によって提唱されたソーラト・ハラッパー文化であり（Possehl and Herman 1990）、文化領域論
である（Possehl 1999）。ロージディー遺跡を代表とするグジャラート地方サウラーシュトラ半
島の遺跡の調査を通して、Possehl はモヘンジョダロ遺跡が位置するシンド地方とは異なる文化
が文明期に存在したことを指摘し、それに自然環境、生業の差異を組み合わせることによって、
文明期の地域社会・文化の存在を提唱したのである。文化領域論はその延長線上にあるが、文
明域内でも最も調査件数が多い地域の一つであるグジャラート地方とは遺跡の調査密度が異な
る他の地域において、ソーラト・ハラッパー文化のような一定の空間的広がりを把握すること
は現状では不可能であるが、文明社会内部の多様性とそれぞれの地域の文化伝統の存在の可能
性を示したことは重要である。
　こうした文明域内における多様性は Possehl 以前にも論じられたことがある。その一つがパ
ンジャーブ東部におけるバーラー文化で、Y.D. Sharma によって先文明期からポスト文明期へと
存続する地域文化として評価されていた（Sharma 1982）。こうした文化の多様性とインダス文
明社会との関係はインダス考古学研究において必ずしも十分に消化されているとはいいがたい
が、地域文化と広域展開をみせるインダス文明社会との関係はより深く研究されるべきテーマ
であろう。
　インダス文明社会の多様性は、すなわち文明期以前の地域文化伝統の存在に帰するものであ
る。先文明期には、のちにインダス文明社会が展開することになる広大な空間の各地に地域文
化が存在していた。考古学でいうところの「文化」とは私たちの手元に残される物質資料に基
づいたものであり、人文科学一般でいうところの「文化」とはその性格の把握において著しい
ギャップが存在している。これは考古学という学問のもつ限界であるが、ある特定の物質資料
が一定の時間・空間範囲にまとまりをもって存在することが確認される場合、その背景にはそ
の物質資料、特に人工遺物の場合、ある生活もしくは社会的営為によって要請される特定の機
能を果たすために、特定の素材を特定の技術で特定の形につくりかえるという一連の連鎖的行
為が時間・空間軸上に存在したことになる。それはすなわちある地域にある時間幅をもって生
活した人々のそうした連鎖的行為を必要とする意識の存在を意味するのであり、あくまで物質
資料に基づいて把握される考古学的「文化」であってもその背景には物質的領域を超越した人
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類社会の諸側面が投影されていると理解すべきであろう。それが制約はあっても考古学的「文
化」が人類社会の研究においてもつ意義を保証するのである。
　一方、文化とはある特定のコンテクスト、それはすなわち一定の地域空間に生活する人々の
生活様式を決定する人為的規定に基づくものであり、それはとりもなおさず時間的・空間的に
限定される人間集団すなわち社会集団に帰せられることになる。この観点からすると、社会と
文化は密接に結合したものであり、文化を語る際にはその背景にある社会を考慮せざる得ない
し、逆に社会を考えるときにその文化を理解する必要が生まれてくるのである。
　先史社会においては、先に述べたように「文化」として把握される存在にも限定性が生じる
ため、物質資料からだけではわからないことが多い。また、先史社会といってもその社会の具
体的組織・構造の全体を物質資料から復元することは不可能である。結果的に考古学、特に先
史社会に関しては、社会にしても文化にしても、私たちの理解に偏りが生じるのはやむを得な
いことである。それを補完すべく広く人文科学の成果を考古学的「文化」もしくは「社会」の
欠落を補うために援用するのが、考古学の方法論の一部を構成しているのであるが、広く人類
史を振り返ってみても、物質的側面が社会・文化の不可欠な要素として存在してきたことは事
実であり、いかに物質資料から出発して過去の人類社会に対する私たちの理解を深めていくか
という視座が求められることになる。
　ここでこうした前置きを記したのは、インダス文明期以前の様相をいかに理解できるのかと
いうこととも関わってくるためである。すでに先文明期の多様性という表現を用いたが、多様
性が存在したかどうかという理解は、いかに遺跡から得られる資料をもとに地域文化の存在を
把握するかということに関わっている。それはすなわち私たちが物質資料をどのように認識・
評価するかということであり、それは研究者の拠って立つ人類社会に対する視座に左右される
ことになる。
　世界中を広く見渡しても、考古学の分野でいう文化を定義する場合、土器が基準として用い
られることが多い。文化の名称に土器の名称を当てている事例が多いことからもわかる。南ア
ジアでも例えばナール式土器と定義された土器の時間的・空間的広がりの把握のもとにナール
文化が設定されているし、同様の手法でポスト文明期から初期歴史時代には彩文灰色土器文化
や北方黒色磨研土器文化という名称が与えられている。これは土器が存在する時代であれば、
ほぼすべての遺跡で土器が出土することからその空間的広がりを把握しやすいという理由によ
るものである。と同時に、土器に時間的・空間的変化が鋭敏に反映される傾向が認められると
いう土器が人類社会の中でもつ特質もその理由の一つに数えられよう。
　ただし、土器で文化を実体化することが全面的に肯定される訳でもない。先に述べたように
考古学が扱う物質資料にはさまざまな制約があり、物質資料の種類に応じてそこに表出する社
会・文化的意味も異なっている。土器は一義的には生活行為の中で用いられる容器であって、
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それ以上でも以下でもない。必然的に土器によって過去の社会・文化を定義することができる
のかという本質的疑問が生じるのも当然である。逆に遺跡から出土する遺物の 99% が土器で
ある場合も一般的であって、土器以外にその遺跡を評価する手段がないこともある。
　考古学では遺跡から出土する諸々の物質資料をいかに分類、系統化し、雑然と遺跡に残され
る資料の中に過去の社会を復元する手掛りを見いだしていくかということが方法論的前提とし
て存在している。その中で量的に最も多く出土する資料がその遺跡の時間・空間的位置の把握
に有効であることは事実であり、結果としてかつて存在したであろう文化のごく一部でしかな
い資料が文化を把握する基準に用いられることになるのである。
　ただし、ここで改めて確認しなければならないのは、一部の特徴的な資料、例えば土器によ
って文化を定義するというのは、私たちが過去の社会を復元するという学問的目的を達成する
ための一手順であって、土器の名称を冠した文化がかつて実在した訳ではないことである。あ
くまでも考古学という学問において系統的思考を可能にするための手段なのである。
　こうした偏りを是正していくためには、学問的手続きの一過程として土器によって文化の存
在を推定したとしても、その後に土器以外の物質資料によって土器文化が有効であるのかどう
か検証していく不断の学問的営為が求められることはいうまでもない。それは私たちの過去の
人類社会・文化をよりよく理解していくために不可欠であり、それが考古学の方法論であると
いうことになろう。
　例を挙げると、先文明期終末の初期ハラッパー文化期のパンジャーブ平原にはその東西に大
別して 2 つの土器文化が存在したことが明らかになっているが（西部のコート・ディジー文化
と東部のソーティ＝シースワール文化）（図 5）、同時期の凍石製印章の分布をみると（図 7）、
共通した特徴をもつ印章がパンジャーブ平原全体に分布しているという状況がある。すなわち、
土器と印章で分布のあり方が異なるのであり、土器で設定された文化と印章の分布が一致しな
いのである。これは土器と印章がもっていた社会・文化的意味が異なるであろうことから考え
れば当然のことである。また、ポスト文明期から初期歴史時代にはガンガー平原の東西で彩文
灰色土器と北方黒色磨研土器が地域を違えて分布しているが、土器以外では両地域に共通する
人工遺物が出土する。
　こうした状況をいかに理解するかということも考古学者の視座にかかってくることになる
が、土器とそれ以外の人工遺物の間に異なる社会・文化的意味が与えられていた結果であろう
ことはきわめて蓋然性の高いところであり、そこから当時の人類社会のもつ組織・構造の物質
的側面により深くアプローチすることが可能になる。
　南アジアでは、その空間的範囲の広大さに比して発掘遺跡数が極端に少ないこともあって、
どこでも出土する土器が文化の把握に用いられるのは、研究の現状では仕方のないところであ
るが、今後の研究では諸々の物質資料（人工遺物・自然遺物の双方を含めて）の系統性の確立
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とその分布、さらには分布のあり方の比較研究によってより具体的に当時の社会・文化の様相
へと私たちの理解を近づけていくことが求められるであろう。
　前置きが長くなってしまったが、ここで先文明期の多様性の議論へと戻ることにしよう。土
器が先文明期の社会・文化の把握の主たる手段となっているのは、すでに述べてきたところで
あり、以下に述べる先文明期の様相もそうした制約を前提として理解されたい。
　先文明期の様相を俯瞰すると、バローチスターン高原以西とインダス平原以東で出土する土
器に大きな違いが認められる。バローチスターン高原では多彩な彩文が描かれた土器が顕著で
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図4　前 4千年紀後半における地域文化と地域間交流の様相
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あり、それはさらに西のイラン高原にも共通する土器の様式的特徴である。もちろん彩文が施
されない土器も彩文土器に組み合わさって全体の地域的土器様式が存在しているのだが、特徴
的な彩文を中心にこれまでの研究が展開してきていることから、ひとまずここでは彩文土器に
注目しておこう。彩文土器に着目すれば、前 4 千年紀後半にはバローチスターン高原南部には
ナール式土器が、中央部にはケーチ・ベーグ式土器が、北東部にはトーチ＝ゴーマル式土器が
存在している（図 4）。いずれも器種構成、器形、彩文のヴァリエーションで明確な違いがあ
るので、それぞれ別系統の彩文土器として理解できるが、その一方で共通する彩文要素も存在
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?????????????
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????????????
?????????????
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図5　前 3千年紀前葉における地域文化と地域間交流の様相
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しており、さらにはイラン高原南東部にも関連をみせている。このことは、バローチスターン
高原各地に地域的彩文土器様式が成立した一方で、それぞれの間に接触・交渉があり、その背
景にイラン高原とバローチスターン高原の関係が介在していたことを窺わせている。
　一方、インダス平原部ではその西部でバローチスターン高原の地域土器様式との接触を垣間
見せる要素が存在するものの、無文もしくは単純な帯状文を描く彩文土器、あるいは櫛状工具
を用いた平行沈線文など、バローチスターン高原の土器とは異なる特徴をもった土器群が存在
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図7　前 3千年紀前葉における凍石製同心円文印章の分布
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する。ハークラー式土器、ラーヴィー式土器などがこの時期の平原部の土器を代表するが（図
4）、調査が限られていることもあって、前 4 千年紀後半の平原部の土器様式を空間的に把握す
るのはいまなお困難であるのが実際である。それでもバローチスターン高原の地域土器様式群
とは異なる土器様式が存在していたことは確実である。また、グジャラート地方にはその北部
を中心としてアナルタ式土器と呼ばれる土器様式が存在する。平行線・格子充填文様帯を特徴
とする彩文土器が存在し、上記のハークラー式土器やラーヴィー式土器、あるいはバローチス
ターン高原の土器様式とは違いが顕著である。今後の調査・研究が期待される土器様式という
ことができるだろう。
　前 3 千年紀前葉（前 3000 ～前 2600 年頃）になると、バローチスターン高原ではダンブ・サ
ダート式土器やファイズ・ムハンマド式土器を特徴とするメヘルガル遺跡 VI・VII 期併行期の
土器様式がその中央部に広く分布し、南部ではナール遺跡 III 期、ミリ・カラート遺跡 III 期に
併行する彩文土器群が展開する（図 5）。前 4 千年紀とは大きく異なる彩文土器様式が展開す
ることから、イラン高原との関係を軸の一端としつつ、彩文土器様式群を大きく変化させる歴
史的背景が生じたことを推定させる。
　インダス平原部では幅広黒色帯を施した壺を特徴とするコート・ディジー式土器とソーティ
＝シースワール式土器が分布する（図 5）。前者はパンジャーブ地方西部からシンド地方にか
けてのインダス川流域、後者はパンジャーブ地方東部のガッガル川流域に分布するが、両者は
黒色帯壺において類似性をみせるものの大きく異なっており、接触・交渉をもちつつも独自の
地域的土器様式を生み出す地域社会・文化の存在を窺わせている。その一方で、先に述べたよ
うに凍石製印章をみると同心円文を複数刻んだ印章が西のゴーマル地方からパンジャーブ地方
西部、さらにはパンジャーブ地方東部にまで分布しており、地域間交流が活発化していたこと
を示している（図 7）。印章は土器とは違って地域間交流に直接関与する器物と推定されるこ
とから、より本格的な地域間交流のネットワークあるいは地域社会間の結びつきが醸成されて
いたと考えられるであろう。
　一方、シンド地方に目を配ると、初期ハラッパー文化期終末（前 2700 ～前 2600 年頃）にバ
ローチスターン高原中央部との関係を示す資料が確認されている（図 6）。本来コート・ディ
ジー式土器の組成に出自する鍔付壺がバローチスターン高原中央部の伝統に含まれるカッチー
平原においても生産されていたことがメヘルガル遺跡近郊のラール・シャーハ遺跡の土器生産
工房址で確認されており（Pracchia 1985）、両地域間の交流を推進する動きが存在したことがわ
かる。さらにこの地域間交流のもとで生産されることになった鍔付壺はイラン高原南東部のシ
ャフリ・ソフタ遺跡にまで搬出されており、シンド＝バローチスターン高原中央部＝アフガニ
スタン南部＝イラン高原南東部というルートが一つの地域間交流の軸となっていたことを示し
ている。
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図8　ハラッパー式彩文土器の編年（上杉・小茄子川2008より）
インダス考古学の展望
- 26 -
　また、グジャラート地方では前代に引き続きアナルタ式土器が分布するが、そこに非アナル
タ式土器が嵌入するという状況が確認されている（Ajithprasad 2002）。モーティ・ピープリー遺
跡、ナーグワダー遺跡、サントリー遺跡などの出土土器がそれで、シンド地方もしくはバロー
チスターン高原南部との関係が示唆される。グジャラート地方もシンド地方を核の一つとする
地域間交流のネットワークに組み込まれつつあったことを示しており、おそらくは初期ハラッ
パー文化期終末に位置づけられるであろう。
　以上のようにみてくると、少なくとも土器でみれば前 4 千年紀後半以降、バローチスターン
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図9　インダス文明の都市および拠点集落の分布
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高原からインダス平原にかけての各地で独自の土器様式が成立する一方、地域間交流も活発化
し、前 3 千年紀前葉には地域間交流の拡大と地域統合の進展が進んだ状況を看てとることがで
きる。これは多様な地域社会・文化とそれをつなぐ地域間交流が両者連動しつつ進行していた
ことを示しており、文明期以前の様相を把握する上での一つの軸ということができる。
インダス文明期の様相
　文明期になると、各地で共通する器物が出土するようになる。その代表がハラッパー式土器
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とインダス式印章であり、これらが出土するがゆえにインダス文明の広がった範囲を確定する
ことができるのである（図 10・11）。
　ハラッパー式土器に関しては、G. Quivron の層位的出土資料に基づいた型式学的分析（Quivron 
2000）によって断片的ながらもその成立過程が明らかにされつつある（図 8）。それによれば、
シンド地方にハラッパー式土器の成立の契機が求められるであろうということであるが、ハラ
ッパー式彩文土器の中にバローチスターン高原中央部の彩文要素が改変されつつも組み込まれ
る状況からみれば、初期ハラッパー文化期終末の地域間交流の様相ともかねあわせて、可能性
図11　インダス式印章の分布
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の高いことと首肯できる。実態の解明には今後の調査・研究の進展が不可欠ではあるが、現状
での資料に基づく仮説として重要である。
　インダス式印章に関しては、その成立過程がほとんど不明といわざるを得ない。周知の通り、
インダス式印章は定型化された一角獣を中心的意匠とする動物文とインダス文字の組み合わせ
という図像的特徴と、方形かつ紐を通すための鈕をもつという形態的特徴からなるが、初期ハ
ラッパー文化期にはその祖型とみなしうる印章が確認されていないことが原因である。唯一、
ハラッパー遺跡 II 期出土の印章断片が方形でゾウと推定される左向きの動物を描く点で、イ
ンダス式印章との類似性をみせるものの、インダス式印章の成立過程を復元するには不十分で
ある。
　想像の域を出ないものの、インダス文明社会の成立、すなわち初期ハラッパー文化期とは異
なる社会の仕組みの成立に、地域間交流あるいは地域間関係を大きく再編する政治的動きがあ
ったとするならば、新たな地域間関係を表象したであろうインダス式印章が先行の印章に祖型
をもたない可能性もある。ただし、ハラッパー式彩文土器に示されるようにシンド地方が文明
成立過程において一定の役割を果たしていたのであれば、インダス式印章の成立にもシンド地
方の役割を一定度は想定することができるかもしれない。あるいはハラッパー遺跡が存在する
パンジャーブ地方西部の重要性も考慮すべきであろう。いずれにしても資料の絶対的不足を否
めないのが、先文明期から文明期への移行段階を示す遺跡の調査事例の少なさであり、今後の
課題である。
　いずれにしてもハラッパー式土器とインダス式印章が広範に分布する状況は、先文明期の地
域間関係とは明確な断絶を示しており、モヘンジョダロ遺跡やハラッパー遺跡における都市
の成立とも関係して、文明社会の成立過程を考える上で重要である。G. Quivron のハラッパー
式彩文土器の研究によれば、古段階（ハラッパー遺跡 3A 期、ナウシャロー遺跡 II 期）に位置
づけられる彩文土器がアフガニスタン北部のショールトゥガイ遺跡、西のマクラーン地方のソ
トカーゲン・ドール遺跡、東のグジャラート地方のロータル遺跡で確認されており（Quivron 
2000）、また筆者自身が検討の機会を得たラーキー・ガリー遺跡表面採集資料、ファルマーナ
ー遺跡発掘調査出土資料にも古段階併行の彩文土器が存在する（Dangi 2009; Shinde et al. 2008）。
ある特定の特徴をもった型式に属する器物の拡散にどの程度の時間幅を見積もるかという問題
もあるが、文明社会の成立を一つの政治的社会変容と理解するならば、さほど離れない時間幅
でハラッパー式土器が各地に拡散したと考えてよいであろう。
　初期ハラッパー文化期の多様な地域社会・文化群を横断するかのごとく広がるハラッパー文
化の要素は、文明社会がもつ等質性もしくは均質性を意味しているが、ハラッパー文化の拡散
は先文明期の地域文化を消滅させたわけではない。カーリーバンガン遺跡、ラーキー・ガリー
遺跡、ドーラーヴィーラー遺跡など、インダス文明を代表する都市遺跡は、仮にシンド地方と
インダス考古学の展望
- 30 -
パンジャーブ地方西部をハラッパー文化の核とみなせば、その縁辺地域に位置しているが、文
明期になっても先行期の土器がハラッパー式土器とともに出土している。異なる土器様式の背
景に異なる社会・文化集団を想定できるかどうか多くの問題があるが、少なくとも異なる特徴
をもった土器が遺跡という空間の中で併行して使用されていたことは確かであり、それは都市
という文明社会を結びつける上で重要な役割となった拠点においても同様であったことがわか
る。都市にハラッパー文化を担う、もしくは志向する集団が、その周辺に在地の文化伝統を保
持する集団が別々に暮らしていたのではなく、両者の文化伝統が混在して都市空間を創りあげ
ていたのである。
　ここから導き出されるのは、確かにハラッパー文化には広域に拡散する社会・文化的志向が
存在したが、彼らのみが文明社会を構成していたのではなく、初期ハラッパー文化期にすでに
広域地域間交流の中に組み込まれていた各地の社会・文化と、シンド・パンジャーブ地方西部
に出自を推定されるハラッパー文化が相互に組み合うことでインダス文明社会が成り立ってい
た事実で、インダス文明の意義を理解する出発点である。インド人研究者に好まれるハラッパ
ー文明の用語をここで採用しないのは、ハラッパー文化＝インダス文明ではなく、ハラッパー
文化は文明社会を担う一要素にすぎないとする筆者の理解に基づくものであり、その混同はイ
ンダス文明社会の理解に妨げになると考えるからである。ハラッパー文化と各地の文化の相互
関係こそがインダス文明を生み出したのである。
　インダス文明期、すなわち前 2600 ～前 1900 年頃という時間幅の中で、文明社会がどのよう
に展開したのか、もしくは変遷したのかという問いに十分な答えを準備できないのが現状であ
る。700 年という時間幅は決して短いものではない。その間に文明社会の成立から衰退にいた
るプロセスが包括されていることを考えれば、さまざまな変転があったであろうことは想像に
難くないところである。Quivron のハラッパー式土器彩文土器研究は、ハラッパー式土器の成
立期にのみならず、その後の変化、さらにはハラッパー式土器の衰退へと続く一連の歴史的
事象の一端を示した上でもきわめて重要である。彼はハラッパー式彩文土器を成立期、古段
階、中段階、新段階に分け、彩文の変遷を見事に描き出しているが、その変遷はインダス文
明社会の変遷をも垣間見せる上で注目される。筆者も Quivron の研究に触発される中で小茄子
川歩と共同でハラッパー式彩文土器の変遷の背景にある歴史事象を、文明後半期にバローチス
ターン高原南部を中心に展開したクッリ式土器との関係を中心に考察したが（上杉・小茄子川
2008）、メソポタミア、イラン高原、ペルシャ湾岸、中央アジアとの関係からみると、文明後
半期（前 2300 ～前 2000 年頃）にインダス文明社会を取り巻く国際環境は著しく変化していた
と推定され、必然的に文明社会もそれに対応した変容を余儀なくされたと考えられる。
　イラン高原の再編とバクトリア＝マルギアナ考古文化複合の成立、アラビア海交易の活発化、
その背景にあるであろうアッカド帝国成立を契機とするメソポタミア文明の変容は西南アジア
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世界を大きく変える一連の歴史事象であり、西方との関係をもったインダス文明社会もその影
響の外に置かれるものではなかったであろう。私見を述べれば、イラン高原およびペルシャ湾
岸と関係をもつクッリ文化の成立はインダス文明社会と西方との関係にとって大きな影響力を
もつものであったと考えられ、結果としてインダス文明社会は西方とつながる交流ネットワー
クの中で影響力を弱めていったと想定される。これが少なくとも人類社会の側からみたときの
インダス文明衰退の要因の一つと推定できる。
　衰退のプロセスはその成立と同様に決して単純なものではなかったであろう。自然環境の変
化も関わっている可能性はあり、複合的にインダス文明社会に影響を及ぼしたと想定すべきで
あるが、いかなる要因に衰退の契機があるとしても、文明社会の衰退は人類社会の変化であり、
その衰退のプロセスを細かく理解しない限り、歴史事象としての文明社会の衰退を正しく評価
することはできないであろう。そのプロセスを理解する一つの視座がインダス文明社会を取り
巻くさまざまなレベルでのネットワークの変遷である。
文明社会とネットワーク
　ここでいうネットワークとは地域間の関係である。地域間の関係を決定する要因として、生
産・流通を包括する交易を中心とする経済的要因であったり、さまざまな人的・自然的資源に
対するアクセスに関わる政治的要因が考えられるが、その根幹には人の移動と情報・物資の移
動が位置づけられるであろう。交易活動においても日常的消費材から奢侈的稀少財までさまざ
まな資源の生産・流通を可能にする人の移動が不可欠である。また、資源の流通に関与して、
特に稀少財への管理権を機能の一端とする政治権力もまた、人の移動を前提としている。
　こうした観点に立って、先文明期から文明期を俯瞰すると、①前 7000 年前後にさかのぼる
とされる西アジア型栽培植物と農耕技術の伝播、②それに続く農耕集落の成立と遠距離資源
の開発・利用（前 7000 ～前 4000 年頃）、③一定の地域範囲を包括する地域社会・文化の成立
と地域間交流の進展（前 4000 ～前 3000 年頃）、④地域間交流の活発化と拠点集落の成立（前
3000 ～前 2600 年頃）、そして⑤都市を拠点とする文明社会の成立（前 2600 年頃）という一連
の流れを看てとることができる（図 12）。ここで示した年代はあくまでも参考として挙げたも
のであり、各歴史事象の展開も決して一律ではなく、多様な軸に沿って多系的に進んだもので
あろうと考えられるが、議論を整理する上でのこととして理解していただきたい。
　この軸に沿ってみると、人の直接的移住かどうかの議論は別にして、人の移動とそれに伴う
地域間の交流がさまざまな空間レベルで生じていたであろうことがわかる。西アジア型栽培植
物と農耕技術の伝播にはイラン方面からの移住もしくは交流を介した情報・物資の伝播が想定
され、メヘルガル遺跡 I 期の埋葬址におけるラピスラズリ製装身具の出土はアフガニスタン北
部もしくは南部の産地との関係を物語る。その評価をどのように見積もるかは別にしても、こ
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の時期のバローチスターン高原における農耕集落が周辺地域と隔絶していたわけではないこと
を示す重要な証拠である。
　地域社会・文化の成立と地域間交流の進展に関しては、依然として資料の絶対的不足が否め
ないが、前 4 千年紀後半までにバローチスターン高原の各地に一定の地域空間に広がる社会・
文化が成立し、またイラン高原とつながる広域交流が存在したことは確実である。中央アジア、
イラン高原南東部、そしてバローチスターン高原をつなぐ文化交流ネットワークの存在は多く
の研究者によって指摘されてきたところである。物資・情報の移動は必然的に人の移動を前提
としており、この時期にバローチスターン高原と西方の間で特定の器物における共通性もしく
は類似性を生起させる人の移動と交流が行われていたことは確実であろう。
　インダス平原部に関しては、資料が不足するものの、バローチスターン高原との交流であっ
たり、平原部の河川沿いの交通路を介した交流が活発化し、地域社会・文化の成立が促進され
たとの想定は現有資料においても可能である。
　この時期のメヘルガル遺跡 IV 期やラフマーン・デーリ遺跡 I 期ではイラン系の意匠をもっ
た印章が出土しているが、印章の存在は地域間交流の拡大とその制度化を意味するものであろ
う。地域間交流の拡大によって人の移動と情報・物資の流通が増大すれば、当然その流れを管
理したり、あるいはより円滑化させようという動きが生じるであろう。印章はまさにそうした
交流関係の制度化に関わるものであり、都市文明化するウルク文化期のメソポタミアにつなが
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図12　インダス地域における文化編年
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るイラン高原の政治・経済的ネットワークに、その末端ながらバローチスターン高原も参画す
るようになったとするのが私見である。
　前 3 千年紀前葉はそうした西方との交流ネットワークがインダス平原内にも拡大するととも
に、その裏返しとしての地域内部の交流関係と地域統合が増進した時期である。コート・ディ
ジー式土器にしてもソーティ＝シースワール式土器にしてもそれぞれインダス川とガッガル川
を軸にする広域文化の存在を示しており、さらには同心円文印章による地域間交流の増進をも
みせている。また、コート・ディジー文化が北のヒマーラヤ山脈中に進出しようとしたことも
サラーイ・コーラー遺跡やブルザホーム遺跡の出土資料に窺われるところである。シンド地方
とバローチスターン高原中央部の関係も、前代にはつながっていなかった地域を統合しようと
した結果である。地域社会の拡大と地域間交流の進展は決して相反する事象ではなく、むしろ
一つの流れの表裏として相互に連動するものである。また、上述のコート・ディジー文化の北
方進出や同心円文印章の創出、さらにはこの時期における拠点集落の成立（ハラッパー遺跡 II
期、ラフマーン・デーリ遺跡 III 期、カーリーバンガン遺跡 I 期など）といった諸事象は、一
定度地域社会が政治的な動きをみせるようになったことを窺わせている。
　先に述べたように、初期ハラッパー文化期とインダス文明期の地域間交流・関係には一定の
断絶があって、その移行期をいかに理解するかが、文明社会の成立を考える上で鍵となる。た
だし、現象面でみると、文明社会は前代の地域社会・文化と地域間関係を基盤としながらも大
きく再編しており、そこに政治的な動きがあったであろうことは想像に難くない。それがいか
なる性質を帯びたものであったのかという問題は今後の研究課題である。
　以上、先文明期から文明期にかけての地域間交流の様相、さらには文明社会の成立過程との
関係を概観してきたが、今後の研究を見据えた上で少し別の角度から議論を整理しておきたい。
　地域間交流あるいは交流ネットワークといってもその内実は多様である。考古学の研究に大
きく依存するインダス文明研究においては、考古学がもつ諸々の条件に理解が制約されるのは
仕方のないところであり、結果として交流の実態に対する具体的な理解にも偏りが生じている。
その偏りをいかに補っていくかが課題であるが、考古学の成果から導き出される地域間交流の
様態を空間レベルとそれぞれの地域社会に対する関係をもとに大別すると次のような整理が可
能であろう。
  狭域ネットワーク：先文明期以来の地域社会・文化
  中域ネットワーク：インダス文明社会
  広域ネットワーク：インダス文明社会と西方との関係
　狭域ネットワークとは、より頻度の高い日常生活レベルでの人の移動であったり、それに伴
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う人間関係（婚姻・親族関係）、日常消費材の生産・流通などの累積によって築かれる地域社
会や文化伝統を意味する。特定の土器によって定義される考古文化はこのレベルに相当するも
のであろうが、それは共通の生活様式から要請される容器としての土器の一義的機能を満たす
ために村落単位あるいは複数の村落を包括するレベルでの生産・流通範囲に相当する。また、
土器職人間での交流関係の結果共有される製作技術であったり、あるいは消費者の嗜好の結果
として土器の形であったりあるいは装飾意匠が決定されるが、一定地域内での頻繁な交流関係
の結果、その地域の伝統として一定の製作技術・形態に基づく地域土器様式が成立することに
なる。もちろん、土器以外の資料に目を向ければ、一定の特徴をもった土器とは異なる範囲で
流通する器物や資源があっても不思議ではない。先に述べたように地域社会・文化の一つの資
料で画することは現実的ではなく、さまざまな器物・資源の流通範囲を重ねあわせて吟味して
いくことが必要である。地域土器様式として把握されるのは狭域ネットワークの一つである。
　中域ネットワークとしたのは、狭域ネットワーク間の関係によって形成されるもので、イン
ダス文明として私たちが呼んでいるのは、まさにこの中域レベルということになろう。当然、
狭域ネットワークとの関係でその範囲は異なってくる。インダス文明内部にも中域レベルに位
置づけるべきネットワークが存在した可能性があるが（例えばパンジャーブ地方西部とパンジ
ャーブ地方東部、あるいはシンド地方とグジャラート地方）、そうしたレベルのネットワーク
を別個のレベルとして確定するところまでは資料が十分でない。
　広域ネットワークとして位置づけたのは、ハラッパー式土器やインダス式印章の分布によっ
てインダス文明の範囲が確定されるとすれば、その範囲の外部とインダス文明社会との関係で
ある。メソポタミア、イラン高原、中央アジア、ペルシャ湾岸との関係がそれである。すなわち、
異なる中域ネットワークとの関係である。もちろん、現代の領域国家とは異なるであろうから
中域ネットワークの縁辺では隣接する中域ネットワークと重なりあうであろう。例えば、バロ
ーチスターン高原は、インダス・ネットワークとイラン・ネットワークの中間に位置し、両者
を結ぶ役割を果たしている。情勢に応じて隣接するネットワークのうちのどちらかに取り込ま
れる場合があろう。
　このように分けてみたのは、インダス文明社会が関係する空間範囲にさまざまなレベルがあ
り、それぞれのレベルでのネットワークがインダス文明社会に対して影響力をもっていると考
えられるためである。その影響力は多様であるが、いずれのレベルにおいてもネットワークの
変化はインダス文明社会に変化を生じさせると想定される。例えば、文明後半期にバローチス
ターン高原南部を中心に成立したクッリ文化は、それ自体は狭域ネットワークに属する地域社
会・文化であるが、イラン高原、中央アジア、ペルシャ湾岸に関わって広域ネットワークを形
成し、インダス文明社会にも影響を与えた可能性があるのは先に述べた通りである。
　逆に中域レベルに位置づけられるインダス文明社会が狭域・広域レベルのネットワークに影
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響を及ぼすこともあろう。例えば、文明前半期にインダス文明がアフガニスタン北部のショー
ルトゥガイ遺跡に進出したのは、ラピスラズリという当時の西南アジア世界で広く珍重される
資源を掌握するためであり、インダス文明社会が広域ネットワークに関わる上で重要な戦略的
資源であったと考えられる。ペルシャ湾岸からメソポタミア本土に進出したインダス系集団も
広域ネットワークに関わって活動した人々である。
　また、広域ネットワークの変化がインダス文明社会に影響を及ぼすのも事実である。前 2 千
年紀前半のアラビア海交易の衰退がインダス文明社会の広域交流に影響を及ぼしたことはよく
知られるところである。それがインダス文明社会の衰退とどのように連関しているかはまた別
であろうが、そのインパクトは決して小さなものではなかったであろう。
　また、ネットワークは陸、河川、海に設けられた交通路を介して行われたが、例えば地震に
よる陸路の閉鎖であったり、河川の洪水による交通路の遮断、季節風の変化による海上交通の
停止など、ネットワークに影響を及ぼす自然要因もさまざまである。それによってさまざまな
レベルでのネットワークの切断であったり改変が生じることは必然的である。
　狭域から広域までさまざまなネットワークが連鎖的・重層的に重なりあい、それが文明社会
の基盤の一つになっていたとすれば、ネットワークの変化は文明社会に対して対応を求めるこ
とになろう。ネットワークの一部を変えたり補うことで対応が可能な場合には大きな問題とは
ならないであろうが、ネットワークが復旧不可能なまでに打撃を受ける事態が生じたとすれば
結果的には文明社会の衰退をもたらすことになろう。
　文明末期かもしくは衰退直後には、かつてモヘンジョダロを中心として文明社会の核の一つ
をなしたシンド地方で遺跡数が激減するという。逆にパンジャーブ地方東部のガッガル平原で
はポスト文明期以降も遺跡数の減少はなく、逆に増加する傾向にある。前 2 千年紀末以降の彩
文灰色土器文化期にはその中心となっている。明らかにかつての文明期のネットワークが崩壊
し、新たなネットワークが形成されている状況を看てとることができる。ネットワークの変化
を引き起こした要因が何だったのか、それが実際にどのように旧来のネットワークを解体させ
新たなネットワークの形成へと向わせたのか。これらの問いに対しては、単に自然要因からの
直接的影響に帰するのではなく、人類社会がどのように自然・人為的要因に対応し、結果的に
旧来のネットワークと文明社会の仕組みを捨て、新たな地域社会の形成へと転じさせたのか、
そのプロセスを明らかにすることによって初めて何らかの答えを出すことができるであろう。
インダス文明研究の意義
　インダス文明社会が人類史の中でもつ意義をどのように位置づけるかという点について筆者
なりの展望を示して、本章を締めくくることとしたい。
　インダス文明が展開したのはインダス川流域を中心としてその東西の地域を含んだ地域空間
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である。先に先文明期に各地に成立した地域社会・文化の多様性を述べたが、それと同じよう
に自然環境もまた多様である。西の乾燥性気候から東の湿潤性気候へと移り変わっていくちょ
うどその境界付近に位置しており、地形、動植物相も多様性に富んでいる。こうした自然環境
の多様性からみれば、地域文化・社会の多様化も必然的といえる。生活の基盤を支える生業体
系の系統的な復元にはいまなお分析が十分でないが、ムギ・マメ類からなる冬作物とミレット
類を代表とする夏作物が各地の気候・地形・水利環境に応じて栽培・利用されていたことが明
らかにされている（Meadow 1996; Fuller and Madella 2002）。コメに関してはさらに分析事例が少
ないが、東のガンガー平原では文明期以前に栽培化されていた可能性もあり、文明後半期から
ポスト文明期には点在的ながらインダス地域にも広がっていくことが確認されている（Glover 
and Highem 1996）。
　ムギ・マメ類は西アジア起源の栽培植物である一方、イネは東のガンガー平原以東で栽培
化された植物である。メヘルガル遺跡の調査によって、南アジアにおける農耕の始まりも前
7000 年頃までさかのぼる可能性が高くなり、その伝播に関してイラン方面との関係が注目さ
れるが、イラン東部およびアフガニスタンにおける調査が十分でないことから、西アジア型栽
培植物の拡散経路には不明な点が多い。一方、イネに関してもインド、ウッタル・プラデーシ
ュ州所在のラフラーデーワー遺跡の調査によって、コメの利用が前 7000 年頃までさかのぼる
可能性が指摘されたが、野生種である可能性もあり、完全な栽培化のプロセスが資料によって
裏付けられているわけではない。
　このように今後検討を要する数多くの問題があるが、栽培植物ひとつをとってみても東西か
らの人の移動もしくは文化交流の接点がインダス地域であったことがわかる。インダス地域は
東西からの文化要素が流入する一方で、独自の文化・文明体系が育まれたところである。イン
ダス文明はまさにそうした東西とのつながりと地域内の社会・文化が相互に関係しあって誕生
した文明社会であると想定される。
　西方との関係についてみると、インダス地域は西南アジア世界の東縁を形成する地域といっ
てよいだろう。それは気候のみならず、さまざまな文化要素が西方からインダス地域に流れ込
んできたことによっても理解できる。先に記したように、先文明期のバローチスターン高原は
イラン世界の一部といってよい地域であった。バローチスターン高原に連なるインダス平原に
も高原部に比較すると断片的とはいえイラン系の文化要素が入り込んでいた。
　また、文明期にはインダス文明とアラビア半島、さらにはメソポタミア文明の間で交流関係
があったことが知られているが、それはアラビア海によってつながれた一つの交流圏の存在を
示している。のちの歴史時代においてもアラビア海はそれに面する各地をつなぐ役割を果たし
ていた。歴史的にみて環アラビア海世界と呼んでよいであろう。そうした世界の形成がインダ
ス文明期にさかのぼることは、この交流圏の歴史的重要性を物語っている。
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　このように西南アジア世界の一部としてインダス地域を位置づけると、インダス文明社会の
盛衰を考える上で、西方との関係がいかに重要か明らかになるだろう。文明社会の形成過程に
ついては、インダス地域内の自律的発展を強調する説と西方からの影響を強く見積もる説があ
るが、イラン世界や環アラビア海世界、さらにはインダス東方の世界など、さまざまな世界が
交錯するところにインダス文明社会が成立したことを念頭に置けば、成立と展開、さらには衰
退にかけての文明社会の変転にはさまざまな世界に発する要因が関わっているとみるべきであ
ろう。
　文明期もしくは先文明期における東方のガンガー平原やインド半島とインダス地域の関係は
まったくといってよいほど不明である。上述のラフラーデーワー遺跡で凍石製ビーズが出土す
るなど、インダス文明社会とガンガー平原の交流関係を示す資料も断片的に存在しているが、
不明な点が多い。インダス地域と東方地域との関係が重要性を帯びてくるのは文明社会の衰退
後、すなわちポスト文明期である。
　インダス文明社会の衰退要因には、洪水説や地殻変動説といった自然環境の変化を重視する
説と、疫病説や西方との交易の途絶説といった人為的要因を考える説などさまざまだが、その
衰退のプロセスも決して明らかになっているとはいえない現状では、要因の解明には程遠い状
況にある。現状で確認できるのは、上述のようにポスト文明期に遺跡の分布が東方のガッガル
平原やグジャラート地方に大きく偏り、既存の都市が段階的にせよ廃絶していく状況である。
　こうしたインダス文明社会の衰退は、エジプトやメソポタミアと比較したとき、興味深い歴
史事象として評価することができる。前 2 千年紀には西南アジア世界全体を覆って社会変動が
生じているが、完全に文明社会のシステムが途絶することになったのはインダス文明のみであ
る。したがって、インダス文明の研究によって古代文明社会が拠ってたつ基盤やその特質を明
らかにすることが期待される。どのような歴史的背景あるいは条件のもとで文明社会が成立し、
どういったときに文明社会が崩壊するのか、自然要因にせよ人為要因にせよ、広く人類史の視
点から重要な研究課題である。インダス文明社会の衰退はそうした文明衰退の一つの事例とし
て、他地域との比較研究にきわめて大きな意味をもつであろう。
　そのためには前節で述べたように、広狭さまざまなレベルからインダス文明社会の構成要素
とそれを取り巻く社会・文化的環境を明らかにし、それぞれが文明社会の盛衰にもたらした影
響を評価していくことが求められるであろう。さらには、のちの時代の歴史事象との比較によ
ってインダス文明そのものの理解のみならず、インダス文明期に形成された地域間関係やそれ
に拠ってたつ社会・文化的世界、生活技術伝統など、さまざまな歴史的地域特性がその後の時
代にどのように継承され、変化していったのか理解することは、南アジア世界におけるインダ
ス文明の意義をも明らかにすることにもつながるであろう。
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ジャンムー＝カシュミール州
Jammu-Kashmir
　この地域におけるインダス遺跡は数少ないもの
の、マーンダー遺跡における先文明期の黒色帯土
器様式を特徴とする文化層の存在およびシュリーナ
ガル盆地のブルザホーム遺跡におけるコート・ディ
ジー式土器の出土など、先文明期終末頃の平原部と
山間部の交流を示す資料は重要である。西のポト
ワール盆地におけるコート・ディジー文化の存在（サ
ラーイ・コラー遺跡）も含めて、コート・ディジー
文化の山間地域との関係を明らかにしていく必要が
あろう。おそらくは例えば木材といった山間地域の
資源の利用を目的としたものと推定される。
1　ブルザホーム遺跡　Burzahom
　この遺跡では発掘調査によって 4 期に及ぶ文化編
年が提示されている。I・II 期は新石器文化、III 期
は巨石文化、IV 期は初期歴史時代に属する。ここ
では I・II 期について紹介する。I 期は自然堆積層に
掘り込まれた円形・楕円形・矩形の竪穴式住居を特
徴とする。土器、磨製石器、石皿、骨角器が出土し
ている。II 期になると竪穴住居が埋没したあとに掘
立柱式の建物や日干煉瓦積建物がつくられる。人と
動物の埋葬が多数検出されている。狩猟の場面を描
いた線刻画を伴う板石、土器、石器、骨角器が出土
しているが、注目されるのはパンジャーブ平原方面
から搬入された可能性の高いコート・ディジー式土
器と、東アジアの石包丁に類似する収穫用石器であ
る。II 期の最上層では銅製石鏃が 1 点出土する。山
岳地帯と平原部の交流を示す重要な遺跡である。
【発掘調査機関】
T.N. Kazanchi (ASI)
【所在地】
Srinagar District
【緯度・経度】
34º10’N, 73º54’E (Ghosh 1989: 86)
【発掘調査年度】
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1960 (IAR 1960-61: 11), 1961 (IAR 1961-62: 17-21), 1962 
(IAR 1962-63: 9-10), 1964 (IAR 1964-65: 13), 1965 (IAR 
1965-66: 19), 1966 (IAR 1966-67: 16-17), 1968 (IAR 1968-
69: 10), 1971 (IAR 1971-72: 24), 1973 (IAR 1973-74: 15)
【参考文献】
（1）発掘報告書
（2）その他の参考文献
Sharma, A.K. (2000) Early Man in Jammu Kashmir & 
Ladakh. Agam Kala Prakashan, Delhi.
Pande, B.M. (2000) “Burzahom Beads”, in M. Taddei and 
G. de Marco (eds.) South Asian Archaeology 1997. IsIAO, 
Rome. pp.383-395.
2　マーンダー遺跡　Manda
　この遺跡では 3 期に及ぶ文化編年が提示されてい
る。I 期は IA 期と IB 期に細分され、前者ではハラッ
パー式土器と先文明期に系譜をもつ黒色帯土器が、
後者ではハラッパー系土器と灰色土器、彩文灰色土
器が伴出する。II期は初期歴史時代、III期はクシャー
ナ朝期に併行する。文明期からポスト文明期、さら
にその後の彩文灰色土器文化期への移行を考える上
で重要な遺跡である。
【発掘調査機関】
Jagat Pati Joshi (ASI)
【所在地】
Jammu District
【緯度・経度】
36º56’N, 74º48’E (Ghosh 1989: 275)
32º54’00”N, 74º48’00”E (Possehl 1999: 794)
※ Possehl の緯度が正確である。
【発掘調査年度】
1976 (IAR 1976-77: 19-23)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Joshi, J.P. (1993) Exacavations at Bhagwanpura 1975-
76 and Other Explorations & Excavations 1975-81 in 
Haryana, Jammu & Kashmir and Punjab. Memoirs of 
the Archaeological Survey of India no.89. Archaeological 
Survey of India, New Delhi.
Joshi, J.P. and M. Bala (1982) “Manda: A Harappan Site in 
Jammu and Kashmir”, in G.L. Possehl (ed.) Harappan 
Civilization. Oxford IBH and the American Institute of 
Indian Studies, New Delhi. pp. 185-195.
（2）その他の参考文献
パンジャーブ州
Punjab
　この地域では 18 ヶ所の遺跡の発掘調査が実施さ
れているが、報告書が刊行されている遺跡はなく、
文化編年も決して十分に明らかになっているとはい
えない状況にある。断片的に公表されている資料か
ら推測すると、先文明期には黒色帯土器様式が広が
り、文明期にはサトレージ川流域からガッガル川流
域にかけて広くハラッパー文化の要素が分布するよ
うになる。また、文明期にはバーラー式土器が在地
の土器様式として存在した可能性があり、ポスト文
明期へと続く。ただし、バーラー式土器の成立およ
び展開過程は明らかでなく、またハラッパー式土器
との関係も判然としない。後述のハリヤーナー州と
合わせて、パンジャーブ地方東部もしくがガッガル
平原における文化変遷の実態の把握が急務である。
3　バーラー遺跡　Bara
　サトレージ川流域に所在するこの遺跡は南北
550m、東西 300m を測る遺跡である。発掘調査の結
果、4m に及ぶ文化層は上・中・下層に細分される
が、一貫してバーラー式土器が出土する。中層にお
いてのみハラッパー式土器が伴う。このほか、土製・
ファイアンス製腕輪、土製・瑪瑙・紅玉髄製玉類、
板状土製品、動物土偶などが出土している。すでに
述べたように、パンジャーブ地方東部における在地
系の土器と目されるバーラー式土器の標式遺跡であ
バーラー遺跡　遠景
（撮影：上杉彰紀　Ⓒ上杉彰紀）
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るが、残念ながら報告書が刊行されておらず、バー
ラー式土器の実態が判然としない。
【発掘調査機関】
Y.D. Sharma (ASI)
【所在地】
Ludhiana District
【緯度・経度】
30º17’N, 76º47’E (Sharma 1982: 143)
30º54’N, 76º30’E (Possehl 1999: 735)
【発掘調査年度】
1955 (IAR 1954-55), 1971
【参考文献】
（1）発掘報告書
（2）その他の参考文献
Sharma, Y.D. (1982) “Harappan Complex on the Sutlej 
(India)”, in G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization. 
Oxford IBH and the American Institute of Indian Studies, 
New Delhi. pp.141-165.
4　ブダーン遺跡　Bhudan
　きわめて短文の説明しかなく詳細は不明である
が、IA 期：前期シースワール文化、IB 期：後期シー
スワール文化、IC 期：ポスト文明期（後期ハラッパー
文化）に細分される分可変年が設定されている。シー
スワール文化もしくはシースワール式土器の変遷お
よび編年をいかに位置づけるか、ガッガル平原の文
化編年の構築にきわめて重要なところであり、他の
遺跡も含めて詳細な報告が俟たれるところである。
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【発掘調査機関】
Suraj Bhan (Kurukshetra University)
【所在地】
Sangrur District
【緯度・経度】
30º12’N, 75º53’E (Ghosh 1989: 75)
30º31’00”N, 75º46’00”E (Possehl 1999: 740)
【発掘調査年度】
1975 (Suraj Bhan and Shaﬀer 1978)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
Suraj Bhan and J.M. Shaffer (1978) New Discoveries in 
Northern Haryana. Man and Environment 2: 59-68.
5　ブラース遺跡　Brass
　この遺跡では発掘調査によってポスト文明期から
中世にかけての文化編年が確認されている。それに
よれば、I 期：ポスト文明期（後期ハラッパー文化）、
II 期：彩文灰色土器文化期、III 期：クシャーナ朝期、
IV 期：中世である。ポスト文明期の文化層では遺
構は検出されていない。
【発掘調査機関】
K.K. Rishi and K.S. Sidhu (ASI and Punjab State Department 
of Archaeology)
【所在地】
Patiala District
【緯度・経度】
30º35’00”N, 76º32’00”E (Possehl 1999: 742)
【発掘調査年度】
1990 (IAR 1990-91: 59), 1991 (IAR 1991-92: 90-91), 1993 
(IAR 1993-94: 90-91), 1994 (IAR 1994-95: 26-27)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
6　ブルジュ遺跡　Burj
 　150×150m、比高差 3 ｍを測るこの遺跡では、発
掘調査によって、A・B2 時期からなる文化層序が確
認されている。出土した土器はソーティ＝シース
ワール式土器およびバーラー式土器に類似する土器
で、文明期前後の時期が推定されるが、短文での報
告のみで詳細は不明である。
【発掘調査機関】
Manmohan Kumar (Kurukshetra Univeristy)
【所在地】
Patiala District
【緯度・経度】
30º09’00”N, 76º29’00”E (Possehl 1999: 743)
【発掘調査年度】
1977 (Manmohan Kumar 1984)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Manmohan Kumar (1984) “A Note on the Excavation at 
Burj (1977), District Patiala”, in K.V. Ramesh, Agam 
Prasad and S.P. Tewari (eds.) Svasti Śri: Dr. B. Ch. Chhabra 
Felicitation Volume. Agam Kala Prakashan, Delhi. pp.319-
323.
（2）その他の参考文献
7　チャンディーガル遺跡　Chandigarh
　パンジャーブ州およびハリヤーナー州の州都であ
るチャンディーガルに所在するこの遺跡では、彩文
土器、高杯、ゴブレットなど、文明期の遺物が出土
している（IAR 1970-71）。土器片の中にはインダス
文字を刻んだ例も確認されている。あわせてソー
ティ＝シースワール式土器およびバーラー式土器に
類似する土器も出土している（IAR 1970-71）。1985
年度の市街地開発に伴う調査では、IA 期：文明期、
IB 期：ポスト文明期（バーラー文化）からなる文
化編年が層位的に確認されている（IAR 1985-86）。
【発掘調査機関】
N.C. Ghosh (ASI) and S.S. Talwar (Punjab State Department 
of Archaeology) in 1970-71
D.P. Rai (ASI) in 1985-86
【所在地】
Chandigarh
【緯度・経度】
30º40’N, 76º50’E (Sharma 1982: 157)
30º42’N, 76º54’E (Ghosh 1989: 94)
30º45’00”N, 76º47’00”E (Possehl 1999: 746)
【発掘調査年度】
1970 (IAR 1970-71: 7-8), 1985 (IAR 1985-86: 15)
【参考文献】
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（1）発掘報告書
（2）その他の参考文献
Pande, B.M. (1972-73) Inscribed Harappan potherds from 
Chandigarh. Purātattva 6: 52-55.
Sharma, Y.D. (1982) “Harappan Complex on the Sutlej 
(India)”, in G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization. 
Oxford IBH and the American Institute of Indian Studies, 
New Delhi. pp.141-165.
8　ダデーリー遺跡　Dadheri
　層厚 6m に及ぶ文化層は I 期と II 期に分けられ、I
期は A・B2 期に細分される。IA 期はポスト文明期
に相当し、粘土造建物と小屋状建物が検出されてい
る。銅製品やファイアンス製腕輪、動物土偶などが
出土している。IB 期にはポスト文明期のバーラー
式土器とともに彩文灰色土器が出土し、ポスト文明
期からその後の文化期への移行を示す。3 面の遺構
面が検出されており、下位の遺構面では平面半円
形の小屋状建物と祭祀遺構とされる楕円形焼土遺構
が、中位の遺構面では粘土造建物が、上位の遺構面
では焼成煉瓦積建物が検出されている。II 期は中世
期に相当する。
【発掘調査機関】
Jagat Pati Joshi (ASI)
【所在地】
Ludhiana District
【緯度・経度】
30º40’00”N, 76º19’00”E (Possehl 1999: 749)
【発掘調査年度】
1976 (IAR 1976-77: 43-44)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Joshi, J.P. (1993) Exacavations at Bhagwanpura 1975-
76 and Other Explorations & Excavations 1975-81 in 
Haryana, Jammu & Kashmir and Punjab. Memoirs of 
the Archaeological Survey of India no.89. Archaeological 
Survey of India, New Delhi.
（2）その他の参考文献
9　デール・マージュラー遺跡　Der Majra
　106×94m、比高差 4m を測るマウンドをもつこの
遺跡では、2 期からなる文化編年が明らかにされて
いる。I 期は文明期、II 期はポスト文明期に属する。
I 期には少なくとも遺跡の北側に盛土による周壁が
存在したことが確認されているが、II 期には廃絶す
る。II 期には、埋没した周壁上部が墓地として利用
されている。ファイアンス製品や土偶、チャート製
石刃・おもり、準貴石製玉類などが報告されている。
【発掘調査機関】
Olaf Prufer (Harvard University)
【所在地】
Rupnagar District
【緯度・経度】
31º03’N, 76º37’E (Ghosh 1989: 76)
31º02’00”N, 76º33’00”E (Possehl 1999: 754)
【発掘調査年度】
1953 (IAR 1953-54)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Prufer, Olaf H. (1952) Report on the Trial Excavation Carried 
Out at Khilokhiri. Jamia Milli Islamia Historical Research 
Foundation, Calcutta.
（2）その他の参考文献
10　ダレーワーン遺跡　Dhalewan
　パンジャーブ州南部に位置するこの遺跡では、発
掘調査の結果、3 時期に及ぶ遺跡編年が設定されて
いる（IAR 1999-2000; Madhu Bala  and Vishnu Kant 2000, 
2006）。I期は先文明期および文明期、II期はクシャー
ナ朝期、III 期はグプタ朝期以降に相当する。I 期は
A ～ C の 3 時期に細分されており、IA 期が先文明
期、IB・IC 期が文明期に相当する。カーリーバン
ガン遺跡およびバナーワリー遺跡に類似する土器群
が先文明期から文明期にかけて出土し、文明期には
ハラッパー式土器が加わるとされる。
【発掘調査機関】
Madhu Bala (ASI)
【所在地】
Mansa District
【経度・緯度】
30º02’00”N, 75º33’00”E (Possehl 1999: 753)
【発掘調査年度】
1999 (IAR 1999-2000: 125-127), 2000 (Bala and Vishnu 
Kant 2006)
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【参考文献】
（1）発掘報告書
Bala, Madhu and Vishnu Kant (2000) Dhalewan: An Early 
Harappan site in Punjab. Purātattva 30: 42-44.
Bala, Madhu and Vishnu Kant (2006) “Dhalewan: Early-
Mature Harappan excavated site in Punjab (India)”, in D.P. 
Sharma and M. Sharma (eds.) Early Harappan and Indus-
Sarasvati Civilization. Delhi Kaveri Book. pp. 207-209.
（2）その他の参考文献
11　カトパーローン遺跡　Katpalon
　層厚 5m の文化層をもつこの遺跡では I 期にバー
ラー式土器と彩文灰色土器の共存が確認されてい
る。II 期はクシャーナ朝併行期、III 期は中世期に
相当する。
【発掘調査機関】
Jagat Pati Joshi (ASI)
【所在地】
Jullundur District
【緯度・経度】
31º05’N, 75º52’E (Ghosh 1989: 210)
31º02’00”N, 75º51’00”E (Possehl 1999: 778)
【発掘調査年度】
1976 (IAR 1976-77: 42)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Joshi, J.P. (1993) Exacavations at Bhagwanpura 1975-
76 and Other Explorations & Excavations 1975-81 in 
Haryana, Jammu & Kashmir and Punjab. Memoirs of 
the Archaeological Survey of India no.89. Archaeological 
Survey of India, New Delhi.
（2）その他の参考文献
12　コートラー・ニハング・カーン遺跡　
Kotra Nihang Khan
　1929 年に M.S. Vats によってハラッパー文化の存在
が確認され、インダス文明が東方のサトレージ川流
域にまで広がっていたことが明らかにされた遺跡。
1955 年に再発掘が行われ、3 期に及ぶ文化編年が明
らかにされた。I 期が文明期で、ハラッパー式土器
のほか土製・ファイアンス・凍石・貝・準貴石など
の各種装身具、チャート製石刃・おもり、板状土製
品（terracotta cake）、銅製品などが出土している。また、
焼成煉瓦積建物や窯跡が検出されている。ここで注
目されるのは、少量ながらハラッパー式土器ととも
にバーラー式土器が出土していることである。外来
系のハラッパー式土器と在地系と目されるバーラー
式土器の関係はこの地域の文化変遷を考える上で重
要である。II 期はクシャーナ朝期、III 期は中世期
である。
【発掘調査機関】
M.S. Vats (ASI) in 1929-30
Y.D. Sharma (ASI) in 1955
【所在地】
Rupnagar District
【緯度・経度】
30º57’N, 76º32’E (Ghosh 1989: 237)
30º56’00”N, 76º34’00”E (Possehl 1999: 785)
【発掘調査年度】
1929 (Vats 1929-30: 131-2), 1955 (Sharma 1982)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Vats, M.S. (1935) Kotla Nihang. Annual Report of the 
Archaeological Survey of India 1929-30: 131-2.
（2）その他の参考文献
Sharma, Y.D. (1982) “Harappan Complex on the Sutlej 
(India)”, in G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization. 
Oxford IBH and the American Institute of Indian Studies, 
New Delhi. pp.141-165.
Sharma, Y.D. (1982) The Pre-Harappans in Punjab. Purātattva 
11: 34-38.
コートラー・ニハング・カーン遺跡　平面図
（Sharma 1982 より）
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13　マホーラーナー遺跡　Mahorana
　ガッガル川流域に所在するこの遺跡では、発掘調
査の結果、厚さ 3.10m に及ぶ文化層が確認され、先
文明期から文明期もしくはポスト文明期にかけての
文化層序が確認されている。最下層ではカーリーバ
ンガン遺跡出土土器に同形の土器群が出土し、上層
に向って次第にバーラー式土器が増加するという。
このことはバーラー式土器が文明期には出現してい
た可能性を示している。正式報告書は刊行されてい
ないが、バーラー式土器の成立過程とその年代を考
える上で重要な遺跡である。
【発掘調査機関】
Y.D. Sharma (Punjab Department of Archaeology)
【所在地】
Sangrur District
【緯度・経度】
30º28’N, 75º50’E
30º29’00”N, 75º57’00”E (Possehl 1999: 792)
【発掘調査年度】
1982 (Sharma 1987)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Sharma, Y.D. (1987) “Fresh light on the Bara culture from 
Mahorana”, in B.M. Pande and B.D. Chattopadhyay (eds.) 
Archaeology and History: Essays in memory of A. Ghosh. 
Agam Kala Prakashan, Delhi. pp. 157-176. 
（2）その他の参考文献
Bala, M. (1992) Archaeology of Punjab. Agam Kala Prakashan, 
Delhi.
14　ナーガル遺跡　Nagar
　3 期からなる文化編年が確認されているが、I 期
はバーラー式土器と彩文灰色土器が伴出する。平面
半円形の小屋状建物と祭祀遺構に推定される楕円形
焼土遺構 2 基が検出されている。銅製品、骨製尖頭
器、動物土偶などが報告されている。II期はクシャー
ナ朝併行期、III 期は中世期に相当する。
【発掘調査機関】
Jagat Pati Joshi (ASI)
【所在地】
Jullundur District
【緯度・経度】
31º02’00”N, 75º50’00”E (Possehl 1999: 799-800)
【発掘調査年度】
1976 (IAR 1976-77: 42)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Joshi, J.P. (1993) Exacavations at Bhagwanpura 1975-
76 and Other Explorations & Excavations 1975-81 in 
Haryana, Jammu & Kashmir and Punjab. Memoirs of 
the Archaeological Survey of India no.89. Archaeological 
Survey of India, New Delhi.
（2）その他の参考文献
15　ラージャー・シルカップ遺跡　Raja Sirkap
　ハラッパー式土器、三角形板状土製品、凍石製玉
類が報告されている（IAR 1958-59: 73）。きわめて短
い報告しかなく、発掘によるものか踏査によるもの
か判然としない。
【発掘調査機関】
R.P. Das
【所在地】
Bhatinda District
【緯度・経度】
30º39’N, 74º46’E (Possehl 1999: 812)
【発掘調査年度】
1958 (IAR 1958-59)
【参考文献】
（1）発掘報告書
（2）その他の参考文献
Sharma, Y.D. (1982) “Harappan Complex on the Sutlej 
(India)”, in G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization. 
Oxford IBH and the American Institute of Indian Studies, 
New Delhi. pp.141-165.
16　ローヒラー遺跡　Rohira
　厚さ 6m を測る文化層をもつこの遺跡では試掘調
査の結果、IA 期：先文明期、IB 期：文明期、IC 期：
ポスト文明期（バーラー文化）、II 期：初期歴史時
代（黒色スリップ土器、前 1 千年紀前半か）、III 期
サカ＝クシャーナ朝期、IV 期：中世期（ラージプー
ト期）からなる文化層が確認されている。
【発掘調査機関】
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G.B. Sharma (Punjab Department of Archaeology)
【所在地】
Sangrur District
【緯度・経度】
30º38’00”N, 75º50’00”E (Possehl 1999: 816)
【発掘調査年度】
1982 (IAR 1982-83: 65-66)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Sharma, G.B. and Manmohan Kumar (1981) Excavation at 
Rohira. Purātattva 12:157-158.
（2）その他の参考文献
17　ローパル遺跡　Ropar
　遺跡は北・南・西の 3 つのマウンドから構成され、
そのうち北マウンドと西マウンドで発掘調査が行わ
れている。I 期は A・B2 つの時期に細分され、IA 期
には先文明期のシースワール B 式土器が主体的に出
土し、IB 期にはハラッパー文化の要素とバーラー
式土器が混在する。ハラッパー文化の要素としては
ハラッパー式土器のほかに、各種銅製品、凍石製印
章、封泥、チャート製おもり、板状土製品、ファイ
アンス製装身具、牛車形土製品などが報告されてい
る。西マウンドでは伸展葬土壙墓が検出されており、
ハラッパー式土器やファイアンス・銅製装身具が出
土している。パンジャーブ地方東部では学史的にも
研究の上でもきわめて重要な遺跡であるが、正式報
告書は刊行されていない。
【発掘調査機関】
Y.D. Sharma (ASI)
【所在地】
Ambala District
【緯度・経度】
30º58’N, 76º32’E Sharma (1982: 151); Ghosh (1989: 377)
30º58’00”N, 76º32’00”E (Possehl 1999: 816)
【発掘調査年度】
1953 (IAR 1953-54: 6-7), 1954 (IAR 1954-55: 9)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Sharma, Y.D. (1955-56) Past Patterns in Living as Unfolded 
by Excavations at Rupar. Lalit Kala 1-2: 121-129.
Sharma, Y.D. (2001) Harappan remains at Ropar. Purātattva 
31: 39-42.
（2）その他の参考文献
Sharma, Y.D.(1953) Exploration of Historical Sites. Ancient 
India 9: 116-169.
Sharma, Y.D. (1982) “Harappan Complex on the Sutlej 
(India)”, in G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization. 
Oxford IBH and the American Institute of Indian Studies, 
New Delhi. pp.141-165.
Sharma, Y.D. (1982) The Pre-Harappans in Punjab. Purātattva 
11: 34-38.
18　サンゴール遺跡　Sanghol
　面積 300㎡、高さ 25m に及ぶマウンドをもつこの
遺跡では、4 ヶ所で発掘調査が行われ、うち SGL-2
区において 8 期からなる文化編年が確認されてい
る。I 期が文明期からポスト文明期に相当し、バー
ラー式土器が主体的に出土する。中層では H 墓地
式土器に類似する土器も出土している。このほか、
銅器や瑪瑙・ファイアンス・凍石製装身具類、板状
土製品などが出土している。遺構では粘土造建物と
日干煉瓦積建物が検出されている。II 期は彩文灰色
土器段階、III・IV 期は後期北方黒色磨研土器段階、
V期はクシャーナ朝併行期、VI期はグプタ朝併行期、
ローパル遺跡　遠景
（撮影：上杉彰紀　Ⓒ上杉彰紀）
ローパル遺跡　平面図
（Sharma 1982）
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VII 期は中世期、VIII 期はムガル朝併行期に相当す
る。
【発掘調査機関】
Punjab Department of Archaeology
【所在地】
Ludhiana District
【緯度・経度】
30º45’N, 76º20’E (Sharma 1982: 154)
30º48’N, 76º12’E (Ghosh 1989: 390)
30º47’00”N, 76º24’00”E (Possehl 1999: 813)
【発掘調査年度】
1968 (IAR 1968-69: 25-6), 1969 (IAR 1969-70: 31-32), 1970 
(IAR 1970-71: 30-31), 1971 (IAR 1971-72: 39, 41), 1972 
(IAR 1972-73: 28), 1977 (IAR 1977-78: 43-44), 1980 (IAR 
1980-81: 46), 1984 (IAR 1984-85: 62, 64), 1985 (IAR 1985-
86: 67-69), 1986 (IAR 1986-87: 69-71), 1987 (IAR 1987-88: 
95-99), 1988 (IAR 1988-89: 69-73), 1989 (IAR 1989-90: 88-
94)
【参考文献】
（1）発掘報告書
（2）その他の参考文献
Sharma, Y.D. (1982) “Harappan Complex on the Sutlej 
(India)”, in G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization. 
Oxford IBH and the American Institute of Indian Studies, 
New Delhi. pp.141-165.
19　サーラングプル遺跡　Sarangapur
　（Sharma 1982）に Suraj Bhan が小規模な発掘調査を
実施し、シースワール B式土器が出土したと記すが、
その記述の原典である（Suraj Bhan 1967）を入手す
ることができず、原典に報告された内容を確認する
ことはできなかった。
【発掘調査機関】
Suraj Bhan (Kurukshetra University)
【所在地】
Rupnagar District
【緯度・経度】
30º46’00”N, 76º48’00”E (Possehl 1999: 819)
【発掘調査年度】
1966 (Suraj Bhan 1967)
【参考文献】
（1）発掘報告書
（2）その他の参考文献
Suraj Bhan (1967) New Light on the Ochre Coloured Ware 
Culture. Research Bulletin (Arts) Punjab University 57(3): 
1-9.
Sharma, Y.D. (1982) “Harappan Complex on the Sutle j 
(India)”, in G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization. 
Oxford IBH and the American Institute of Indian Studies, 
New Delhi. pp.141-165.
20　スネート遺跡　Sunet
　発掘調査の結果、I 期：ポスト文明期（後期ハラッ
パー文化期）、II 期：彩文灰色土器文化期、III 期：
黒色スリップ土器・灰色土器文化期、IV 期：シュ
ンガ・クシャーナ朝期、V 期グプタ朝期、VI 期：中
世前期のに及ぶ文化層が確認されている。I 期には
バーラー式土器が出土するという。
【発掘調査機関】
Punjab Department of Archaeology
【所在地】
Ludhiana District
【緯度・経度】
30º50’00”N, 75º50’00”E (Possehl 1999: 826)
【発掘調査年度】
1983 (IAR 1983-84: 67-69)
【参考文献】
（1）発掘報告書
（2）その他の参考文献
サンゴール遺跡　遠景
（撮影：上杉彰紀　Ⓒ上杉彰紀）
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ハリヤーナー州
Haryana
　14 遺跡の調査が行われているものの、パンジャー
ブ州同様に報告書が刊行された遺跡はきわめて少な
い。パンジャーブ州からハリヤーナー州、そしてラー
ジャスターン州を流下するガッガル川およびその支
流には先文明期以降、多数の遺跡が分布しているが
（Manmohan Kumar 2009）、文化変遷の実態が十分に
把握されていない現在、この地域の歴史的意義を問
うこともままならない。先文明期には西のチョーリ
スターン地方との関係が示唆される「ハークラー文
化」とそれに後続すると考えられるソーティ＝シー
スワール文化が展開し、文明期にはハラッパー文化
の要素が流入する。文明期の最大級の遺跡の一つに
数えられるラーキー・ガリー遺跡の文化内容と形成
過程が明らかになれば、この地域の文化変遷の実態
の理解により近づくことができるであろう。ポスト
文明期にはバーラー式土器とミタータル IIB 期式土
器が、東の赭色土器と関係しながら分布している。
また、埋蔵銅器文化との関係も重要である。前 2 千
年紀後半には彩文灰色土器が出現するが、ポスト文
明期の土器様式との関係は依然として重要な研究課
題である。
21　バールー遺跡　Balu
　210×180m、高さ 4.5m を測るマウンドでは、A ～
C 期に分かれる文化層が確認されている。A 期は先
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インダス文明期、B 期はインダス文明期、C 期はポ
スト・インダス文明期（バーラー式土器およびミ
タータル IIB 期式土器に類似）に属する。B・C 期
には日干煉瓦積建物遺構が検出されている。B 期に
属するとされる日干煉瓦積周壁の存在は注目され
る（IAR 1983-84, 1984-85, 1985-86, 1986-87）。ハリヤー
ナー州域でも重要な遺跡の一つであるが、報告書は
刊行されていない。
【発掘調査機関】
U.V. Singh and Suraj Bhan (Kurukshetra University)
【所在地】
Jind District
【緯度・経度】
29º40’15”N, 76º23’16”E for Balu one (Possehl 1999: 735)
29º41’15”N, 76º23’16”E for Balu two (Possehl 1999: 735)
【発掘調査年度】
1978 (IAR 1978-79: 69), 1979 (IAR 1979-80: 31-2), 1983 
(IAR 1983-4: 28-9), 1984 (IAR 1984-85: 20-22), 1985 (IAR 
1985-86: 29-30), 1986 (IAR 1986-87: 34), 1992 (IAR 1992-
93: 34-36), 1994 (IAR 1994-95: 27-28)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Singh, U.V. and Suraj Bhan (1982) “A note on the excavation 
at Balu, district Jind (Haryana)”, R.K. Sharma (ed.) Indian 
Archaeology: New Perspectives. Agam Kala Prakashan, 
Delhi. pp. 124-126.
Kesarwani, A. (2001) Balu: A fortified rural settlement in 
Haryana. Purātattva 31: 140-152.
Kesarwani, A. (2002) Excavation at Balu (Distt. Kaithal - 
Haryana). Kurukshetra University, Kurukshetra.
（2）その他の参考文献
Saraswat, K.S. and A.K. Pokharia (2002) Harappan plant 
economy at ancient Balu, Haryana. Prãgdharã 12: 153-
172.
22　バナーワリー遺跡　Banawali
　南北 400m、東西 400m、高さ 10m を測るマウン
ドを有する。発掘調査によって大別 3 期に及ぶ文化
編年が確認されている。I 期は先文明期に相当し、
ソーティ式土器あるいはカーリーバンガン遺跡 I 期
の土器に類似する黒色帯土器・彩文土器が出土して
いる。焼成煉瓦積建物が検出されている。II 期は文
明期に相当し、周壁によって囲まれた都市的様相を
帯びる。周壁は厚さ 6m、遺存高 4.50m を測る。周
壁内部はさらに南部中央を占める区画とその北側に
広がる区画に大別され、前者がいわゆる城塞部で、
後者が市街地と考えられている。モヘンジョダロ遺
跡やハラッパー遺跡、あるいはカーリーバンガン遺
跡に代表される東西分離型の平面配置とは異なる一
体型の構成である。市街地に設定された発掘区では
日干煉瓦積建物が検出されている。ハラッパー式土
器とともに I 期に共通する在地系土器が伴出する。
インダス式印章のほか、各種準貴石製の装身具やお
もり、動物土偶などが出土している。III 期になる
と周壁は廃絶し、バーラー式土器が主体となる。パ
ンジャーブ地方東部で広範囲に発掘調査が行われた
数少ない遺跡の一つで、在地系文化とハラッパー文
化の関係を考える上で重要な遺跡であるが、報告書
は未刊である。出土したインダス式印章の一部は
（Joshi and Parpola 1987）に掲載されている。
【発掘調査機関】
R.S. Bisht (Haryana Department of Archaeolog y and 
Museums from 1973-74 to 1976-77 and ASI from 1983-84 to 
1987-88)
【所在地】
Hisar District
【緯度・経度】
29º31’N, 75º30’E (Ghosh 1989: 45)
29º36’25”N, 75º23’55”E (Possehl 1999: 735)
29º35’51.2”N, 75º23’34.1”E (GPS)
【発掘調査年度】
1973, 1974, 1975, 1976, 1983 (IAR 1983-84: 24-28), 1986 
(IAR 1986-87: 32-34), 1987 (IAR 1987-88: 21-27)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Bisht, R.S. (1977) Banawali: A Look Back into the Pre-Indus 
バールー遺跡
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バナーワリー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
バナーワリー遺跡
（IAR 1987-88 より）
and Indus Civilization. Haryana Government, Chandigarh.
Bisht, R.S. (1982) “Excavations at Banawali, 1974-77”, in 
Gregory L. Possehl (ed.) Harappan Civilization. Oxford & 
IBH, Delhi. pp. 113-124.
Bisht, R.S. and S. Asthana (1979) “Banawali and Some Other 
Recently Excavated Harappan Sites in India”, in M. Taddei 
(ed.) South Asian Archaeology 1977. Istituto Universitario 
Orientale, Naples. pp. 225-240.
（2）その他の参考文献
Bisht, R.S. (1984) “Structural remains and town-planning of 
Banawali”, in B.B. Lal and S.P. Gupta (eds.) Frontiers of the 
Indus Civilization. Books & Books, Delhi. pp. 89-97.
Bisht, R.S. (1987) “Further excavation at Banawali, 1983-
84 ”, in B.M. Pande and B.D. Chattopadhyaya (eds.) 
Archaeology and History: Essays in Memory of Sh. A. Ghosh. 
Agam Kala Prakashan, Delhi. pp. 135-156.
Bisht, R.S. (1999a)  Dholavira and Banawali: Two different 
paradigms of the Harappan urbis forma. Purātattva 29: 14-
37.
23　バグワーンプラ遺跡　Bhagawanpura
　この遺跡は層厚 2.7m の文化層をもち、IA 期と IB
期に大別される。IA 期はポスト文明期に属し、粘
土造基壇が検出されている。土器はバーラー式土器
に類似し、彩文土器と刻線文土器を含む。IB 期に
はバーラー式土器と彩文灰色土器が伴出する。3 面
の遺構面が検出されているが、下位の遺構面では円
形もしくは半円形の小屋状建物が、中位の遺構面で
は 13 室の部屋空間をもつ粘土造建物が、上位の遺
構面では焼成煉瓦積建物が検出されている。パン
ジャーブ地方東部における後期ハラッパー文化と彩
文灰色土器の共存、すなわちポスト文明期から続く
時期の文化期への移行を示す重要な遺跡で、唯一正
式報告書が刊行されている。ポスト文明期の土器様
相を知る上でも重要である。
【発掘調査機関】
Jagat Pati Joshi (ASI)
バグワーンプラ遺跡
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【所在地】
Karnal District
【緯度・経度】
30º04’N, 76º57’E (Ghosh 1989:64)
30º04’00”N, 76º57’00”E (Possehl 1999: 738)
【発掘調査年度】
1975 (IAR 1975-6: 16-17)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Joshi, J.P. (1993) Exacavations at Bhagwanpura 1975-
76 and Other Explorations & Excavations 1975-81 in 
Haryana, Jammu & Kashmir and Punjab. Memoirs of 
the Archaeological Survey of India no.89. Archaeological 
Survey of India, New Delhi.
Joshi, J.P. (1978) Interlocking of Late Harappan Culture and 
PGW Culture in the Light of Recent Excavations. Man 
and Environment 2: 98-101.
Joshi, J.P. (1978) A Note on the Excavation at Bhagwanpura. 
Purātattva 8: 178-180.
Joshi, J.P. (2004) “Bhagwanpura: A Late Harappan Site in 
Haryana”, in Dilip K. Chakrabarti (ed.) Indus Civilization 
Sites in India: New Discoveries. Marg Publications, 
Mumbai. pp.44-51.
（2）その他の参考文献
24　ビッラーナー遺跡　Bhirrana
　南北 150m、東西 190m を測るマウンドを有する
この遺跡では 3 ヶ年に及ぶ発掘調査が実施され、大
別 2 時期、細別 4 期からなる文化編年が提示され
ている。IA 期はチョーリスターン地方の出土土器
（Mughal 1997）との類似性からハークラー文化期と
呼ばれる。この時期には竪穴式住居と推定される
直径約 2 ～ 3.5m の大形土坑が複数検出されている。
これらの大形土坑の側面と床面には粘土が張られ、
動物骨や土器片が出土する例や銅精錬に用いられた
と考えられる坩堝が出土した例がある。柱穴は確認
されていないが、土坑内から葦圧痕のある粘土塊が
出土しており、木組藁葺による上部構造が推定さ
れている。IB 期になると日干煉瓦積建物が出現し、
カーリーバンガン遺跡 I 期に類似する土器群が出土
する。同心円文を刻んだ花弁形印章が 1 点報告され
ている。IIA 期は「盛期ハラッパー文化前半期（Early 
Mature Harappan）」とされ、集落は日干煉瓦積の周
壁によって全体を囲まれ、その内部はさらに城塞部
と市街地へと区画される。IIB 期は「盛期ハラッパー
文化期（Maure Harappan）」と呼ばれ、IIA 期とは若
干異なる主軸方向に従って周壁が築かれる。この時
期においても日干煉瓦が主体的で、周壁の内部で
は街路と組み合わせた煉瓦積建物群が検出されてい
る。さまざまな遺物が出土しているが、中でも 10
点のインダス式印章が注目される。
　マウンド全体に発掘区が設定され、広範囲に及ぶ
発掘調査が行われた遺跡であり、各時期の遺構・遺
物とともにその変遷過程はパンジャーブ平原東部の
文化変遷を考える上で多くの情報を提供することに
なろう。
【発掘調査機関】
L.S. Rao (ASI)
【所在地】
Fatehabad District
【緯度・経度】
29º33’N, 75º33’E (Lao 2004: 20)
29º33’01.3”N, 75º32’57.2”E (GPS)
【発掘調査年度】
2003 (Rao et al. 2004), 2004 (Rao et al. 2005), 2005 (Rao et 
al. 2006)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Rao, L.S., Nandini B. Sahu, Prabhash Sahu, U.A. Shatry and 
Samir Diwan (2004) Unearthing Harappan settlement at 
Bhirrana (2003-04). Purātattva 34: 20-24.
Rao, L.S., Nandini B. Sahu, Samir Diwan, Prabhash Sahu 
and U.A. Shatry (2005) New light on the Excavation of 
Harappan settlement at Bhirrana. Purātattva 35: 60-68.
Rao, L.S., Nandini B. Sahu, U.A. Shatry, Prabhash Sahu 
and Samir Diwan (2006) Bhirrana Excavation: 2005-06. 
ビッラーナー遺跡
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Purātattva 36: 45-49.
（2）その他の参考文献
Rao, L.S. (2005) Stylised terracotta animal head with horns 
from Bhirrana: identiﬁcation and Signiﬁcance. Purātattva 
35: 69-75.
Rao, L.S. (2006a) The Harappan spoked wheels rattled down 
the streets of Bhirrana, District Fatehabad, Haryana. 
Purātattva 36: 59-67.
Rao, L.S. (2006b) Settlement pattern of the predecessors 
of the Early Harappan at Bhirrana, District Fatehabad, 
Haryana. Man and Environment 31(2): 33-42.
25　ダウラトプル遺跡　Daulatpur
　層厚 6m の文化層は 3 期に大別される。I 期はポ
スト文明期に相当し、掘っ立て柱式建物の存在を示
す柱穴群、日干・焼成煉瓦積建物、円形・楕円形焼
土遺構などが検出されている。焼土遺構からは土器
片と動物骨が出土している。土器は先ハラッパー文
化系統の在地系土器、ハラッパー系土器、H 墓地系
土器が出土しており、全般的にバーラー式土器との
関係を示す。彩文土器のほか刻線文土器を含む。こ
のほか銅器、骨器、各種装身具、板状土製品が出土
している。II 期は彩文灰色土器段階、III 期は初期
歴史時代に相当する。
【発掘調査機関】
U.V. Singh and Suraj Bhan (Kurukshetra University) in 1968-
69
U.V. Singh in 1976-78
【所在地】
Karnal District
【緯度・経度】
29º57’N, 76º56’E (Ghosh 1989: 117)
29º57’00”N, 76º57’00”E (Possehl 1999: 805)
【発掘調査年度】
1968-69 (IAR 1968-69: 8-9), 1976-77 (IAR 1976-77: 19), 
1977-78 (IAR 1977-78: 23)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
26　ジョーグナーケーラー遺跡　Jognakhera
　発掘調査の結果、2 期からなる文化編年が設定
さ れ て い る（Acharya and Dahiya no date; Malik et al. 
2007）。I 期はポスト文明期（バーラー文化期）、II
期は彩文灰色土器文化期である。I 期に関しては土
器焼成窯が、II 期には集落を囲遶すると推定される
壕が検出されている。
【発掘調査機関】
M. Acharya, D.S. Malik, R .S. Dahiya (Department of 
Arcaeology and Museum, Haryana)
【所在地】
Kurukshetra District
【緯度・経度】
29º59’ N, 76º48’ E (Malik et al. 2007: 85)
【発掘調査年度】
2003
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Acharya ,  M. and R .S.  Dahiya (no date) Jognakhera , 
Kurukshetra (Excavations under Sarasvati Heritage Project). 
Director, Archaeology and Museum, Haryana, Panchkula.
D.S. Malik, M. Acharya and R.S. Dahiya (2007) “A Brief 
Note on the Excavation at Jognakhera (Kurukshetra)”, in 
S.P. Shukla, R.S. Bisht, M.P. Joshi and Prashant Srivastava 
(eds.) History and Heritage (In Honour of Prof. Kiran 
Kumar Thaplyal). Agam Kala Prakashan, Delhi. pp.85-90.
（2）その他の参考文献
27　カーラーヤト遺跡　Kalayat
　発掘調査の報告である（Phogat 1970）を入手する
ジョーグナーケーラー遺跡
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ことができなかったため不明な点が多いが、1966
年度に遺跡が発見された際には先文明期および文明
期の土器のほか、彩文灰色土器、北方黒色磨研土器
が採集されている（IAR 1966-67）。
【発掘調査機関】
Silak Ram Phogat (Kurukshetra University)
【所在地】
Jind District
【緯度・経度】
【発掘調査年度】
1969 (Phogat 1970: 137- 40)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Phogat, S.R . (1970) Archaeological remains at Kalayat. 
Kurukshetra University Research Journal (Arts and 
Humanity) 4: 137-140.
（2）その他の参考文献
28　カトーリー遺跡　Khatoli
　35×35m の小規模な遺跡で、試掘調査の結果、ポ
スト文明期の遺跡であることが確認されている
（Sharma 1982）。赤色土器および灰色土器からなるポ
スト文明期（出土土器の実測図によれば、ミタータ
ル IIB 期の土器およびバーラー式土器の要素が認め
られる）に加えて、白色彩文黒縁赤色土器が出土し
ているとのことで、ラージャスターン地方からの影
響関係が示唆されている。
【発掘調査機関】
R.P. Sharma (ASI)
【所在地】
Mahendragar
【緯度・経度】
28º05’00”N, 76º15’00”E (Sharma 1982)
【発掘調査年度】
1978 (Sharma 1982)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Sharma, R.P. (1982) Khatoli: A protohistoric site in Haryana. 
Purātattva 11: 178-180.
（2）その他の参考文献
29　クナール遺跡　Kunal
　1.2ha 前後の小規模な遺跡であるが、発掘調査の
結果パンジャーブ地方東部の先文明期の様相を理
解する上で重要な情報が得られている（Khatri and 
Acharya 1995; Acharya 2008）。先文明期に属する I 期
は a ～ c 期に細分されている。Ia 期はパキスタンの
チョーリスターン地方の土器との類似性をもとに
ハークラー式土器と命名された土器群を特徴とす
る。胴部上半から口縁部にかけて広く暗茶褐色系の
顔料で塗りつぶした土器、櫛状工具による波状平行
沈線文を施す土器、単純な幾何学文や動植物文を単
色顔料で描く土器などがある。遺構の点では直径
2m 前後、深さ 1m 前後の竪穴住居と推定される大
形土坑を特徴とする。Ib 期にも竪穴住居状の遺構
が存続するが、壁面に日干煉瓦を積むなどの変化が
みられる。土器においては、黒色と白色の顔料を併
用した二色彩文土器が主体となり、獣角文やピーパ
ル文など先文明期終末期を特徴づける要素が出現す
る。また、カーリーバンガン遺跡 I 期との共通性も
明瞭となることが指摘されている。Ic 期は先文明期
から文明期への移行期とされ、日干煉瓦を用いた平
面方形・矩形の建物へと変化する。一括で出土した
金・銀製装身具や幾何学文を刻んだ凍石製印章など
が注目される。
　インド領内に広がるパンジャーブ地方東部での
調査は、古くはカーリーバンガン遺跡やバナーワ
リー遺跡にさかのぼるが、クナール遺跡の調査以
降、この地域における先文明期から文明期にかけて
の発掘調査が活発となった。特に、21 世紀に入っ
てからインド政府考古局によって実施されたサラス
ヴァティー文化遺産プロジェクト（Sarasvati Heritage 
Project）によって、サラスヴァティー川に比定され
クナール遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
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るガッガル川流域の多くの遺跡の調査が進められ、
クナール遺跡の調査成果を傍証する成果が得られて
いる。
【発掘調査機関】
J.S. Khatri (Department of Archaeology and Museums, 
Government of Haryana)
【所在地】
Hisar District
【緯度・経度】
29º30’N, 75º41’E (Khatri and Acharya 1995: 84)
29º37’35”N, 75º39’30”E (Possehl 1999: 786)
29º37’15.6”N, 75º39’30.5”E (GPS)
【発掘調査年度】
1985 (IAR 1985-86: 23-25), 1991 (IAR 1991-92: 37-39), 
1993 (IAR 1993-94: 47-51), 1994 (IAR 1994-95: 26-27), 
1995 (IAR 1995-96: 24), 1998 (IAR 1998-99: 11-12)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Khatri, J.S. and M. Acharya (1995) Kunal: A new Indus-
Saraswati site. Purātattva 25: 84-85
（2）その他の参考文献
Sharma, Shubh Kiran (1995) Scientiﬁc studies of Kunal site, 
District Hissar, Haryana. Purātattva 25: 86-87.
Gupta, S.P. (1996) The Indus-Saraswati Civilization: Origins, 
Problems and Issues. Pratibha Prakashan, Delhi.
30　ミルザープル遺跡　Mirzapur
　この遺跡ではポスト文明期と初期歴史時代、そし
てムガル朝併行期の遺構・遺物が確認されている。
ポスト文明期の文化層は厚さ 1.0 ～ 1.5m を測り、3
面の遺構面を伴う日干煉瓦積建物が検出されてい
る。出土土器はバーラー式土器に属し、ほかに石器、
各種準貴石製玉類、板状土製品、動物土偶などが報
告されている。
【発掘調査機関】
U.V. Singh and Suraj Bhan (Kurukshetra University)
【所在地】
Kurukshetra District
【緯度・経度】
29º58’N, 76º49’E (Ghosh 1989: 289)
29º58’00”N, 76º48’00”E (Possehl 1999: 797)
【発掘調査年度】
1975 (IAR 1975-76: 18)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Singh, U.V. (1977) “Late Harappan culture as revealed by 
the excavations at Mirzapur and Daulatpur” District 
Kurukshetra (Haryana)”, in B.B. Lal and S.C. Malik (eds.) 
Indus Civilization: Problems and issues. Indian Institute of 
Advanced Study, Shimla. pp. 1-7.
（2）その他の参考文献
31　ミタータル遺跡　Mitathal
　この遺跡の発見はグプタ朝金貨が発見された
1915-16 年にさかのぼり、1965 年には埋蔵銅器文化
に属する銅製銛が 2 点、次いで 13 点の銅製指輪の
一括資料がみつかっている。東西 2 つのマウンド
からなり、第 1 号マウンド（東マウンド）は 150×
130m、高さ 5m、第 2 号マウンド（西マウンド）は
300×175m、高さ 3m を測る。両マウンドでそれぞ
れ 1 ヶ所ずつの発掘区が設けられている。発掘調査
の結果、2 期に大別される文化編年が明らかにされ、
そのうち II 期はさらに A・B 期に細別されている。
I 期はシスワール式土器が主体で、カーリーバンガ
ン遺跡 I 期との関連性を示す。粘土塊および日干煉
瓦を用いた遺構が検出されている。IIA 期はハラッ
パー式土器が主体となり、それにシスワール式土器
が伴う。日干煉瓦積建物が検出されている。多量の
ファイアンス製腕輪が出土している。IIB 期になる
と、典型的なハラッパー式土器はみられなくなり、
ハラッパー式土器とシスワール式土器が融合したと
される土器様式へと変化する。日干煉瓦積建物が検
出されているが、IIA 期に比較すると粗雑なつくり
となる。この遺跡は先文明期からポスト文明期にか
ミタータル遺跡南丘
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
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けての文化変遷を把握する上で重要な遺跡である。
また、より東方に分布する埋蔵銅器文化の銅器の出
土も、ポスト文明期における文化様相を考える上で
重要な資料となっている。
【発掘調査機関】
Suraj Bhan (Kurukshetra University)
【所在地】
Bhiwani District
【緯度・経度】
28º50’N, 76º10’E (Ghosh 1989: 289)
28º53’10”N, 76º10’20”E (Possehl 1999: 797)
28º53’27.8”N, 76º10’11.4”E
【発掘調査年度】
1968 (Bhan 1975)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Suraj Bhan (1975) Excavation at Mitathal (1968) and Other 
Explorations in the Sutlej-Yamuna Divide. Kurukshetra 
University, Kurukshetra.
（2）その他の参考文献
Suraj Bhan (1973) “The Sequence and Spread of Prehistoric 
Cultures in the Upper Sarasvati Basin”. in D.P. Agrawal 
and A. Ghosh (eds.) Radiocarbon and Indian Archaeology. 
Tata Institute of Fundamental Research, Bombay. pp.252-
263.
32　ラージャ・カルナ・カー・キラー 1・2遺跡　
Raja Karna Ka Qila
　この遺跡では当初、初期歴史時代（北方黒色磨研
土器文化期）遺構の文化層序が確認されていたが、
1974 年度の調査で 1 ～ 1.5m の文明期終末頃の文化
層が確認された。多孔土器の土器のほか、日干煉瓦
積建物も検出されている。そのほか、各種準貴石製
およびファイアンス製装身具、ファイアンス製動物
像なども出土している。詳細な報告はない。
【発掘調査機関】
U.V. Singh and Suraj Bhan (Kurukshetra University)
【所在地】
Karnal District
【緯度・経度】
29º58’00”N, 76º49’00”E for Raja Karna Ka Qila one (Possehl 
1999: 812)
29º58’10”N, 76º49’10”E for Raja Karna Ka Qila two (Possehl 
1999: 812)
【発掘調査年度】
1970 (IAR 1970-71: 15-16), 1971 (IAR 1971-72: 23-24), 
1972 (IAR 1972-73: 12-13), 1974 (IAR 1974-75: 16), 1975 
(IAR 1975-76: 18)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
33　ラーキー・ガリー遺跡　Rakhi Garhi
　7 つのマウンド（RGR-1 ～ 7）を有し、総面積
100ha 前後に及ぶと推定される遺跡で、インド領内
では最大ともいわれる遺跡である。最も大きなマ
ウンドである RGR-4・5 区が現在の村によって覆わ
れているが、RGR-1・2・6 区を中心に RGR-4・5・7
区でも一部で発掘調査が行われている（Nath 1998, 
1999, 2001）。その結果、初期ハラッパー文化期（先
文明期＝ I 期）と盛期ハラッパー文化期（文明期＝
II 期）の文化層が確認されている。I 期の文化層は
RGR-1・6 区を中心に確認されており、a・ｂ 2 時期
に細分されている。Ia 期には日干煉瓦積の円形建物
と矩形建物が検出されており、Ib 期になると、矩形
建物を街路と組み合わせた計画的配置がみられるよ
うになるとされる。I 期の土器はカーリーバンガン
遺跡 I 期の土器とハークラー式土器の要素を示すと
される。II 期の文化層は RGR-1・2 区を中心に検出
されている。RGR-2 区はこの時期に日干煉瓦積壁体
の表面に焼成煉瓦積擁壁を張った周壁によって囲ま
れる。その内部では平面矩形の日干煉瓦・焼成煉瓦
積建物群や排水施設、土器焼成窯、準貴石製玉類・
骨製品製作址、儀礼用と推定される遺構群などが検
出されている。
　残念ながらこの遺跡には現在の村が存在し、遺跡
の破壊や盗掘が進んでいるが、その平面的な規模の
みならず厚い文化層からみても、パンジャーブ地方
東部の中心的遺跡であることは疑い得ない。発掘調
査の成果もまたその重要性を物語っているが、現在
のところ短文の概報が公表されているのみで、出土
した遺構・遺物の内容も判然としないところが多い。
【発掘調査機関】
Amarendra Nath (the Institute of Archaeology of the Survey)
【所在地】
Hisar District
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ラーキー・ガリ−遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
ラーキー・ガリ−遺跡平面図
（Nath 2001 より）
【緯度・経度】
29º16’N, 76º10’E (Ghosh 1989:366; IAR 1999-2000: 30; 
Nath 1998: 39)
29º17’30”N, 76º06’50”E (Possehl 1999: 813)
29º17’29.5”N, 76º06’48.2”E (GPS)
【発掘調査年度】
1997 (IAR 1997-98: 55-63), 1998 (IAR 1998-99: 13-23), 
1999 (IAR 1999-2000: 30-33)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Nath, Amarendra (1998) Rakhigarhi: A Harappan metropolis 
in the Sarasvati- Drishadvati divide. Purātattva 28: 39-45.
Nath, Amarendra (1999) Further excavations at Rakhigarhi.
Purātattva 29: 46-49.
Nath, Amarendra (2001) Rakhigarhi: 1999-2000. Purātattva 
31: 43-46.
（2）その他の参考文献
34　シースワール遺跡　Siswal
　面積約 300×200m、高さ 2.5m を測るこの遺跡では
2×2m の試掘トレンチによる調査が行われている。
A・B2 期からなる文化編年が提示されている。A 期
の土器はカーリーバンガン遺跡 I 期との共通性が指
摘されており、彩文には黒色顔料に加えて白色顔料
も使用される。B 期には原則的に A 期の土器様式の
延長線上に位置づけられるが、白色彩文がみられな
くなること、器壁の厚手化、細部形態の変化、そし
てハラッパー式土器の共伴などの違いがみられる。
A 期が先文明期、B 期が文明期に位置づけられ、シー
スワール式土器は在地の土器伝統として評価するこ
とができよう。同じく先文明期からポスト文明期ま
で続くとされるバーラー式土器との関係が問題であ
る。
【発掘調査機関】
Suraj Bhan (Kurukshetra University)
【所在地】
Hisar District
【緯度・経度】
29º10’N, 75º03’E (Ghosh 1989: 414)
29º13’12”N, 75º30’30”E (Possehl 1999: 824)
29º13’16.9”N, 75º30’23.3”E (GPS)
【発掘調査年度】
1970 (Bhan 1975)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Suraj Bhan (1971-72) Siswal - a pre-Harappan site in 
Drisadvati valley. Purātattva 5: 44-46.
（2）その他の参考文献
Suraj Bhan (1973) “The Sequence and Spread of Prehistoric 
Cultures in the Upper Sarasvati Basin”, in D.P. Agrawal 
and Ghosh (eds.) Radiocarbon and Indian Archaeology. 
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Tata Institute of Fundamental Research, Bombay. pp.252-
263.
Shaffer, J.G. (1986) “Cultural Development in the Eastern 
Punjab”, in J. Jacobson (ed.) Studies in the Archaeology of 
India and Pakistan. Oxford & IBH Publishing Co., Delhi. 
pp. 195-235.
デリー
Delhi
　デリー周辺では、ポスト文明期を中心とする遺跡
がわずかながらも確認されている。北西のガッガル
平原から東のガンガー＝ヤムナ ・ードーアーブ地域、
そして南のアラワリー山脈へと移行する地域に相当
しており、ハリヤーナー州南部およびウッタル・プ
ラデーシュ州西部を含めて異なる地域文化の交流の
舞台として注目される。
35　ボールガル遺跡　Bhorgarh
　デリー北郊 30km のところにあるこの遺跡では、
発掘調査の結果、I期：ポスト文明期（後期ハラッパー
文化）、II 期：彩文灰色土器文化期、III 期：クシャー
ナ朝期、IV 期：中世という文化編年が確認されて
いる（IAR 1993-94; Babu 1995）。I 期に関しては、居
住域は確認されなかったが、2 基の墓が検出されて
おり、うち 1 基は伸展葬で頭部側に土器 3 個が置か
れていたとされる。サナウリー遺跡同様にポスト文
明期の葬送行為を知る上で重要である。
【発掘調査機関】
B.S.R. Babu (Department of Archaeology, Government of 
Delhi)
【所在地】
Delhi
【緯度・経度】
28º49’45”N, 77º05’15”E (Mani 1997: 17)
28º05’00”N, 77º05’00”E (Possehl 1999: 740)
【発掘調査年度】
1993 (IAR 1993-94: 11, 13)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Babu, B.S.R. (1995) Excavations at Bhorgarh. Purātattva 25: 
88-90.
Madhu Bala (1977) Bhorgarh, Delhi: A Painted Grey Ware 
Site. Journal of the Oriental Institute 27(1-2): 43-50.
（2）その他の参考文献
Mani, B.R. (1997) Delhi: Threshold of the Orient. Aryan 
Books International, New Delhi. pp. 17-21.
36　ダーンサー遺跡　Dhansa
　文明期からポスト文明期にかけての遺跡と推定さ
れるが、（Suraj Bhan and Shaﬀer 1978）の註にごく簡
単に発掘成果が紹介されているのみであり、詳細は
不明である。
【発掘調査機関】
Suraj Bhan (Kurukshetra University)
【所在地】
Delhi
【緯度・経度】
28°31’00”N, 76°56’00”E (Possehl 1999: 753)
【発掘調査年度】
1975-6 (Suraj Bhan and Shaﬀer 1978: 67)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
Suraj Bhan and J.G. Shaffer (1978) New Discoveries in 
Northern Haryana. Man and Environment 2: 59-68.
37　マンドーリ遺跡　Mandoli
　デリーの中心部から西に 16km のところに所在す
るこの遺跡はヤムナー川右岸に位置する。発掘調査
の結果、I 期：ポスト文明期（後期ハラッパー文化）、
シースワール遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
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II 期：彩文灰色土器文化期、III 期：黒色スリップ
土器文化期、IV 期：シュンガ＝クシャーナ朝期、V
期：グプタ朝期からなる文化編年が設定されている。
【発掘調査機関】
B.S.R. Babu (Department of Archaeology, Government of 
Delhi)
【所在地】
Delhi
【緯度・経度】
28º42’10”N, 77º18’30”E (Mani 1997: 21)
28º05’00”N, 77º05’00”E (Possehl 1999: 740)
【発掘調査年度】
1987, 1988 (Babu 1996)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Babu, B.S.R. (1996) “Mandoli - A Late Harappan Settlement 
in Delhi”. in C. Margabandhu and K.S. Ramachandran 
(ed.) Spectrum of Indian Culture. Agam Kala Prakashan, 
Delhi. pp.98-104.
（2）その他の参考文献
Mani, B.R. (1997) Delhi - Threshold of the Orient -. Aryan 
Books International, New Delhi. pp. 21-25.
ラージャスターン州
Rajasthan
　ラージャスターン州は北部のガッガル川流域、中
央部のアラワリー山脈、西部のタール砂漠と多様な
自然環境および地形的特徴を有する地域である。そ
れぞれの地域で展開した文化もまた多様で、先文明
期においては北部のガッガル川流域ではソーティ＝
シースワール文化が、南半部のアラワリー山脈では
アーハール＝バナース文化が展開した。文明期には
ガッガル平原においてハラッパー文化の進出が顕著
に認められるが、バーラータル遺跡やギルンド遺跡
の出土資料に示されるようにアーハール＝バナース
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文化も文明期において西方と交流関係を有していた
ことが明らかにされつつある。また、アーハール＝
バナース文化は南のグジャラート地方とも交流関係
を有している。さらに、アラワリー山脈北部に位置
するケートリー地方では、文明期に豊富な銅資源の
開発と関係すると推定されるガネーシュワル文化が
存在している。資源流通を軸にこれらの地域文化間
の関係を明らかにし、インダス文明社会における位
置づけを解明することが課題である。
38　アーハール遺跡　Ahar
　ウダイプル市内に位置するこの遺跡では、1961
年度に H.D. Sankalia 率いるデカン・カレッジ調査隊
によって発掘が行われている。発掘調査の結果、I期：
金石併用文化期、II 期：初期歴史時代という文化編
年が確認されている。I 期は a ～ c 期に細分される
が、いずれの時期も白色彩文黒縁赤色土器を特徴と
する。また、コメの遺存体も確認されている。
　ギルンド遺跡とともに、ラージャスターン地方南
部に展開したバナース文化の代表的な遺跡である
が、その後に発掘されたバーラータル遺跡の成果も
踏まえて、前 4 千年紀以降、黒縁赤色土器を特徴と
する文化が一貫してこの地域に展開していたこと、
前 3 千年紀後半にインダス文明社会と接点をもった
こと、さらにこの時期には中央アジア方面とも交渉
があったことなどが確認されるにいたっている。
　白色彩文黒縁赤色土器は文明期のグジャラート地
方にも広く分布しており、文明期からポスト文明期
にかけてバナース文化が文化展開の上で大きな役割
を果たしたことが明らかになっている。
【発掘調査機関】
A.K. Vyas (Rajasthan State Department of Archaeology) in 
1950
R.C. Agrawala (Rajasthan State Department of Archaeology) 
in 1954-56
H.D. Sankaria (Deccan College) in 1961-2
【所在地】
Udaipur District
【緯度・経度】
27º42’N, 75º38’E (Ghosh 1989: 5)
28º25’00”N, 78º15’00”E (Possehl 1999: 727)
24º35’13.8”N, 73º43’17.6”E (GPS)
【発掘調査年度】
1950, 1952, 1954. 1955 (IAR 1955-56: 11), 1961 (IAR 1961-
62: 45-50)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Sankalia, H.D., S.B. Deo and Z.D. Ansari (1969) Excavations 
at Ahar (Tambavati) -1962. Deccan College, Poona.
（2）その他の参考文献
39　バーラータル遺跡　Balathal
　本来 2 ヘクタール前後の遺跡であったと推定され
るが、耕作によって半分以上が破壊されてしまっ
たという（Misra 1997: 252）。文化層は 7m に及ぶ。
1994 ～ 1996 年度の調査で、バナース文化期および
初期歴史時代の文化層序が確認されている。
　建築遺構は石・日干煉瓦・粘土で構築されており、
4 期からなる建物群が検出されている。また、その
北側に粘土積・石張の周壁によって囲まれる空間が
検出されている。壁体の壁体の厚さは 4.80 ～ 5.0m
と厚く、囲まれる空間の面積は 500m2 に及ぶ。その
機能に関しては、外敵からの攻撃時の避難施設と集
バーラータル遺跡
（撮影：小磯　学　Ⓒインダス・プロジェクト）
アーハール遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒ上杉彰紀）
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落有力者の居宅という 2 つの可能性が指摘されてい
る（Misra 1997）。
　年代としては C-14 年代測定値が得られており、
金石併用文化は前 2600 年以前にさかのぼる可能性
が示唆されている（Misra 1997）。黒縁赤色土器を特
徴とするバナース文化（もしくはアーハール文化）
がインダス文明併行期以前からラージャスターン地
方南部の文化として展開していたことを示す重要な
遺跡といえよう重要な遺跡である。
【発掘調査機関】
V.N. Misra and Vasant Shinde (Deccan College)
【所在地】
Udaipur District
【緯度・経度】
24º43’N, 73º59’E (Misra 1997)
24º43’33.3”N, 73º59’03.7”E (GPS)
【発掘調査年度】
1993 (IAR 1993-94: 93-97), 1995 (IAR 1995-96: 64-70), 
1996 (IAR 1996-97: 90-100), 1997 (IAR 1997-98: 145-153), 
1998 (IAR 1998-99: 142-149), 1999 (IAR 1999-2000: 137-
147)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Misra, V.N. (1997) Balathal - A Chalcolithic settlement in 
Mewar, Rajasthan, India: Results of first three seasons 
excavations. South Asian Studies 13: 251-273.
Misra, V.N., V.S. Shinde, R.K. Mohanty, K. Dalal, A. Mishra, 
L. Pandey and J.S. Kharakwal (1995) Excavations in 
Balathal: Their contribution to the Chalcolithic and Iron 
Age culture of Mewar, Rajasthan. Man and Environment 
20(1): 57-80.
Misra, V.N., V.S. Shinde, R .K. Mohanty, L. Pandey and 
J.S. Kharakwal (1997) Excavations at Balathal, District 
Udaipur, Rajasthan (1995-97) with special reference to 
Chalcolithic architecture. Man and Environment 22(2): 
35-59.
（2）その他の参考文献
Misra, V.N. (2005) Radiocarbon chronology of Balathal, 
District Udaipur, Rajasthan. Man and Environment 30(1): 
54-60.
Robbins, Gwen, Veena Mushrif, V.N. Misra, R.K. Mohanty 
and V.S. Shinde (2006) Biographies of the skeleton: 
Pathological conditions at Balathal. Man and Environment 
31(2): 50-65.
Shinde, V. (2000) The Origin and Development of the 
Chalcolithic in Central India. Indo-Pacific Prehistory 
Association Bulletin19: 125-136.
Thomas, P.K. and P.P. Joglekar (1996) Faunal remains from 
Balathal, Rajasthan: a preliminary analysis. Man and 
Environment 21(1): 91-97.
40　バロール遺跡　Baror
　パキスタンとの国境付近のアヌープガルから
13km のところにあるこの遺跡には、東西 200m、南
北 150m を測るマウンドが残る。周辺との比高差は
11m である。カーリーバンガン遺跡との距離は約
100km を測る。1951 年に A. Ghosh による踏査で発
見された遺跡で、2003 年度から 3 ヶ年にわたって
発掘調査が実施され、3 期に及ぶ文化編年が提示さ
れている。I 期は先文明期、II 期は初期ハラッパー
文化期（先文明期）、III 期は文明期に属する。I 期
はマウンドの西方の平坦面で設定されたトレンチの
下層部分で確認されており、壺・甕類を主体とする
バロール遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
バロール遺跡　平面図
（Sant et al. 2005）
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無文土器が出土している。II 期の層から出土する二
色彩文土器とは明確に異なっていることから、I 期
として弁別されている。II 期はカーリーバンガン遺
跡 I 期に併行する段階として位置づけられ、黒色彩
文に白色充填を組み合わせた文様を描く。幾何学文
が主体であるが、一部に植物文や動物文も報告され
ている。II 期には煉瓦積壁体の断片が検出されてい
るものの、I 期同様に柱穴に推定される土坑が多数
検出されており、調査者は木造の小屋状建物が主体
であったと推測している。また 40m の長さに及ん
で水路が検出されているという。文明期に相当する
III 期には日干煉瓦積建物群が街路とともに検出さ
れている。また、マウンドの北側のトレンチでは周
壁の一部に推定される盛土と日干煉瓦積壁体を組み
合わせた遺構が検出されている。また、II 期からは
幾何学文を刻んだ凍石製印章が、III 期からは II 期
のものと同型の幾何学文印章とインダス式印章が報
告されている。
　正式報告書は刊行されていないが、パンジャーブ
地方の東部と西部、またパンジャーブ地方とチョー
リスターン地方との間にある遺跡で、各地域間の関
係を知る上で重要な遺跡である。
【発掘調査機関】
ASI（Urmila Sant）
【所在地】
Ganganagar District
【緯度・経度】
29º10’N, 73º19’E (Sant et al. 2005: 50)
29º10’08.1”N, 73º18’48.3”E (GPS)
【発掘調査年度】
2003, 2004, 2005 (Sant et al. 2005)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Sant, Urmila, T.J. Baidya, N.G. Nikoshey, N.K. Sinha, S. 
Nayan, J.K. Tiwari and A. Arif (2005) Baror: A new 
Harappan site in Ghaggar valley: A preliminary report.
Purātattva 35: 50-59.
（2）その他の参考文献
41　ガネーシュワル遺跡　Ganeshwar
　銅鉱石の産出地ケートリーの近郊に位置するこの
遺跡では、3.65m に及ぶ包含層に 3 面の遺構面が検
出されている。当初は包含層を通して、銅器、幾
何形細石器、土器が出土すると報告されたが（IAR 
1981-82）、のちに細石器文化期に相当する I 期、ガ
ネーシュワル・ジョードプラ文化期に属する II・III
期に細分された註（IAR 1987-88）。銅器には鏃、槍先、
釣針、鑿、指輪、ヘアピン、腕輪などが報告されて
いる。注目される資料として螺旋形を並列させた頭
部をもつピンが出土している（IAR 1983-84）。III 期
には土器を除く出土遺物の 99% を銅器が占めると
いう（IAR 1987-88）。細石器はクォーツ、チャート、
玉髄、ガーネット、ジャスパーを素材とし、石刃、
三日月形石器、三角形石器、台形石器などが含まれ
る。石核・剥片類も出土している。土器は赭色土器
（Ochre-Coloured Pottery）に類似するとされる。また、
ソーティ式土器との類似性も指摘されている（IAR 
1983-84）。ガネーシュワルと類似する出土遺物が得
られたジョードプラ遺跡で C-14 年代測定値が得ら
れており、較正値かどうか判然としないものの、I
期は前 3800 年前後、II 期は前 2800 年前後、III 期は
前 2000 年前後の年代が提示されている（IAR 1987-
88）。
註：ただし、翌年 1988-89 年の調査では III 期は鉄器時代と
されている。
【発掘調査機関】
Vijay Kumar (Rajasthan Department of Archaeology)
【所在地】
Sikar District
【緯度・経度】
27º40’N, 75º51’30”E (IAR 1981-82)
27º40’25.3”N, 75º48’58.3”E (GPS)
【発掘調査年度】
1981 (IAR 1981-82: 61-62), 1983 (IAR 1983-84: 71-72), 
1987 (IAR 1987-88: 101-102), 1988 (IAR 1988-89: 76-78)
【参考文献】
ガネーシュワル遺跡
（撮影：遠藤　仁　Ⓒインダス・プロジェクト）
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初期歴史時代、中世期の層序からなり、一部では金
石併用文化をさかのぼると推定される時期の細石器
と土器が確認されている。
　金石併用文化期には大別 3 時期に分かれる建築遺
構群が確認されている。それに基づいて、前・中・
後期アーハール＝バナース文化が設定されている。
（Shinde et al. 2005）によれば、東西マウンドの計 4
カ所で発掘区が設定され、各発掘区で金石併用文化
期を中心とする建築遺構が検出されているが、西マ
ウンド（GLD-2）北東部に設定された発掘区で検出
された日干煉瓦積建物が注目される。約 1m の間隔
をおいて平行して南北に伸びる 5 本の壁体と東西 2
本の壁体からなるこの建物は、倉庫建築の基壇に推
定されているが、その北半部で検出された粘土張土
坑からは印章押捺粘土塊が出土している（Shinde et 
al. 2005）。その印章押捺は幾何学文を特徴とするも
ので、先文明期からイラン高原、中央アジア、バロー
チスターン高原で広く用いられた幾何学印章に類似
する。また、その系譜を引く BMAC の印章にも類
似しており、発掘者は BMAC との関係を重視して
いる（Shinde et al. 2005）。詳細な報告書は未刊であ
るが、ラージャスターン地方南部のバナース文化が
インダス文明社会と関係していただけでなく、さら
に西の地域とも交流関係を有していたことを物語っ
ている。
【発掘調査機関】
B.B. Lal (Archaeological Survey of India) in 1959
Vasant Shinde and G.L. Possehl (Deccan College and The 
University of Pennsylvania Museum) in 2001, 2002, 2003
【所在地】
Rajsamand District
【緯度・経度】
25º01’56”N, 74º15’45”E (Shinde and Possehl 2005)
25º01’56.1”N, 74º15’52”E (GPS)
【発掘調査年度】
1959 (IAR 1959-60: 41-46)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Shinde, V. and G.L. Possehl (2005) “A Report on the 
Excavations at Gilund, 1999-2001”, in C. Jarrige and V. 
Lefèvre (eds.) South Asian Archaeology 2001. Éditions 
Recherche sur les Civilisations, Paris. pp.293-302.
Shinde, V., G.L. Possehl and M. Ameri (2005) “Excavations 
at Gilund 2001-2003: The Seal Impressions and Other 
Finds”, in U. Franke-Vogt and H.-J. Weisshaar (eds.) South 
（1）発掘報告書 
Agrawala, R .C. and Vijay Kumar (1982) “Ganeshwar-
Jodhpura Culture: New Traits in Indian Archaeology”, 
in G.L.Possehl (ed.) Harappan Civilization: A Recent 
Perspective. Oxford & IBH Publishing Co., New Delhi. 
pp.125-134.
（2）その他の参考文献
42　ギルンド遺跡
　2 つのマウンドからなるこの遺跡は、25 ヘクター
ルに及ぶ規模をもつ。バナース文化では最大の遺跡
とされる（Shinde and Possehl 2005: 294）。東マウンド
が周辺地との比高差 15m、西マウンドが 8m を測る。
1959 年（IAR 1959-60）および 1999 ～ 2003 年（Shinde 
and Possehl 2005; Shinde et al. 2005）の 2 次に及ぶ発掘
調査が実施されている。後者の調査では東西両マウ
ンドが煉瓦積周壁によって囲まれている可能性が指
摘されている。発掘調査の結果、金石併用文化期と
ギルンド遺跡
（撮影：遠藤　仁　Ⓒインダス・プロジェクト）
ギルンド遺跡　平面図
（Shinde and Possehl 2005 より）
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Asian Archaeology 2003. Linden Soft, Aachen. pp.159-169.
（2）その他の参考文献
43　ジョードプラ遺跡　Jodhpura
　上述のガネーシュワル遺跡同様に銅鉱石の産出地
近郊に所在するこの遺跡では、発掘調査によって I
期：赭色土器文化期、II 期（黒縁赤色土器文化期）、
III 期：彩文灰色土器文化期、IV 期：北方黒色磨研
土器文化期、V 期：シュンガ・クシャーナ朝期とい
う文化編年が設定されている（IAR 1972-73）。ガネー
シュワル遺跡とともにアラワリー山脈北部の文明期
前後の文化内容を知る上で重要な遺跡であるが、報
告書は刊行されていない。なお、発見は 1958 年度
である（IAR 1958-59: 74）。
【発掘調査機関】
R.C. Agrawala and Vijay Kumar (Department of Archaeology 
and Museums, Rajasthan, 1972)
【所在地】
Jaipur District
【緯度・経度】
【発掘調査年度】
1972 (IAR 1972-73: 29-30)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
Agrawala, R .C. and Vijay Kumar (1982) “Ganeshwar-
Jodhpura Culture: New Traits in Indian Archaeology”, 
in G.L.Possehl (ed.) Harappan Civilization: A Recent 
Perspective. Oxford & IBH Publishing Co., New Delhi. 
pp.125-134.
44　カーリーバンガン遺跡　Kalibangan
　パンジャーブ東部のガッガル川流域を代表する遺
跡である。9 年度に及ぶ発掘調査によって 2 時期に
分かれる遺跡の様相が明らかにされている。I 期は
先文明期に属し、ソーティ式土器が出土する。A ～
F までの 6 群に大別される土器群からなる。
　この時期の遺跡は東西約 180m、南北約 250m に
広がり、日干煉瓦積の周壁によって囲まれていたこ
とが明らかにされている。周壁内部では同じく日干
煉瓦積の建物が検出されているが、排水溝にのみ焼
成煉瓦が使用されている。瑪瑙・玉随製の小形石刃、
凍石・紅玉髄・銅・貝・土製各種の装身具類、動物
土偶、骨製尖頭器、銅斧などが出土している。有角
の人物像を線刻した板状土製品もこの時期のものと
される。
　II 期には東西 2 つのマウンドからなる構成に変
化する。すなわち、東の城塞部と西の市街地であ
る。それぞれ周壁によって囲まれ、城塞部は東西約
カーリーバンガン遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
カーリーバンガン遺跡平面図
（Sharma 1999 より）
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120m、南北約 240m を測り、さらに区画壁によって
南北 2 つの区画に分割されている。南区画では日干
煉瓦積の基壇が 5 ～ 6 基検出され、北区画では日干
煉瓦積建物が確認されている。南区画は居住区域で
はなく、宗教施設を含む特別な区域と推定されてい
る。市街地は東西 240m、南北 360m で、街路によっ
て区画された街割が確認されている。市街地におい
ても周壁、住居建物ともに日干煉瓦で築かれている
が、井戸や排水溝などの水を使用する施設では焼成
煉瓦が使用される。市街地の東方 80m のところで
も遺構が確認されており、宗教施設と推定されてい
る。この時期の前半期にはハラッパー式土器とソー
ティ式土器が混在し、後半期にはハラッパー式土器
のみになるとされる。円筒印章が出土している。さ
らに城塞部の西南西 300m のところでは墓地が存在
し、文明期の伸展葬土坑墓、壺棺葬、副葬品埋納坑
（もしくは象徴埋葬）が明らかにされている。
　パンジャーブ地方東部西半部の代表的遺跡であっ
て、先文明期のソーティ式土器は東半部で設定され
たシースワール式土器、またチョーリスターン地方
で設定されたハークラー式土器との関係性を示す。
また、文明期（II 期）に関する詳細な報告書は未刊
であるが、遺物のみならず東西分離型の平面配置を
含めて、パンジャーブ地方東部における在地系文化
とハラッパー文化の関係を考える上で重要な遺跡で
ある。
【発掘調査機関】
B.B. Lal (ASI) in 1960
B.K. Thapar (ASI) in 1961
B.B. Lal and B.K. Thapar(ASI) in 1962
B.B. Lal, B.K. Thapar and Jagat Pati Joshi (ASI) in 1968
【所在地】
Ganganagar District
【緯度・経度】
29º05’N, 74º05’E (Ghosh 1989: 194)
29º25’00”N, 74º05’00”E (Possehl 1999: 773)
29º29’N, 74º08’E (Bala 2004: 34)
29º28’22.0”N, 74º07’47.8”E (GPS)
【発掘調査年度】
1960 (IAR 1960-61: 31-2), 1961 (IAR 1961-62: 39-44), 1962 
(IAR 1962-63: 20-31), 1963 (IAR 1963-64: 30-39), 1964 
(IAR 1964-65: 35-39), 1965 (IAR 1965-66: 38-41), 1966 
(IAR 1966-67: 31-33), 1967 (IAR 1967-68: 42-45), 1968 
(IAR 1968-69: 28- 32)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Lal, B.B., B.K. Thapar, J.P. Joshi  and M. Bala (2003) 
Excavations at Kalibangan: The Early Harappan (1960-
69). Memoirs of the Archaeological Survey of India no.98. 
Archaeological Survey of India, New Delhi.
Thapar, B.K. (1975) Kalibangan: a Harappan metropolis 
beyond the Indus valley.  Expedition  17(2):19-32. 
(Reprinted in Gregory L. Possehl (ed.) (1979) Ancient 
Cities of the Indus. Vikas, New Delhi. pp. 196-202).
（2）その他の参考文献
Bala, M. (2004) “Kalibangan: Its Periods and Antiquities”, in 
Dilip K. Chakrabarti (ed.) Indus Civilization Sites in India: 
New Discoveries. Marg Publication, Mumbai. pp.34-43
Lal, B.B. (1979)  “Kalibangan and Indus Civilization”, in D.P. 
Agrawal and Dilip K. Chakrabarti (eds.) Essays in Indian 
Protohistory. B.R. Publishing Corporation, New Delhi. pp. 
65-97.
Nigam, J.S. (1996)  Sothi pottery at Kalibangan: A reappraisal. 
Purātattva 26: 7-22.
Raikes, R.L. (1968) Kalibangan: Death from natural causes. 
Antiquity 42: 286-291
Sharma, A.K. (1982) “The Harappan cemetery at Kalibangan: 
a study”, in G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization: A 
Contemporary Perspective. Oxford & IBH, Delhi. pp. 
297-299.
Sharma, A.K. (1999) The Departed Harappans of Kalibangan. 
Sundeep Prakashan, Delhi.
Thapar, B.K. (1973)  “New traits of the Indus Civilization at 
Kalibangan: an appraisal”, in Norman Hammond (ed.) 
South Asian Archaeology 1971. Noyes Press, London. pp. 
85-104.
Thapar, B. K. (1977) “Climate during the period of the Indus 
Civilization: evidence from Kalibangan”, in D.P. Agrawal 
and B.M. Pande (eds.) Ecology and Archaeology of Western 
India. Concept Publications, Delhi. pp. 67-73.
45　ノーフ遺跡　Noh
　ガンガー平原からアラワリー山脈へと移行する地
域に所在するこの遺跡では、発掘調査によって I 期：
赭色土器文化期、II 期：黒縁赤色土器文化期、III 期：
彩文灰色土器文化期、IV 期：北方黒色磨研土器文
化期、V 期：シュンガ・クシャーナ朝期という文化
編年が確認されている（IAR 1964-65）。この文化編
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年は西のジョードプラ遺跡、東のアトランジーケ
ラー遺跡に共通しているが、I 期の赭色土器文化期
が文明併行期にまでさかのぼるのか、ポスト文明期
に位置づけられるのか、詳細な公刊資料がないため
に判然としない。赭色土器文化の年代的位置づけと
他の文化との関係はいまなお不明な点が多く、今後
の調査・研究が俟たれるところである。
【発掘調査機関】
R.C. Agrawala and Vijay Kumar (Deaprtment of Archaeology 
and Museums, Rajasthan)
【所在地】
Bharatpur District
【緯度・経度】
27º13’00”N, 77º30’00”E (Possehl 1999: 803)
27º12’37.1”N, 77º32’51.1”E (GPS)
【発掘調査年度】
1963 (IAR 1963-64: 28-29), 1964 (IAR 1964-65: 34-35), 
1965 (IAR 1965-66: 38), 1966 (IAR 1966-67: 30-31), 1968 
(IAR 1968-69: 26), 1970 (IAR 1970-71: 31-32), 1971 (IAR 
1971-72: 41-42) 
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
46　ノーハル遺跡　Nohar　
　チョウタング川流域に位置し、ソーティ遺跡の近
郊に所在する遺跡で、1978 年に試掘調査が実施さ
れている。その結果、先文明期と文明期の文化層が
確認されており、ソーティ遺跡やカーリーバンガン
遺跡と並んで、ガッガル川およびチョウタング川の
流域における文化変遷を考える上での重要な遺跡の
一つである。
【発掘調査機関】
A. Ghosh (ASI) in 1950-51
K.N. Dikshit (ASI) in 1978
【所在地】
Ganganagar District
【緯度・経度】
29º10’00”N, 74º45’00”E (Possehl 1999: 804)
【発掘調査年度】
1950 (Ghosh 1952), 1978 (Dikshit 1984)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Dikshit, K.N. (1984) “The Sothi Complex: Old Records 
and Fresh Observations”, in B.B. Lal and S.P. Gupta (eds.) 
Frontiers of the Indus Civilization: Sir Mortimer Wheeler 
Commemoration Volume. Books & Books, New Delhi. pp. 
532-537.
（2）その他の参考文献
Dikshit, K.N. (1979) Old Channels of the Ghaggar in 
Rajasthan - Revisited. Man and Environment 3: 105-106.
Dikshit, K.N. (1980) A Critical Review of the Pre-Harappan 
Cultures. Man and Environment 4: 32-43.
Ghosh, A. (1952) The Rajputana Desert - Its Archaeological 
Aspect. Bulletin of the National Institute of Sciences of 
India 1: 37-42.
47　オージヤーナー遺跡　Ojiyana
　アラワリー山脈北部に位置するこの遺跡では、発
掘調査によって 3 期からなる文化編年が提示されて
いる。いずれの時期も黒縁赤色土器を主体とし、コ
ブウシ形土偶や紅玉髄、瑪瑙、ファイアンス、貝、
凍石などの装身具（玉）が出土している。アーハー
ル文化に属する遺跡とされ、前 3 千年紀から前 2 千
年紀中葉に位置づけられている。
【発掘調査機関】
B.R. Meena and A. Tripathi (Deaprtment of Archaeology and 
Museums, Rajasthan)
【所在地】
Bhilwara District
【緯度・経度】
25º53’N, 74º21’E (Meena and Tripathi 2000: 67)
【発掘調査年度】
1999 (IAR 1999-2000: 128-132)
ノーフ遺跡
（撮影：遠藤　仁　Ⓒインダス・プロジェクト）
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ソーティ遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
タルカーネーワーラー・デーラー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Meena, B.R. and A. Tripathi (2000) Report on Excavations 
at Ojiyana in Rajasthan which has yielded antiquities 
resembling Ahar Culture. Purātattva 30: 67-73.
（2）その他の参考文献
48　ソーティ遺跡　Sothi
　チョウタング川流域に所在するこの遺跡は約
200m×200m の範囲をもち、発掘調査の結果、約 1.30m
の包含層の下層からソーティ式土器のみ、上層から
ソーティ式土器とハラッパー式土器が確認されてい
る。1951年に A. Ghoshが発見・試掘を実施して以来、
ガッガル平原を代表する先文明期から文明期にかけ
ての代表的な遺跡として学史的に知られてきた。そ
の調査成果はカーリーバンガン遺跡の発掘調査に
よってその位置づけが明確にされるにいたった。
【発掘調査機関】
A. Ghosh (ASI) in 1951
K.N. Dikshit in 1978
【所在地】
Ganganagar District
【緯度・経度】
29º10’N, 74º50’E (Dikshit 1984)
29º10’00”N, 74º45’00”E (Possehl 1999: 804)
29º11’09.4”N, 74º51’22.1”E (GPS)
【発掘調査年度】
1951 (Ghosh 1952), 1978 (Dikshit 1979)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Dikshit, K.N. (1984) “The Sothi Complex: Old Records 
and Fresh Observations”, in B.B. Lal and S.P. Gupta (eds.) 
Frontiers of the Indus Civilization: Sir Mortimer Wheeler 
Commemoration Volume. Books & Books, New Delhi. pp. 
532-537.
（2）その他の参考文献
Dalal, K.F. (1980) A Short History of Archaeological 
Explorations in Bikaner and Bahawalpur along the ‘Lost 
Saraswati’ River. Indica 17(1): 4-40.
Dikshit, K.N. (1979) Old Channels of the Ghaggar in 
Rajasthan - Revisited. Man and Environment 3: 105-106.
Dikshit, K.N. (1980) A Critical Review of the Pre-Harappan 
Cultures. Man and Environment 4: 32-43.
Ghosh, A. (1952) The Rajputana Desert - Its Archaeological 
Aspect. Bulletin of the National Institute of Sciences of India 
1: 37-42.
Ghosh, A. (1965) “The Indus Civilization: Its Origin, 
Authors, Extent and Chronology”, in V.N. Mishra and M.S. 
Mate (eds.) Indian Prehistory 1964. Deccan College Post 
Graduate and Research Institute, Pune. pp.113-156.
49　タルカーネーワーラー・デーラー遺跡
Tarkhanewala Dera
　パキスタンとの国境付近のアヌープガル近郊にあ
る遺跡で、A. Ghosh によって発見され、一部試掘が
行われた。その際には基壇上に残された火葬墓群が
検出されていたが、2003 年度に実施された発掘調
査の際には耕作による遺跡の削平が進んでおり、火
葬墓群の痕跡は確認されなかった。文明期の日干煉
瓦積建物群や儀礼施設と推定される焼土遺構、土器
焼成窯などが検出されている。また、インダス式印
章を押捺した封泥や印章、土偶、チャート製石刃、
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各種装身具が出土している。
【発掘調査機関】
A. Ghosh (ASI) in 1951
P.K. Trivedi and J.K. Patnaik (ASI) in 2003
【所在地】
Ganganagar District
【緯度・経度】
29º15’00”N, 73º12’00”E (Possehl 1999: 828)
【発掘調査年度】
1951 (Ghosh 1952), 2003 (Trivedi and Patnaik 2004)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Ghosh, A. (1952) The Rajputana Desert - Its Archaeological 
Aspect. Bulletin of the National Institute of Sciences of India 
1: 37-42.
Trivedi, P.K. and J.K. Patnaik (2004) Tarkhanewala Dera and 
Chak 86 (2003-4). Purātattva 34: 30-34.
（2）その他の参考文献
ウッタル・プラデーシュ州
Uttar Pradesh
　ウッタル・プラデーシュ州は西部のガンガー＝ヤ
ムナー・ドーアーブ地方と、東のガンガー平原に分
けられるが、文明期からポスト文明期の遺跡はガン
ガー＝ヤムナー・ドーアーブ地方に集中する。今の
ところ先文明期の遺跡は確認されていないが、文明
期後期までにはハラッパー文化の要素がこの地域に
流入し（アーラムギールプル遺跡）、ポスト文明期
にはバーラー式土器および赭色土器が分布する。ま
た、赭色土器と主体的に関係する可能性が高い埋蔵
銅器文化もポスト文明期の社会を考える上で重要で
ある。赭色土器の成立過程は十分に明らかとなって
いないが、黒色帯土器伝統の流れを汲んでいること
は確かであり、西のガッガル平原との関係のもとで
理解を進めていく必要がある。
ウッタル・プラデーシュ州におけるインダス関連遺跡の分布
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50　アーラムギールプル遺跡　Alamgirpur
　ガンガー＝ヤムナー両河地域にあるこの遺跡で
は、4 期からなる文化編年が提示されている。I 期
はハラッパー系土器とバーラー式土器の混在層でポ
スト文明期に位置づけられる。粘土造建物、焼成煉
瓦積建物の一部のほか藁圧痕の残る焼土塊が出土し
ている。このほか、土偶、板状土製品、準貴石・ファ
イアンス製装身具類などが出土している。
【発掘調査機関】
Y.D. Sharma (ASI)
【所在地】
Meerat District
【緯度・経度】
29º29’N, 77º01’E (Ghosh 1989: 11)
29º00’00”N, 77º22’00”E (Possehl 1999: 728)
【発掘調査年度】
1958 (IAR 1958-59: 50-55)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
Nath, B. and M.K. Biswas (1969) Animal remains from 
Alamgirpur. Indian Museum Bulletin: 43-52.
51　アトランジーケーラー遺跡　Atranjikhera
　ガンガー＝ヤムナー・ドーアーブ地帯に位置する
この遺跡は発掘調査報告書が刊行されている重要な
遺跡である（Gaur 1983）。発掘調査によって I 期：
赭色土器文化期、II 期：黒縁赤色土器文化期、III 期：
彩文灰色土器文化期、IV 期：北方黒色磨研土器文
化期、V 期：クシャーナ朝期という文化編年が確認
されている。このうち I 期の赭色土器はラール・キ
ラー遺跡出土の資料と共通する。ノーフ遺跡の項で
述べたように、西のラージャスターン地方における
赭色土器との関係が重要な研究課題である。また、
ガンガー・ヤムナー＝ドーアーブ地帯における、先
文明期の土器を位置づける上でも重要といえよう。
【発掘調査機関】
R.C. Gaur (Aligarh Muslim University)
【所在地】
Etah
【緯度・経度】
27º42’N, 78º44’E (Gaur 1983: 1)
【発掘調査年度】
1960 (IAR 1960-61), 1962 (IAR 1962-63), 1963 (IAR 1963-
64), 1965 (IAR 1965-66), 1967 (IAR 1967-68), 1968 (IAR 
1968-69), 1979 (IAR 1979-80)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Gaur, R .C. (1983) Excavations at Atranjikhera. Motilal 
Banarsidass, Delhi.
（2）その他の参考文献
52　バルガーオン遺跡　Bargaon
　1m の文化層をもつこの遺跡では、ハラッパー
式土器と赭色土器の出土が報告されているが、ハ
ラッパー式土器とされたのは厳密にはハラッパー
系土器とすべきであろう。赭色土器はその表面
が著しく摩耗して出土した例が多く（それゆ
えに赭色土器という曖昧な名称がつけられている）、
その実態が長く不明であったが、ラール・キラー遺
跡やアトランジーケーラー遺跡などの発掘調査に
よって、黒色彩文や刻線文、浮文を特徴とする土器
であることが明らかになった。バーラー式土器との
関係が不明瞭であるが、彩文要素や浮文などバー
ラー式土器にはみられない要素がある。赭色土器は
ガンガー＝ヤムナー両河地方を中心に分布するポス
ト文明期の土器様式と考えられるが、未報告例も多
く、あらためてバーラー式土器との関係を検討する
ことが必要である。
【発掘調査機関】
M.N. Deshpande (ASI)
【所在地】
Saharanpur District
アーラムギールプル遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒ上杉　彰紀）
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【緯度・経度】
30º12’00”N, 77º32’00”E (Possehl 1999: 736)
【発掘調査年度】
1963 (IAR 1963-4: 56-7)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
53　ハスティナープラ遺跡　Hastinapura
　ガンガー＝ヤムナー・ドーアーブ地方に位置する
この遺跡では 1950 ～ 51 年に B.B. Lal によって発掘
調査が実施され、ポスト文明期の赭色土器文化期（I
期）から前 1 千年紀前葉～中葉の彩文灰色土器文化
期（II 期）、前 1 千年紀後葉の北方黒色磨研土器文
化期後期、前 1千年紀末から後 1千年紀初頭の IV期、
後 1 千年紀後半の V 期からなる文化編年が設定さ
れている。この遺跡の調査の段階では最下層の赭色
土器と命名された土器群および文化層の実態は不明
であったが、彩文灰色土器以前の文化層の存在が層
位的に示されたことはこの地域の文化編年の上で重
要であった。また、彩文灰色土器がアーリア人に結
びつけられたのもこの遺跡の調査においてであり、
学史的にも重要な遺跡である。
【発掘調査機関】
B.B. Lal (ASI)
【所在地】
Meerut District
【緯度・経度】
29º09’N, 78º03’E (Lal 1954: 8; Possehl 1999: 765)
【発掘調査年度】
1950, 1951 (Lal 1954)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Lal, B.B. (1954) Excavation at Hastinapura and Other 
Explorations in the Upper Ganga and Sutlej Basins 1950-
52. Ancient India 10-11: 5-151.
（2）その他の参考文献
54　フラース遺跡　Hulas
ガンガー＝ヤムナー・ドーアーブ地方北部に所在す
るこの遺跡は約 330m×172m を測り、発掘調査の結
果、I 期：ポスト文明期（バーラー文化）、II 期：彩
文灰色土器文化期、III 期：北方黒色磨研土器文化期、
IV 期：シュンガ＝クシャーナ朝期、V 期：グプタ
朝期という文化編年が確認されている。
　I 期の包含層は厚さ 1.40m を測り、バーラー式土
器を土器の主体として、土製、ファイアンス、瑪瑙・
紅玉髄、銅などの各種装身具や動物土偶、車輪形土
製品などが出土している。注目されるのはバーラー
式土器に混在してハラッパー式土器と判断される土
器片が出土していることで、ガッガル平原以東にお
ける文明期からポスト文明期への土器様式の移行を
考える上で重要である。アーラムギールプル遺跡と
ともに文明期後期を前後とする時期の東限の遺跡と
いえよう。
【発掘調査機関】
K.N. Dikshit (ASI)
フラース遺跡　平面図
（Dikshit 1982 より）
ハスティナープラ遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒ上杉　彰紀）
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【所在地】
Saharanpur District
【緯度・経度】
29º42’00”N, 77º22’00”E (Possehl 1999: 766)
【発掘調査年度】
1978 (IAR 1978-79: 60-1), 1979 (IAR 1979-80: 82), 1980 
(IAR 1980-81: 73-76), 1981 (IAR 1981-82: 72-74), 1982 
(IAR 1982-3: 100-103)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Dikshit K.N. (1981) The excavation at Hulas and further 
exploration of the Uppare Ganga-Yamuna Doab. Man and 
Environment 5: 70-76.
Dikshit K.N. (1982) “Hulas and the Late Harappan Complex 
in Western Uttar Pradesh”, in G.L. Possehl (ed.) Harappan 
Civilization: A Contemporary Perspectives. Delhi: Oxford 
& IBH. pp. 339-351.
Dikshit, K.N. (1984) The Harappan levels at Hulas. Man and 
Environment 8: 99-100.
（2）その他の参考文献
Saraswat, K.S. (1982) Plant economy of Late Harappan at 
Hulas. Purātattva 23: 1-12.
55　ジャーケーラー遺跡　Jakhera
　ガンガー＝ヤムナー・ドーアーブ地方南東部に位
置するこの遺跡では、発掘調査の結果、I 期：赭色
土器文化期、II・III 期：黒縁赤色土器文化期、IV 期：
彩文灰色土器文化・北方黒色磨研土器文化期という
文化編年が設定されている。詳細な報告がなく不明
な点が多いが、その位置の近接性も含めてアトラン
ジーケーラー遺跡と同様の文化変遷を示す遺跡とし
て理解できよう。
【発掘調査機関】
R.C. Gaur (Aligarh Muslim University)
【所在地】
Etah District
【緯度・経度】
【発掘調査年度】
1974 (IAR 1974-75), 1975 (IAR 1975-76), 1985 (IAR 1985-
86), 1986 (IAR 1986-87)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
56　ラール・キラー遺跡　Lal Qila
　ガンガー＝ヤムナー・ドアーブ地帯に所在するこ
の遺跡では、赭色土器文化期の集落址が検出されて
いる（Gaur 1995）。この遺跡で出土した赭色土器は
彩文を良好にとどめており、その特徴を明確に把握
できる上できわめて重要である。それによれば、パ
ンジャーブ地方東部の黒色帯土器伝統に類似するも
のの、西方のガッガル川流域ではみられない浮文や
彩文要素が存在しており、その関連性が研究課題で
ある。発掘調査を実施した R.C. Gaur はポスト文明
期に位置づけながらも、先文明期の土器との関係を
指摘し、さらにバローチスターン方面との関係をも
示唆している。その当否はともかくとしても、ガン
ガー＝ヤムナー・ドーアーブ地帯と西方との関係、
ポスト文明期に置けるバーラー文化あるいはミター
タル IIB 文化との関係など、この遺跡の資料から浮
上する研究課題は多い。
【発掘調査機関】
R.C. Gaur (Aligarh Muslim University)
【所在地】
Bulandshahr District
【緯度・経度】
28º10’N, 78º12’E
【発掘調査年度】
1968, 1969, 1970, 1971 (Gaur 1995)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Gaur, R .C. (1995) Excavations at Lal Qila. Publication 
Scheme, Jaipur.
（2）その他の参考文献
57　マンディー遺跡　Mandi
　ガンガー＝ヤムナー・ドーアーブ地方北部に所在
するこの遺跡では、2000年 6月に金・紅玉髄・縞瑪瑙・
銅製ビーズおよび銅製容器が農地から偶然に発見さ
れた。この時の発見物は総重量 10kg に上るという。
出土状況は明確でないものの、一括して地中に埋納
されたものと考えられる。その後、インド政府考古
局によって発掘調査が実施され、500g を量る装身
インダス考古学の展望
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具類が発見されている。発掘に関する詳細な報告は
なく不明な点が多いが、アーラムギールプル遺跡や
フラース遺跡の出土土器に類似する資料が出土して
いるとされ、文明期終末に位置づけられる可能性が
高い。
【発掘調査機関】
R.S. Bisht (ASI)
【所在地】
Muzzafarnagar District
【緯度・経度】
30º12’00”N, 77º32’00”E (Possehl 1999: 736)
29º26’10”N, 77º34’35”E (Sharma et al. 2000: 36; Tewari 
2004: 57)
※ Possehl の数値はバルガーオンと同じ。
【発掘調査年度】
Mandi 2000
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Sharma, D.V., V.N. Prabhakar, R. Tewari and R.K. Srivastava 
(2000) Harappan jewellery hoard from Mandi. Purātattva 
30: 36-41.
Tewari, Rakesh (2004) “A recently discovered hoard of 
Harappan jewellery from Western Uttar Pradesh”, in Dilip 
K. Chakrabarti (ed.) Indus Civilization Sites in India: New 
Discoveries. Marg Publications, Mumbai. pp. 57-63.
（2）その他の参考文献
58　サナウリー遺跡　Sanauli
　ガンガー＝ヤムナー両河地域にあるこの遺跡で
は、2004 年に周辺住民が土取を行った際にポスト
文明期の土器が出土したことから遺跡の存在が知ら
れるようになり、2005 ～ 2006 年に発掘調査が実施
された。周辺はサトウキビ畑として利用されている
ため、遺跡の範囲は確定されていないが、3.5ha 前
後の面積を有する可能性が指摘されている。発掘調
査によって 116 基の墓葬が検出され、伸展葬、二次
葬、象徴的埋葬に大別されている。墓葬を含む包含
層は層厚 2.40m を測り、上・中・下層に区分して各
墓葬が位置づけられるとともに出土土器の形態変化
についても明らかにされている。出土土器の検討か
ら文明期終末からポスト文明期初頭（前 2200 ～前
1800 年）にかけて墓地が営まれた可能性が考慮さ
れている。また、注目されるのは副葬品の豊富さで、
土器のほかに、金・銅製装身具やファイアンス・凍
石製装身具などが出土している。中には埋蔵銅器文
化に属する形式の銅剣が副葬品として納められた例
がある。
　未だ詳細は報じられていないが、文明期後半期か
らポスト文明期にかけて遺跡が急増するパンジャー
ブ地方東部からガンガー＝ヤムナー両河地域におけ
る社会・文化の様態を理解する上で多大な情報を提
供することになろう。
【発掘調査機関】
D.V. Sharma (ASI)
【所在地】
Baghpat District
【緯度・経度】
29º08’28”N, 77º13’01”E (Sharma et al. 2004: 35)
【発掘調査年度】
2005 (Sharma et al. 2006)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Sharma, D.V., K.C. Nauriyal, V.N. Prabhakar and Vishnukant 
(2004) Sanauli: A Late Harappan burial site in the Ganga-
Yamuna Doab. Purātattva 34: 35-44.
Sharma, D.V., K.C. Nauriyal and V.N. Prabhakar (2006) 
Excavations at Sanauli 2005-06: A Harappan necropolis in 
the Upper Ganga-Yamuna Doab. Purātattva 36: 166-179.
（2）その他の参考文献
グジャラート州
Gujarat
　グジャラート地方は、北部の半砂漠地帯と西部の
サナウリー遺跡
（撮影：小磯　学　Ⓒインダス・プロジェクト）
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カッチ湿原、南部のサウラーシュトラ半島からなる。
また、長い海岸線を有するのもこの地域の地形的特
徴である。こうした地形的特徴および自然環境の多
様性から、周辺地域との関係も含めて複雑な文化変
遷が認められる。先文明期には北部を中心にアナル
タ式土器が分布するが、サウラーシュトラ半島西部
の沿岸地域に位置するパードリー遺跡でも同類の土
器が出土しており、この土器様式がきわめて広範に
展開していた可能性が高い。このアナルタ式土器は
文明期にも在地の土器様式として存続しているが、
ハラッパー式土器およびソーラト・ハラッパー式土
器との関係は十分に理解されていない。また、文明
期後半には黒縁赤色土器が広く分布するが、北のア
ラワリー山脈との交流関係によるものと考えられ
る。ポスト文明期には輝赤色土器が分布するが、文
明期の土器様式との系譜関係は判然としない。
59　アムラー遺跡　Amra
　層厚 1.8m ほどの文化層をもつこの遺跡では 3 期
からなる文化編年が確認されており、I 期がラング
プル遺跡 IIB・IIC 期に併行し、II 期が初期歴史時代、
III 期が歴史時代に位置づけられている。
【発掘調査機関】
P.P. Pandya (Gujarat State Department of Archaeology) and B. 
Subbarao (M.S. University of Baroda)
【所在地】
Jamnagar District
【緯度・経度】
62
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グジャラート州におけるインダス関連遺跡の分布
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22º16’00”N, 69º56’00”E (Possehl 1999: 730)
【発掘調査年度】
1955 (IAR 1955-56: 7)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
60　アトコート遺跡　Atkot
　試掘調査によって約 1.5m に及ぶ包含層が確認さ
れており、ハラッパー式土器が出土するとされる。
短い報文のみであり（IAR 1957-58）、詳細は不明で
ある。
【発掘調査機関】
P.P. Pandya (Gujarat State Department of Archaeology)
【所在地】
Rajkot District
【緯度・経度】
22º00’00”N, 71º05’00”E (Possehl 1999: 731)
【発掘調査年度】
1957 (IAR 1957-58: 18-19)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
61　バーバル・コート遺跡　Babar Kot
【発掘調査機関】
Gregory Possehl (University of Pennsylvania Museum) and 
M.H. Raval (Gujarat State Department of Archaeology)
【所在地】
Bhavnagar District
【緯度・経度】
22º16’04”N, 71º34’15”E (Possehl 1999: 732)
【発掘調査年度】
1990
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
62　バガーサラー（ゴーラー・ドーロー）遺跡　
Bagasara (Ghola Dhoro)
　サウラーシュトラ半島のカッチ湾湾奥部に位置す
るこの遺跡は約 160×120m の小規模なマウンドで、
8 年度に及ぶ発掘調査の結果、約 7.75m の文化層が
確認されている。層序と出土遺物から 4 期に大別さ
れ、I ～ III 期が文明期、IV 期がポスト文明期に位
置づけられている（Sonawane et al. 2003）。II 期に石
積の基礎と日干煉瓦積壁体からなる周壁が造営さ
れ、III 期を通じて維持されるが、IV 期にはすでに
廃絶している。ただし、周壁が維持されていた時期
バガーサラー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
バガーサラー遺跡　平面図
（Sonawane et al. 2003 より）
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においても、周壁外にも居住活動の痕跡は広がって
おり、周壁が集落の範囲を限定するものではなかっ
たことがわかる。
　周壁内部では、海産性巻貝や翡翠原石の集積施設
が検出されているほか、ファイアンス製品の製作址
など、各種素材の装身具生産が行われていたことを
示す遺構が検出されている。これらは II 期に位置
づけられている。
　出土土器では、I・II 期にはハラッパー式土器と
アナルタ式土器、III・IV 期にはソーラト・ハラッパー
式土器が主体的に出土したことが報告されている。
このうち II 期出土資料として実測図が公表された
ハラッパー式彩文土器をみると、Quivron 編年で中
段階以降に相当する。また、III 期からは中段階に
位置づけられる高杯が出土している。こうした資料
からみて、少なくとも周壁によって囲まれた集落は
インダス文明期中頃から後半にかかる頃に位置づけ
られるであろう。
　小規模遺跡ながら周壁によって囲まれるととも
に、多彩な工芸品生産が行われていたことは、グジャ
ラート地方における文明期の遺跡の性格や機能を考
える上で重要な示唆を与えている。
【発掘調査機関】
V.H. Sonawane (M.S. University of Baroda)
【所在地】
Rajkot District
【緯度・経度】
22º50’00”N, 70º41’00”E (Possehl 1999: 733)
23º03’N 70º37’E (Sonawane 2004: 79)
23º02’12.4”N, 70º37’12.9”E (GPS)
【発掘調査年度】
1995 (IAR 1995-96: 16-22), 1996 (IAR 1996-97: 19-27), 
1997 (IAR 1997-98: 22-32), 1998, 1999 (IAR 1999-2000: 
27-30), 2000, 2001, 2002 (Sonawane et al. 2003)
 【参考文献】
（1）発掘報告書 
Bhan, K.K., V.H. Sonawane, V.H., Ajithprasad and S. 
Pratapchandran (2005) Excavations of an important 
Harappan trading and craft prodection center at Gola 
Dhoro (Bagasra), on the Gulf of Kutch, Gujarat, India. 
Journal of Interdisciplinary Studies in History and 
Archaeology 1(2): 153-158.
Sonawane, V.H., Ajithprasad, K.K. Bhan, K. Krishnan, S. 
Prathapachandra, Abhijit Majumdar, Ajita K. Patel and 
Jaya Menon (2003) Excavations at Bagasra -1996-2003: A 
preliminary report. Man and Environment 28(2): 21-50.
（2）その他の参考文献
Deshpande, Arti (1999) A preliminary study of marine 
molluscan shell remains from Bagasra: A Harappan site in 
Gujarat. Purātattva 29: 111-113.
Patel, Ambika (2006) Copper artifacts from Bagasra (Gola 
Dhora) a Harappan site of Gujarat, western India .
Purātattva 36: 222-231.
63　バガトラーヴ遺跡　Bhagatrav
　インド半東部のキャンベイ湾に面するところに位
置するこの遺跡では、小規模な試掘調査が実施され
ており、I 期：文明期からポスト文明期、II 期：中
世期という文化編年が設定されている。詳細な報告
書は刊行されていないが、I期はA・B2期に細別され、
IA 期は文明期に、IB 期はポスト文明期（後期ハラッ
パー文化期）に位置づけられている。
【発掘調査機関】
S.R. Rao (ASI)
【所在地】
Broach District
【緯度・経度】
21º29’00”N, 72º42’00”E (Possehl 1999: 738)
【発掘調査年度】
1990
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
64　ダトラーナー遺跡　Datrana
　グジャラート地方北部に所在するこの遺跡は 40ha
を測り、大形石刃石器の製作址が点在する。発掘調
査の結果、2 期からなる文化編年が設定されており、
I 期：細石器石器群を特徴とする文化、II 期：金石
併用文化期とされる。II 期には石器のほかに土器と
銅器も出土している。出土土器には先プラバースし
期時に類似するもの、アナルタ式土器、ナーグワダー
遺跡の墓葬で出土した土器に類似するものが確認さ
れている。出土土器のみならず広範な石器製作址の
存在は、先文明期のグジャラート地方北部の様相を
知る上で重要な手掛りとなろう。
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に位置づけられている。
【発掘調査機関】
K.V. Soundara Rajan (ASI)
【所在地】
Kachchh District.
【緯度・経度】
23º25’N, 69º10’E (Ghosh 1989: 119)
23º37’00”N, 69º08’00”E (Possehl 1999: 752)
※（Ghosh 1989）においては 60°10’ の数値が示され
ているが、上記の通り 69°10’ の誤りであろう。
【発掘調査年度】
1963 (IAR 1963-4: 10-12)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
66　ダートヴァー遺跡　Dhatva
　タプティ川流域に位置するこの遺跡では、発掘調
査によって 2 時期からなる文化層が確認されている
（Mehta et al. 1975）。I 期はポスト文明期、II 期は初期
歴史時代に相当する。出土土器はサウラーシュトラ
半島およびマールワー地方の土器に類似するとされ
る。グジャラート地方のポスト文明期の文化とデカ
ン金石併用文化の関係を考える上で重要な遺跡であ
る。
【発掘調査機関】
R.N. Mehta (M.S. University of Baroda)
【所在地】
Surat District
【緯度・経度】
21º09’00”N, 72º46’00”E (Possehl 1999: 754)
【発掘調査年度】
1967 (IAR 1967-8: 19-20)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Mehta, R.N., S.N. Chowdhary, K.T.M. Hegde and D.R. Shah 
(1975) Excavation at Dhatva. M.S. University, Baroda.
（2）その他の参考文献
67　ドーラーヴィーラー遺跡　Dholavira
　1990年代を中心に実施されたドーラーヴィーラー
【発掘調査機関】
V.H. Sonawane (M.S. University of Baroda)
【所在地】
Banaskantha District
【緯度・経度】
23º46’30”N, 71º06’30”E (Ajithprasad 2002: 135)
23º47’28.9”N, 71º07’44.6”E (GPS)
【発掘調査年度】
1994 (IAR 1993-94: 25-31), 1994 (IAR 1994-95: 11-16), 
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
Ajithprasad, P. (2002) “The Pre-Harappan Cultures of 
Gujarat”, in S. Settar and Ravi Korisettar (eds.) Indian 
Archaeolog y in Retrospect vol.I: Prehistory .  ICHR/
Manohar, New Delhi. pp. 129-158.
65　デーサルプル遺跡　Desalpur
　面積 130×100m、高さ 3m を測るこの遺跡では日
干煉瓦と粗石を積み上げた周壁によって囲まれ、そ
の内部で板石あるいは粗石を主体とする建築遺構が
検出されている。日干煉瓦もまた一部で使用されて
いる。最下層（IA 期）においてハラッパー式土器、
スリップ掻落文土器（reserved slip ware）が出土して
いる。また、伴出する厚手の沈線文土器については、
ロータル遺跡やロージディー遺跡の出土土器との共
通性が指摘されている。このほかには、凍石製イン
ダス式印章１点、銅製印章１点、封泥１点、板状土
製品、動物土偶、各種装身具類、銅器が報告されて
いる。IB 期になると、白色スリップ地の黒色彩文
土器や黒縁赤色土器が出土しており、ポスト文明期
ダトラーナー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
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遺跡の調査は、インド領内において最も注目され
たものである。13 年度に及ぶ発掘調査の結果、I ～
VII 期に及ぶ文化編年の確立と、IV 期以降の都市形
態の変遷という成果がもたらされている。残念なが
ら正式報告書は未刊であるが、I ～ III 期が先文明期、
IV・V 期が文明期、VI・VII 期がポスト文明期に位
置づけられている。
　先文明期にはアナルタ式土器を含むグジャラート
在地の土器が主体的に出土し、文明期にハラッパー
式土器やインダス印章が加わる。深堀トレンチの調
査によれば、すでに I 期には石積もしくは煉瓦積の
周壁が一部にせよ築かれ、IV 期には岩盤を刳り貫
いて築かれた貯水槽によって囲まれる城塞部および
居住区を備えた都市形態が成立する。
　城塞部、居住区の各所で準貴石製ビーズの製作址
が確認されており、グジャラート地方で産出する各
種石材を素材とした装身具生産が遺跡の一つの機能
であったと推定される。また、カッチ地方に産出す
る砂岩がハラッパー遺跡にまで搬出されていること
も指摘されており（Law and Burton 2006）、ドーラー
ヴィーラー遺跡はそうした広域流通システムの拠点
の一つであったと考えてよいであろう。
　VI 期には V 期までの市街区の大部分が放棄され、
城塞部を中心とした区域に居住範囲が縮小すること
が確認されている。また、この時期には白色彩文黒
縁赤色土器が出現する。上述の通り、発掘者は都市
の衰退現象を捉えてポスト文明期に位置づけている
が、土器の様相はスールコータダー遺跡 IC 期に共
通するとともに、ハラッパー遺跡 3C 期に特徴的な
インダス文字のみを刻んだ印章の出土が報告されて
いることから、VI 期は文明終末期に位置づけるの
が適切であろう。VII 期は実年代が特定されていな
いが、円形の石積住居に示されるように都市が完全
に廃絶して以降の所産である。
　カッチ地方はシンド地方と諸資源の原産地である
グジャラート地方を結ぶ地域であるとともに、アラ
ビア海に進出する上でも戦略的な重要性を有してい
る。ドーラーヴィーラー遺跡で発掘された大規模な
都市はまさにその戦略的重要性に基盤を置くものと
考えられる。グジャラート地方北部からカッチ地方
には先文明期にアナルタ式土器と呼ばれる土器が広
く分布するが、その担い手とグジャラート地方の諸
資源の開発の関係、さらには西のシンド地方との関
係、すなわちハラッパー文化との関係が注目されよ
う。
ドーラーヴィーラー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
ドーラーヴィーラー遺跡　平面図
（Joshi and Bisht 1994 より）
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【発掘調査機関】
R.S.Bisht (ASI)
【所在地】
Kachchh District 
【緯度・経度】
23º53’10”N, 70º13’00”E (Possehl 1999: 754)
23º53’14.7”, 70º12’48.3”E (GPS)
【発掘調査年度】
1984 (IAR 1984-85: 14, 17), 1989 (IAR 1989-90: 15-21), 
1990 (IAR 1990-91: 10-12), 1991 (IAR 1991-92: 26-34), 
1992 (IAR 1992-93: 27-31), 1993, 1994, 1996 (IAR 1996-
97: 11-19), 1997 (IAR 1997-98: 19-22), 1998 (IAR 1998-99: 
6-7), 1999 (IAR 1999-2000: 22-27), 2003, 2004, 2005
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Bisht, R.S. (1991) Dholavira: a new horizon of the Indus 
Civilization. Purātattva 20: 71-82.
（2）その他の参考文献
Bisht, R.S. (1989a) “A new model of the Harappan town 
planning as revearled at Dholavira in Kutch: a surface 
study of its plan and architecyure”, Bhaskar Chatterjee 
(ed.) History and Archaeology: Professor H. D. Sankalia 
Felicitation Volume. Ramanand Vidya Bhawan, Delhi. pp. 
397-408.
Bisht, R.S. (1989b)  The Harappan colonization of Kutch: 
an ergonomic study with reference to Dholavira and 
Surkotada , L. Gopal (ed.) History and Art. Ramanand 
Vidya Bhavan, Delhi. pp. 265-272.
Bisht, R.S. (1999) Dholavira and Banawali: Two different 
paradigms of the Harappan urbis forma. Purātattva 29: 14-
37.
Bisht, R.S. (2005) “The Water Structures and Engineering 
of the Harappans at Dholavira (India)”, in C. Jarrige and 
V. Lefèvre (eds.) South Asian Archaeology 2001. Éditions 
Recherche sur les Civilisations, Paris. pp. 11-25.
Bisht, R .S. (2007) “The Harappan Water Structures at 
Dholavira”, in S.P. Shukla, R .S. Bisht, M.P.Joshi and 
Prashant Srivastava (eds.) History and Heritage (In Honour 
of Prof. Kiran Kumar Thaplyal). Agam Kala Prakashan, 
Delhi. pp.39-66.
Law, R .W. and J.H. Burton (2006) “A Technique for 
Determining the Provenance of Harappan Banded 
Limestone “Ringstones” Using Icp-Aes”, in J. Pérez-
Arantegui (ed.) Proceedings of the 34th International 
Symposium on Archaeometry, Zaragoza, 3-7 May 2004. 
Institución Fernando el Católico, Zaragoza. pp.309-314.
68　ジョーカー遺跡　Jokha
　インド半島部に位置するこの遺跡は 150×100m の
小規模遺跡で、発掘調査の結果、I 期：ポスト文明期、
II 期：初期歴史時代、III 期：歴史時代という文化
編年が設定されている。I 期にはポスト文明期の土
器とマールワー式土器、ジョールウェー式土器が出
土しているとされる。ポスト文明期におけるグジャ
ラート地方とデカン高原との関係を示す遺跡といえ
よう。
【発掘調査機関】
R.N. Mehta (M.S. University of Baroda)
【所在地】
Surat District
【緯度・経度】
21º17’00”N, 73º00’00”E (Possehl 1999: 771)
【発掘調査年度】
1966 (IAR 1966-67: 10)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Mehta, R.N., S.N. Chowdhary, K.T.M. Hegde and D.R. Shah 
(1971) Excavation at Jokha. Maharaja Sayajirao Univeristy, 
Baroda.
（2）その他の参考文献
69　ジュニー・クラン遺跡　Juni Kuran
　カッチ地方西部に位置するパスチーム・ベート島
北西部に位置するこの遺跡では、発掘調査によって
I 期：文明期、II 期：ポスト文明期という文化編年
が設定されている（Pramalik 2004）。城塞部と居住域
が推定されており、城塞部は石積周壁によって囲遶
されていたことが明らかにされている。詳細は不明
ながら、2 ヶ所の城門施設、列柱を伴う施設、さら
に 2 ヶ所のスタジアムと呼ばれる空間が報告されて
いる。
　ドーラーヴィーラー遺跡に類似する構造をもつ遺
跡の発見は、カッチ地方のもつ戦略的重要性を考え
る上で重要である。
【発掘調査機関】
S. Pramalik (ASI)
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ジュニー・クラン遺跡
（Pramalik 2004 より）
【所在地】
Kachchh District
【緯度・経度】
23°27’N, 69°47’E (Pramalik 2004: 45)
23°57’44.30”N,  69°45’54.20”E (Google Earth)
※（Pramalik 2004）の緯度・経度は誤記で、Google 
Earth で確認したものが正しい。
【発掘調査年度】
2003 (Pramalik 2004)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Pramanik, Shubhra (2004) Excavation at Juni Kuran 2003-04: 
A preliminary report. Purātattva 34: 45-67.
（2）その他の参考文献
70　カーネーワール遺跡　Kanewal
　キャンベイ湾湾奥部のサバルマティー川河口付近
に位置するこの遺跡は、カーネーワール湖のほとり
に立地する。2 ヶ所に設定された発掘区での発掘調
査の結果、細石刃石器群を特徴とする文化と、文明
終末期からポスト文明期初期と推定される時期の居
住痕跡が確認されている。遺構としては計 4 基の平
面円形の平地式小屋状住居が検出されている。いず
れも柱穴を伴う。これらの住居址からは文明終末期
頃の土器が伴って出土している。土器はソーラト・
ハラッパー式土器系統の土器群と輝赤色土器を中心
とする。都市的集落とは異なる村落の遺跡とみなす
ことができよう。
【発掘調査機関】
K.N. Momin (M.S. Univeristy)
【所在地】
Kheda District
【緯度・経度】
22º28’00”N, 72º30’00”E (Possehl 1999: 774)
【発掘調査年度】
1977 (IAR 1977-78: 21)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Momin, K.N. (1982) “Excavations at Kanewal”, in R .K. 
Sharma (ed.) Indian Archaeology: New Perspectives. Agam 
Kala Prakashan, Delhi. pp.142-147.
Mehata, R .N., K.N. Momin and D.R . Sharma (1980) 
Excavations at Kanewal. M.S. University, Baroda.
ジュニー・クラン遺跡
（撮影：長田俊樹　Ⓒインダス・プロジェクト）
ジュニー・クラン遺跡
（撮影：長田俊樹　Ⓒインダス・プロジェクト）
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（2）その他の参考文献
71　クンターシー遺跡　Kuntasi
　サウラーシュトラ半島北西部のカッチ湾湾奥部
に面するところに位置するこの遺跡は、約 150m×
100m の小規模遺跡で、発掘調査によって I 期：文
明期、II 期：ポスト文明期という文化編年が設定さ
れている。さらに A ～ C 期に細別される建築段階
が確認されており、うち A・B 期が I 期に、C 期が
II 期に相当する。B 期に属する建築遺構が広範に検
出されており、石積の基礎と日干煉瓦の壁体によっ
て構成される。居住域は二重の周壁によって囲まれ
ており、東側に通用門が、南西に見張台に推定され
る基壇が検出されている。
　ファイアンス製印章 1 点、準貴石製ビーズを代表
とするさまざまな遺物が出土している。土器でみる
と、I・II 期ともにソーラト・ハラッパー式土器が
主体で、少量のハラッパー式土器が加わる。典型的
なハラッパー式彩文土器はないが、I 期に木葉文を
描いた小形 S 字形甕があり、Quivron 編年の中段階
以降に相当すると考えられる。
　発掘者である Dhavalikar はこの遺跡を工芸品生産
拠点かつ交易拠点として評価する。準貴石製ビーズ
の中に未成品が存在することや海産性巻貝を素材と
した腕輪製作の残滓の出土など、工芸品の生産工程
に関わる資料が出土しているが、同様の資料はグ
ジャラート地方の遺跡で広く出土しており、クン
ターシー遺跡を生産拠点とみなしうるかどうか、他
の遺跡との関係を吟味する必要があろう。
　ただし、バガーサラー遺跡のように、こうした小
規模な遺跡がグジャラート地方のインダス遺跡に多
く存在し、工芸品生産・流通の一端に関与していた
可能性はきわめて高く、インダス文明社会における
グジャラート地方の役割を考える上で重要な視点で
ある。
【発掘調査機関】
M.K. Dhavalikar (Deccan College) and Y.M. Chitalwala 
(Gujarat State Department of Archaeology)
【所在地】
Little Rann of Kachchh, Rajkot District
【緯度・経度】
22º54’40”N, 70º37’30”E (IAR 1987-88: 17)
22º45’N, 70º36’E (Dhavalikar, Raval and Chitalwala 1996: 
15)
22º50’40”N, 70º37’30”E (Possehl 1999: 786)
22º53’31.9”N, 70º36’00.4”E (GPS)
【発掘調査年度】
1987 (IAR 1987-88: 17-19), 1988 (IAR 1988-89: 11), 1989 
(IAR 1989-90: 22-23)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Dhavalikar, M. K., M.R. Raval and Y.M. Chitalwala (1996) 
Kuntasi: a Harappan Emporium on West Coast. Deccan 
College Post-Graduate Research Institute, Pune.
（2）その他の参考文献
Dhavalikar, M. K. (1992) “Kuntasi: An Harappan port 
クンターシー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
クンターシー遺跡　平面図
（Dhavalikar et al. 1996）
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in western India”, Catherine Jarrige (ed.) South Asian 
Archaeology 1989. Prehistory Press, Madison. pp. 73-82.
Dhavalikar, M. K. (1993) “Harappans in Saurashtra: the 
merchantile model as seen from recent excavations at 
Kuntasi”, Gregory L. Possehl (ed.) Harappan Civilization: 
A Recent Perspective. Oxford & IBH, Delhi. pp. 555-568.
72　ラカーバーワル遺跡　Lakhabaval
　層厚 2.4m ほどの文化層をもつこの遺跡では 3 期
からなる文化編年が確認されており、I 期がラング
プル遺跡 IIB・IIC 期に併行し、輝赤色土器と黒縁
赤色土器が報告されている。II 期が初期歴史時代、
III 期が歴史時代に位置づけられている。
【発掘調査機関】
P.P. Pandya (Gujarat State Department of Archaeology) and 
Subbarao (M.S. Univeristy)
【所在地】
Jamnagar District
【緯度・経度】
22º24’N, 70º00’E (Ghosh 1989: 249)
22º24’00”N, 70º00’00”E (Possehl 1999: 787)
【発掘調査年度】
1955 (IAR 1955-6: 7)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
73　ローテーシュワル遺跡　Loteshwar
　グジャラート地方北部に所在するこの遺跡では、
発掘調査によって、I 期：細石器石器群を特徴とす
る文化、II 期：金石併用文化期の 2 期からなる文化
編年が設定されている。単純な幾何学彩文とミガキ
調整を特徴とする赤色土器と砂粒を含む粗製の赤色
土器を特徴とするアナルタ式土器の内容が明確にさ
れた最初の遺跡である。動物遺存体の分析を通して、
アナルタ式土器を特徴とする文化はウシを主体とす
る牧畜民が担ったものである可能性が指摘されてい
る（Patel 2008）。アナルタ式土器はグジャラート地
方北部に広く分布するが、その中でもローテーシュ
ワル遺跡は前 4 千年紀前半にさかのぼる可能性をも
つ最古段階の遺跡と推定されている（Patel 2008）。
【発掘調査機関】
M.S. University of Baroda
【所在地】
Mahesana District
【緯度・経度】
23º36’00”N, 71º50’20”E (Ajithprasad 2002: 139)
【発掘調査年度】
1991
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
Ajithprasad, P. (2002) “The Pre-Harappan Cultures of 
Gujarat”, in S. Settar and Ravi Korisettar (eds.) Indian 
Archaeolog y in Retrospect vol.I: Prehistory .  ICHR/
Manohar, New Delhi. pp. 129-158.
Patel, A.K. (2008) “New Radiocarbon Determinations from 
Loteshwar and their Implications for Understanding 
Holocene Settlement and Subsistence in North Gujarat 
and Adjoining Areas”, in  E.M. Raven (ed.) South Asian 
Archaeology 1999.  Egbert Forsten, Groningen. pp.123-
134.
Sonawane, V.H. and P. Ajithprasad (1994) Harappa Culture 
and Gujarat. Man and Environment 19(1-2): 129-139.
74　ロータル遺跡　Lothal
　キャンベイ湾の湾口から 10km 内陸に入ったとこ
ろに位置するこの遺跡では、発掘調査の結果層厚
7m の文化層が確認されており、A・B2 期に大別され、
両期あわせて 5 面（I ～ V 面）の遺構面が把握され
ている。I面と II面の間には洪水層が存在しており、
II 面の段階で洪水対策を目的として日干煉瓦積基壇
が築かれ、その上に城塞部と市街地を連接させ全
体を東西 400m、南北 300m の周壁で囲繞した一体
型の街割が設計される。城塞部は東西 117m、北面
136m、南面 111m の台形を呈し、内部に日干煉瓦積
による大形建物と小形建物が検出されている。市街
地では、銅器、金製品、貝製品、玉製作の各種工房
跡が検出されている。また、周壁の西側に接して船
溜り（ドック）に推定される東西 36m、南北 214m
の焼成煉瓦積遺構が確認されている。周壁内部の南
東隅では 3.6m 四方、高さ 1m の日干煉瓦積基壇が
整然と並んだ遺構が検出されており、倉庫群と推定
されている。B 期になると、A 期の街割は廃絶し、
インダス考古学の展望
- 82 -
粗雑な建物が築かれるようになる。また、市街地の
北西で A 期に属する墓地が確認されており、20 期
の墓が発掘されている。
　各種製品の工房跡、倉庫群およびドックに推定さ
れる遺構群が検出されたこの遺跡は、その位置も含
めてインダス文明期の交易活動、とりわけ海洋交易
の実態について検討する上できわめて重要な遺跡で
ある。表面採集ながらにペルシャ湾岸で用いられた
ディルムン式印章や 70 点のインダス式印章、65 点
に及ぶ封泥、さらには銅インゴットが出土している
こともこの遺跡の重要性を物語っている。さらに生
業に関していえば B 期からイネが出土することも
重要である。
【発掘調査機関】
S.R. Rao (ASI)
【所在地】
Ahmadabad District
【緯度・経度】
22º31’N, 72º15’E (Ghosh 1989: 257)
22º31’25”N, 72º14’59”E (Possehl 1999: 790)
22º31’16.2”N, 72º14’59.2”E (GPS)
【発掘調査年度】
1954 (IAR 1954-5: 12), 1955 (IAR 1955-6: 6-7), 1956 (IAR 
1956-7: 15-16), 1957 (IAR 1957-8: 11-13), 1958 (IAR 1958-
9: 13-15), 1959 (IAR 1959-60: 16-18), 1961 (IAR 1961-2: 
9-10), 1962 (IAR 1962-3: 7)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Rao, S. R . (1979/1985) Lothal: A Harappan Port Town 
(1955-62), vols.I-II. Memoirs of the Archaeological Survey 
of India no.78. Archaeological Survey of India, New Delhi.
（2）その他の参考文献
Bindra, S.C. (2002-3) Lothal : A Harappan port town 
revisited. Purātattva 33: 1-22.
Leshnik, Lawrence S. (1968a) The Harappan  port  at Lothal: 
another view. American Anthropology 70(5): 911-922.
Pandya, Suman (1977)  “Lothal dockyard hypothesis and 
the sealevel changes”, in, D.P. Agrawal and B.M. Pande 
(eds.) Ecology and Archaeology of Western India. Concept 
Publications, Delhi. pp. 99-103.
Pandya, Suman (1987) “Protohistoric floods at Lothal: a 
critical study”, in B.M. Pande and B.D. Chattopadhyaya 
(eds.) Archaeology and History: Essays in Memory of Sh. A. 
Ghosh. Agam Kala Prakashan, Delhi. pp. 177-186.
Possehl, Gregory L. (1976) “Lothal: a gateway settlement 
ロータル遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
ロータル遺跡　平面図
（Rao 1979 より）
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of the Harappan Civilization”, in K.A.R. Kennedy and 
G.L. Possehl (eds.) Ecological Backgrounds of South Asian 
Prehistory. Cornell University South Asian Program, 
Ithaca. pp. 118-131.
Rao, S.R. (1963) Persian Gulf  seal from Lothal. Antiquity 37: 
96-99.
Rao, S.R . (1968)  Contacts between Lothal and Susa , 
Proceedings of the Twenty-sixth International Congress of 
Orientalists 2: 35-37.
Rao, S.R. (1973) Lothal and the Indus Civilization. Asian 
Publishing House, Bombay.
Yule, Paul (1982) Lothal: Stadt der Harappa-Kultur in 
Nordwestindien. C.H. Beck, München.
75　マールヴァン遺跡　Malvan
　インド半東部のタプティ川南岸に位置するこの遺
跡では発掘調査の結果、ポスト文明期に推定される
I 期と年代は示されないが歴史時代に相当すると考
えられる II 期からなる文化編年が提示されている
（Allchin and Joshi 1995）。I 期に関しては前 1400 ～前
1000 年という年代が示されている。I 期の出土土器
をみると、赤色土器、黒縁赤色土器、褐色土器、粗
製土器、黒灰色系土器、輝赤色土器が報告されてい
るが、赤色土器にはソーラト・ハラッパー式土器に
類似する交叉連弧文もみられる。
【発掘調査機関】
Jagat Pati Joshi (ASI) F.R. Allchin (Cambridge University)
【所在地】
Surat District
【緯度・経度】
21º71’N, 72º42’E (Allchin and Joshi 1995: 11)
21º06’00”N, 72º43’00”E (Possehl 1999: 793)
【発掘調査年度】
1969 (IAR 1969-70:7-9)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Joshi, J.P. and F.R. Allchin (1970) Malvan: Further light on 
the southern extension of the Indus Civilization. Journal of 
the Royal Asiatic Society of Great Britain and Iceland 20.
Joshi, J.P. and F.R. Allchin (1995) Excavations at Malvan. 
Memoirs of the Archaeological Survey of India no.92. 
Archaeological Survey of India, New Delhi.
（2）その他の参考文献
Joshi, J.P. and F.R. Allchin (1972) “Malvan”, in S.B. Deo 
(ed.) Archaeological Congress and Seminar Papers. Nagpur 
University, Nagpur. pp. 36-42.
Vishnu-Mittre and Chhaya Sharma (1973) Pollen analysis of 
the salt ﬂat at Malvan, Gujarat. Palaeobotany 22(2): 118-
123.
76　メヘガーム遺跡　Mehgam
　ナルマダー川河口のバルーチ近郊に所在するこの
遺跡では試掘調査が実施されており、ラングプル遺
跡 IIB 期後半の資料に類似するとされる壺・浅鉢・
高杯などの土器が出土している（IAR 1957-58: 15, 
17）。一部公表されている土器の実測図から判断す
ると、文明終末期からポスト文明期に位置づけられ
るであろう。
【発掘調査機関】
S.R. Rao (ASI)
【所在地】
Broach District
【緯度・経度】
21º42’00”N, 72º45’00”E (Possehl 1999: 796)
【発掘調査年度】
1957 (IAR 1957-58: 15-17)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
77　モーティーダラーイー遺跡　Motidharai
　詳細な報告はないが、試掘調査の結果、文明期と
マールヴァン遺跡　平面図
（Allchin and Joshi 1995 より）
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初期歴史時代に推定される文化層序が確認されてい
る（IAR 1957-58: 20）。
【発掘調査機関】
P.P. Pandya (Gujarat State Department of Archaeology)
【所在地】
Bhavnagar District
【緯度・経度】
21º57’00”N, 71º54’00”E (Possehl 1999: 798)
【発掘調査年度】
1957 (IAR 1957-8: 20-21)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
78　モーティー・ピープリー遺跡　Moti Pipli
　リトル・ランに面するグジャラート地方北部に位
置するこの遺跡では、発掘調査の結果、細石刃石器
群を出土する層準の上位から先文明期終末頃を中心
とする土器、石器、各種素材装身具類、銅器などが
出土している。
　詳細な報告書は未刊であるが、土器はアナルタ式
土器と、ナーグワダー遺跡、サーントリー遺跡の墓
葬で出土したシンド・バローチスターン南部との関
連性が指摘される土器が出土している。後者の土器
が墓葬のみならず集落遺跡でも出土するという事実
は、先文明期終末頃のグジャラート地方北部と西方
との交流関係の内容を考える上で重要である。
【発掘調査機関】
P. Ajithprasad and V.H. Sonawane (M.S. Univeristy)
【所在地】
Banaskantha District
【緯度・経度】
23º49’25”N, 71º31’00”E (Possehl 1999: 798)
23º49’24.9”N, 71º30’01.8”E (GPS)
【発掘調査年度】
1993 (IAR 1992-93: 15-19)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
Ajithprasad, P. (2002) “The Pre-Harappan Cultures of 
Gujarat”, in S. Settar and Ravi Korisettar (eds.) Indian 
Archaeology in Retrospect vol.I: Prehistory. ICHR/Manohar, 
New Delhi. pp. 129-158.
Majumdar, A. (1998-99) Early Harappan Settlements in 
North Gujarat. Prãgdhãrã 9: 15-25.
Majumdar, A. and V.H. Sonawane (1996-97) Pre-Harappan 
burial pottery from Moti Pipli: a new dimension in the 
cultural assemblage of north Gujarat. Prãgdhãrã 7: 11-17.
79　ナーゲーシュワル遺跡　Nageshwar
　サウラーシュトラ半島南西端に位置するこの遺跡
では、発掘調査の結果、a・b2 期に細分される文明
期の文化層序が確認されている（Hegde et al. 1990）。
a 期については粘土張りの床面が検出されたのみで
あったが、b 期には石積建築遺構が検出され、その
一角から海産性巻貝の集積が発見されている。それ
らは切断面を残しており、貝製装身具類の製作工程
のある段階で保管されていたものと推測される。
　出土土器をみると、ハラッパー式土器とソーラト・
ハラッパー式土器が出土しており、ハラッパー式彩
文土器には Quivron 編年古段階から中段階に相当す
る資料が出土している。ハラッパー式彩文土器は a
期に多く、b 期には著しく減少するという。
　インダス文明を代表する器物である海産性巻貝を
用いた装身具の生産・流通システムを考える上でき
わめて重要な遺跡である。その生産にハラッパー文
化が関与していたこと、文明後半期には在地の文化
集団がその担い手になった可能性を示唆している。
【発掘調査機関】
K.T.M. Hegde (M.S. University of Baroda)
【所在地】
Jamnagar District
【緯度・経度】
22º18’00”N, 69º02’00”E (Possehl 1999: 800)
モーティ・ピープリー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
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22º20’N 69º03’E (Sonawane 2004: 71)
【発掘調査年度】
1983 (IAR 1983-4: 17-18)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Hegde, K.T.M., K.K. Bhan, V.H. Sonawane, K. Krishnan and 
D.R. Shah (1990) Excavation at Nageswar, Gujarat: A 
Harappan Shell Working Site on the Gulf of Kutch. Maharaja 
Sayajirao University, Baroda.
（2）その他の参考文献
Bhan, K.K. and J.M. Kenoyer (1984) Nageswara: A Mature 
Harappan shell working site on the Gulf of Kutch. Journal 
of the Oriental Institute 34(1-2): 67-80.
Sonawane, V.N. (2004) “Nageshwar: A centre of Harappan 
shell craft in Saurashtra”, in Dilip K. Chakrabarti (ed.) 
Indus Civilization Sites in India: New Discoveries. Marg 
Publications, Mumbai. pp.71-79.
80　ナーグワーダー遺跡　Nagwada
　グジャラート地方北部に位置するこの遺跡では、
4 ヶ所のマウンドのうち 1 ヶ所で発掘調査が実施さ
れている（Hegde et al. 1988）。確認された遺構・遺物
の中心は文明期に属するものであるが、4 基の墓葬
からは先文明期終末頃の土器が出土している。
　墓葬出土の土器は在地のアナルタ式土器ともハ
ラッパー式土器とも異なるもので、シンド地方もし
くはバローチスターン高原南部との関係が示唆され
る土器である。モーティ・ピープリー遺跡、サーン
トリー遺跡、スールコータダー遺跡の墓葬を中心と
する土器に共通するもので、文明終末期の地域間交
流を考える上で重要である。
　居住域からは瑪瑙、アマゾナイト、貝を石材とす
るビーズ生産と海産性巻貝を素材とする腕輪の生
産を示唆する遺物が出土している。土器ではハラッ
パー式土器のほかに白色彩文黒縁赤色土器やアナル
タ式土器が出土している。植物文を描いたハラッ
パー式彩文土器は Quivron 編年の中段階に相当する
ものであろう。居住域は、黒縁赤色土器の存在も勘
案して、文明期中葉から後葉の遺跡である可能性が
高い。
【発掘調査機関】
K.T.M. Hegde (M.S. University of Baroda)
【所在地】
Surendranagar District
【緯度・経度】
23º20’N, 71º41’E (IAR 1987-88: 19)
23º17’20”N, 71º41’30”E (Possehl 1999: 800)
20º30’N, 71º41’E (Sonawane 2004: 77)
【発掘調査年度】
1985 (IAR 1985-86: 20-21), 1986 (IAR 1986-87: 30-31), 
1987 (IAR 1987-88: 19-20), 1988 (IAR 1988-89: 13-17), 
1989 (IAR 1989-90: 26)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Hegde, K.T.M., V.H. Sonawane, K.K. Bhan, P. Ajitpresad 
and K. Krishnan and (1990) “Excavations at Nagwada - 
1987-88: A preliminary report”, in N.C. Ghosh and S. 
Chakrabarti (eds.) Adaption and Other Essays: Proceedings 
of the Archaeology Conference 1988. Shantiniketan, Visva-
Bharati Research Publications. pp.191-195.
Hegde, K.T.M., V.H. Sonawane, D.R. Shah, K.K. Bhan, P. 
Ajitpresad, K. Krishnan and S. Prathapachandra (1988) 
Excavations at Nagwada - 1986-87: A preliminary report. 
Man and Environment 12: 55-65.
（2）その他の参考文献
Bhan, K.K. and Dakshayini Gowda (2003) Shell working at 
Nagwada (North Gujarat) with special reference to shell 
industries of the Harappan tradition in Gujarat. Man and 
Environment 28(2): 51-80.
Sonawane, V.H. (1995) “Harappan gold ornaments from 
Nagwada ,  Gujarat” ,  in C. Margbandhu and K .S. 
Ramachandra (eds) Spectrum of Indian Culture, Prof. S.B. 
Deo Felicitation Volume. Agam Kala Prakashan, New Delhi. 
pp. 84-88
Sonawane, V.H. (2000) “Recently discovered ostrich egg 
shells from Nagwada, Gujarat”, in K.D. Bajpai, Rasesh 
Jamindar and P.K. Trivedi (eds.) Gleanings of Indian 
Archaeology, History and Culture (Professor R.N. Mehta 
Commemoration Volume). Publication Scheme, Jaipur. pp. 
14-17.
81　オーリヨー・ティムボー遺跡　Oriyo Timbo
　この遺跡では、グジャラート州考古局とペンシル
ヴァニア大学博物館の共同調査として発掘調査が実
施され、細石器石器群およびラングプル遺跡 III 期
（輝赤色磨研土器文化期）併行期の 2 つの文化層が
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確認されている。
【発掘調査機関】
Gregory Possehl (Pennsylvania University) and C.M. Atri 
(Gujarat State Department of Archaeology) in 1981-2
Gregory Possehl and M.H. Raval (Gujarat State Department 
of Archaeology) in 1989-90
【所在地】
Bhavnagar District
【緯度・経度】
21º54’N, 71º32’E (Rissman and Chitalwala eds. 1990)
21º53’12”N, 71º36’16”E (Possehl 1999: 804)
【発掘調査年度】
1981 (Rissman and Chitalwala 1990), 1989-90 
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Rissman, Paul C. and Y. M. Chitalwala (1990) Harappan 
Civilization and Oriyo Timbo. Oxford & IBH, New Delhi. 
（2）その他の参考文献
82　パーブーマト遺跡　Pabumath
　5m に及ぶ文化層を有するこの遺跡では、石積建
物遺構とインダス印章、ハラッパー式土器などが出
土している（IAR 1977-78, 1978-79, 1980-81）。報文で
はポスト文明期の遺跡とされているが、文明期の遺
跡と判断してよいであろう。ただし、短い概報のみ
しか公表されておらず、詳細は不明である。
【発掘調査機関】
Y.M. Chitalwala (Gujarat State Department of Archaeology)
【所在地】
Kachchh District
【緯度・経度】
23º37’N, 70º31’E (Ghosh 1989: 323)
23º37’00”N, 70º31’00”E (Possehl 1999: 805)
23º36’52.6”N, 70º30’09.7”E (GPS)
【発掘調査年度】
1977 (IAR 1977-78: 21), 1978 (IAR 1978-79: 67-8), 1980 
(IAR 1980-81: 14)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
83　パードリー遺跡　Padri
　キャンベイ湾に面するサウラーシュトラ半島東端
部に位置するこの遺跡では、発掘調査の結果、I 期：
先文明期、II 期：文明期、III 期：初期歴史時代か
らなる文化編年が設定されている（Shinde 2004）。
　先文明期の下層では粘土で築かれた建築遺構が、
上層では粘土と日干煉瓦を併用した建築遺構が検出
されている。上層の建築遺構では銅器生産および石
器もしくはビーズの製作址に推定される部屋空間
が確認されている。先文明期の土器は粗製の彩文
土器を特徴とし、パードリー式土器の名称が与え
られたが（Shinde and Kar 1992）、アナルタ式土器に
共通する特徴を有している（デカン・カレッジの P. 
Shirvarkal の教示による）。また、先文明期とされた
層位からハラッパー文字を刻んだ土器片が出土して
いるとされるが、この点から判断すると、I 期は文
明期にかかる時期を含むと考えるのが適切であろ
う。
　文明期には粘土と日干煉瓦を併用した建築遺構が
検出されており、ハラッパー式土器が出土する。注
目される資料として、獣角を冠した人物像を描いた
パードリー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
パーブーマト遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
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大形甕がある（Shinde 1991; Pathak 1992）。
【発掘調査機関】
Vasant Shinde (Deccan College)
【所在地】
Bavnagar District
【緯度・経度】
21º20’21”N, 72º06’32”E (Possehl 1999: 805)
21º20’25.1”N, 72º06’34.0”E (GPS)
【発掘調査年度】
1990 (Shinde 1991), 1991 (IAR 1991-92: 21-22), 1992, 1993 
(IAR 1993-94: 34-38), 1994, 1995
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Shinde, V. (1992) Excavations at Padri-1990-91: a preliminary 
report. Man and Environment 17(1): 79-86.
（2）その他の参考文献
Pathak, V. S. (1992) Buffalo-horned human figure on the 
Harappan jar at Padri: a note. Man and Environment 
17(1): 87-89.
Shinde, V. (1991) A horn-headed human figure on a 
Harappan jar from Padri, Gujarat. Man and Environment 
16(2): 87-89.
Shinde, V. (1992) Padri and the Indus Civilization. South 
Asian Studies 8: 55-66.
Shinde, V. (1998) Pre-Harappan Padri culture in Saurashtra: 
the recent discovery. South Asian Studies 14: 173-182.
Shinde, V. (2004) “Saurashtra and the Harappan sites 
of Padri and Kuntasi”, in Dilip K. Chakrabarti (ed.) 
Indus Civilization Sites in India: New Discoveries. Marg 
Publications, Mumbai. pp. 64-70.
Shinde, V. (2006) “Padri: the early Harappan site in Gujarat”, 
in D.P. Sharma and M. Sharma (eds.) Early Harappan and 
Indus-Sarasvati Civilization. Kaveri Book, Delhi. pp.151-
158.
Shinde, V. and S. B. Kar (1992) Padri ware: A new painted 
ceramic found in Harappan level at Padri in Gujarat. Man 
and Environment 17(2): 105-110.
Shinde, V. and E. Thomas (1992) A unique Harappan copper 
fish-hook from Padri, Gujarat. Man and Environment 
18(2): 145-147.
84　ピタディアー遺跡　Pithadia
　試掘調査の結果、2 時期からなる遺跡編年が確認
されている（IAR 1957-58）。I 期はハラッパー式土
器と粗製の灰色土器が出土し、II 期には輝赤色土器
が出土するとされる。
【発掘調査機関】
P.P. Pandhya (Gujarat State Department of Archaeology)
【所在地】
Rajkot District
【緯度・経度】
21º46’00”N, 70º40’00”E (Possehl 1999: 809)
【発掘調査年度】
1957 (IAR 1957-58: 20-21)
 【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
85　プラバース・パータン（ソームナート）遺跡　
Prabhas Patan  (Somnath)
　1956 ～ 57 年の調査で、I 期：ポスト文明期、II 期：
ポスト文明期（輝赤色土器文化）、III・IV 期：初期
歴史時代（黒縁赤色土器・北方黒色磨研土器・粗
製赤色土器）、V 期：歴史時代（赤色磨研土器）、VI
期：中世期からなる文化編年が提示された。その後、
1971 ～ 72 年の調査で I 期：文明期終末（前 2000 ～
前 1800 年とされる）、II 期：ポスト文明期（プラバー
ス式土器、前 1800 ～前 1500 年とされる）、III 期ポ
スト文明期（輝赤色土器、前 1500 ～ 1200 年とされ
る）、IV 期：初期歴史時代、VI 期：歴史時代からな
る新たな遺跡編年が設定されることになった。その
後の研究で、文明期以前にさかのぼる文化層（先プ
ラバース文化期）の存在が指摘されるにいたってい
る（Dhavalikar and Possehl 1992）。
【発掘調査機関】
P.P.Pandya (State Department of Archaeology, Saurashtra) 
プラバース・パータン遺跡　平面図
（Nanavati et al. 1971 より）
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and B.B. Subbharao (M.S. University of Baroda) in 1955-56
H.D. Sankalia (Deccan College) in 1971, 1975 and 1976
【所在地】
Jamnagar District
【緯度・経度】
20º47’00”N, 70º30’00”E (Possehl 1999: 825)
【発掘調査年度】
1955 (IAR 1955-56: 7-8), 1956 (IAR 1956-57: 16-17), 1971 
(IAR 1971-72: 12-13), 1975 (IAR 1975-76: 13), 1976 (IAR 
1976-77: 17-18)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Nanavati, J.M., R.N. Mehta and S.N. Chaudhary (1971) 
Somnath 1956. Department of Archaeology, Gujarat State 
and the M.S. University of Baroda, Baroda.
（2）その他の参考文献
Dhavalikar, M.K. and G.L. Possehl (1992) The Pre-Harappan 
Period at Prabhas Patan and the Pre-Harappan Phase in 
Gujarat. Man and Environment 17(1): 72-78.
86　ラングプル遺跡　Rangpur
　1935 年に発見されたこの遺跡は、インダス文明
の広がりがグジャラート地方のサウラーシュトラ半
島にまで及んでいることを明らかにしたことで注目
された。S.R. Rao による 1950 年代の発掘調査で、I
～ III 期に及ぶ文化編年が設定された。I 期は細石
器石器群を特徴とする中石器文化期に属し、II 期が
前 3 千年紀から前 2 千年紀に相当する。IIA 期は文
明期に属し、水平平行線文を特徴とする土器（いわ
ゆるソーラト・ハラッパー式土器）が主体的に出土
している。すでにこの段階で黒縁赤色土器が少量な
がら出土している。IIB 期にもソーラト・ハラッパー
系統の土器が出土するが、IIC 期から III 期に特徴
的となる胴部下半に屈曲部を設けた鉢が初現する。
IIC 期と III 期を特徴づけるのが輝赤色土器（Lustrous 
Red Ware）で、この時期までにはソーラト・ハラッ
パー系統の土器の要素はきわめて稀薄になる。III
期には比較的まとまった量の黒縁赤色土器が出土し
ている。
　グジャラート地方の文化編年の基軸としてみなさ
れてきた遺跡であり、特に文明期の終末以降の様相
を知る上では依然としてその重要性は高い。Rao は
II 期と III 期を前 2 千年紀初頭から前 1 千年紀初頭
までの年代幅で捉えたが、前 3 千年紀末ないし前 2
千年紀初頭から前 2 千年紀前半のより短い時間幅が
適切であろう。
【発掘調査機関】
M.S. Vats (ASI) in 1934-35
G.S. Ghurye (Bombay University) in 1939
M.G. Dikshit (Deccan College) in 1947
S.R. Rao (ASI) in 1953-1956
【所在地】
Surendranagar District
【緯度・経度】
22º26’N, 71º55’E (Ghosh 1989: 370)
22º23’56”N, 71º55’19”E (Possehl 1999: 814)
22º23’57.2”N, 71º55’36.9”E (GPS)
【発掘調査年度】
1934 (Vats 1934-35), 1936 (Ghurye 1939), 1947 (Dikshit 
1950), 1953 (IAR 1953-54: 7), 1954 (IAR 1954-55: 11-12), 
1956 (Rao 1963)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Vats, M.S. (1934-5) Trial excavations at Rangpur, Limbdi 
State, Kathiawar. Annual Report of the Archaeological 
Survey of India 1934-35: 34-8.
ラングプル遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
ラングプル遺跡　平面図
（Rao et al. 1962 より）
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Ghurye, G.S. (1939) Two sites in Kathiawar. Journal of the 
University of Bombay 8: 1-18.
Dikshit, M.G. (1950) Excavations at Rangpur - 1947. Bulletin 
of the Deccan College Research Institute 11: 3-55.
Rao, S.R . (1963) Excavations at Rangpur and other 
explorations in Gujarat. Ancient India 18-19: 5-207.
（2）その他の参考文献
87　ロージディー遺跡　Rojdi
　ロージディー遺跡はサウラーシュトラ半島中央部
に広がる高原地帯に位置し、バーダル川の河岸段丘
上に立地する。すでに 1950 年代から 1960 年代に断
続的な発掘調査が実施されていたが、1980 年代か
ら1990年代にG.L. Possehlを中心とする調査隊によっ
て発掘調査が実施され、遺跡の変遷が明らかにされ
た（Possehl and Raval 1989）。
　出土土器をもとに A ～ C 期に細分され、C 期を
中心とする石積建築が検出されている。注目される
のは文明終末期に位置づけられる C 期に遺跡全体
を囲む石積周壁が築かれることである。
　出土土器はソーラト・ハラッパー式土器、砂粒混
土器などで、サウラーシュトラ半島の土器編年の基
礎資料となっている。Possehl はグジャラート地方の
発掘遺跡の C-14 測定年代値に基づいてソーラト・
ハラッパー式土器の起源を前 2500 年前後に引き上
げるが（Possehl and Herman 1990）、ソーラト・ハラッ
パー式土器が層位的に文明後半期に位置づけられる
遺跡も多く、その起源をめぐって再検討の必要があ
る。
　また、この遺跡では体系的な植物遺存体の採取に
よって、栽培植物利用形態の復元が行われている
（Weber 1991）。
【発掘調査機関】
P.P. Pandya (ASI) in 1957-9, M.A. Dhaky (ASI) in 1962-3 
and 1964-5
Gregory Possehl (University of Pennsylvania Museum) and 
M.H. Raval (Gujarat State Department of Archaeology) in 
1983-6
Gregory Possehl and D.P. Mahta (Gujarat State Department 
of Archaeology) in 1992-3
Gregory Possehl and Y.M. Chitalwala (Gujarat State 
Department of Archaeology) in 1993-4
【所在地】
ロージディー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
ロージディー遺跡　平面図
（Possehl 2002 より）
Rajkot District
【緯度・経度】
21º51’N, 70º54’E (Ghosh 1989: 376)
21º51’47”N, 70º55’08”E (Possehl 1999: 805)
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21º51’48.8”N, 70º55’10.3”E (GPS)
【発掘調査年度】
1957 (IAR 1957-58: 18-23), 1958 (IAR 1958-59: 19-21), 
1962 (IAR 1962-63: 8), 1964 (IAR 1964-65: 12), 1982 (IAR 
1982-83: 28), 1983 (IAR 1983-84: 19-20), 1984 (IAR 1984-
85: 18), 1985 (IAR 1985-86: 19), 1992 (Possehl and Mehta 
1994), 1993, 1994
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Possehl, G.L., Y.M. Chitalwala, P.C. Rissman and G.E. 
Wagner (1984) Excavations at Rojdi: 1982-83. Purātattva 
13-14: 155-163.
Possehl, G.L., Y.M. Chitalwala, P.C. Rissman, G.E. Wagner, 
P.Cratree and J. Longenecker (1985) Preliminary report on 
the second season of excavations at Rojdi: 1983-84. Man 
and Environment 9: 80-100.
Possehl, G.L. and D.P. Mehta (1994) “Excavations at Rojdi 
1992-93”, in Asko Parpola and Petteri Koskikallio (eds) 
South Asian Archaeolog y 1993. Annales Academiae 
Scientiarum Fennicae, Helsinki. pp. 603-14.
Possehl, G.L. and M.H. Raval (1989) Harappan Civilization 
and Rojdi. Oxford & IBH, New Delhi. 
（2）その他の参考文献
Possehl ,  G.L. and C.F. Herman (1990) “The Sorath 
Harappan: A New Regional Manifestation of the Indus 
Urban Phase”, in M. Taddei (ed.) South Asian Archaeology 
1987. IsMEO, Rome. 295-319.
Weber, S.A. (1991) Plants and Harappan Subsistence: an 
Example of Stability and Change from Rojdi. Oxford & 
IBH/American Institute of Indian Studies, New Delhi.
88　サーントリー遺跡　Santhli
　グジャラート北部に位置するこの遺跡は砂丘地帯
に位置しており、サーントリー II 遺跡で発掘調査
が実施されている（IAR 1993-94）。2 時期の文化層
が確認されており、I 期は細石器石器群を特徴とす
る中石器文化期、II 期は墓葬を特徴とする金石併用
文化期に位置づけられている。墓葬は二体合葬墓
と幼児墓各 1 基からなる。墓葬から出土する土器は
ナーグワダー遺跡やモーティ・ピープリー遺跡から
出土した土器に共通するもので、初期ハラッパー文
化段階に位置づけられている（Ajithprasad 2002）。
【発掘調査機関】
V.S. Parekh, V.H. Sonawane (M.S. University of Baroda)
【所在地】
Banaskantha District
【緯度・経度】
23º54’10”N, 71º30’00”E for Santhli-I
23º54’00”N, 71º29’10”E for Santhli-II
23º53’50”N, 71º29’00”E for Santhli-III
23º54’00”N, 71º28’50”E for Santhli-IV
23º54’00”N, 71º30’20”E for Santhli-VI
23º54’15”N, 71º29’50”E for Santhli-V
 (Possehl 1999: 819).
【発掘調査年度】
1993 (IAR 1993-94: 25-31), 1994 (IAR 1994-95: 11-16)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
Ajithprasad, P. (2002) “The Pre-Harappan Cultures of 
Gujarat”, in S. Settar and Ravi Korisettar (eds.) Indian 
Archaeolog y in Retrospect vol.I: Prehistory .  ICHR/
Manohar, New Delhi. pp. 129-158.
89　シカールプル遺跡　Shikarpur
　カッチ湾湾奥部に位置するこの遺跡では、1987
～ 1989 年の調査で文明期を中心とする遺跡である
ことが確認された。3 つの小マウンドからなるこの
遺跡は、南北 224m、東西 236m を測る。発掘調査
の結果、3 ～ 4 時期の構築時期からなる遺構群が検
出され、下層では日干煉瓦積建物、上層では石積建
物が検出されている。
　2007 年からマハーラージャ・サヤジラーオ大学
によって発掘調査が実施されており、遺跡を囲遶す
シカールプル遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
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ると推定される日干煉瓦積周壁が確認されている
（同大学の P. Ajithpsrasad の教示による）。
【発掘調査機関】
M.H. Raval (Department of Archaeology, Government of 
Gujarat)
【所在地】
Kachchh District
【緯度・経度】
23º16’N, 70º41’E (IAR 1987-88: 14)
23º07’00”N, 70º35’00”E (Possehl 1999: 805)
23º14’15.3”N, 70º40’37.5”E (GPS)
【発掘調査年度】
1987 (IAR 1987-88: 14-15), 1988 (IAR 1988-89: 10), 1989 
(IAR 1989-90: 20-21)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
Thomas, P.K., P.P. Joglekar, Arti Deshpande-Mukherjee and 
S.J. Pawankar (1995) Harappan subsistence patterns with 
special reference to Shikarpur, a Harappan site in Gujarat. 
Man and Environment 20: 37-42.
90　スールコータダー遺跡　Surkotada
　カッチ地方のリトル・ラン湿原に面するところに
位置するこの遺跡では、発掘調査の結果、それぞれ
石積および日干煉瓦積を併用した周壁によって囲ま
れた城塞部と居住区域に推定される区画が東西に連
接した平面形態が確認されている（Joshi 1993）。建
築遺構は関連層序および出土土器から IA ～ IC 期
に細分されている。周壁は IA 期から築かれている
が、平面形の詳細が明らかにされた IC 期には、隅
角部および城塞部と居住域の接する部分に稜堡が設
けられ、城塞部南側周壁には大規模な城門施設が築
かれている。城塞部、居住域ともに内部では石積を
中心とする建築遺構が検出されている。
　出土遺物には、土器のほかにローフリー産チャー
ト製石刃石器、準貴石製ビーズ、銅器、骨器、凍石
製インダス印章（1 点）、土製印章（1 点）など多様
である。ビーズには未成品が含まれるとともに、ま
た海産性貝を用いた腕輪の製作に関わる残滓も出土
しており、明確な工房域は確認されなかったものの、
装身具生産が行われていたことを示している。
　出土土器でみると、IA・IB 期にはハラッパー式
スールコータダー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
スールコータダー遺跡　平面図
（Joshi 1990 より）
土器とアナルタ式土器、IC 期にはソーラト・ハラッ
パー式土器と黒縁赤色土器および砂粒混土器が出土
する。IA 期のハラッパー式彩文土器には G. Quivron
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編年の古段階から中段階に相当する資料が含まれ
る。また、IB 期には中段階以降のハラッパー式彩
文土器が出土する。
　また、集落域の北約 300m のところで墓地が確認
されており、4 基の墓葬が発掘されている。墓坑内
でわずかに人骨片が確認されたのは 2 基であるが、
いずれからも土器もしくは土器片が出土している。
墓坑を埋めたあとに、地表面の高さに板石を被せる
ものと、石塊を集積させたものがある。出土土器は
報告者によれば集落域の IA 期に相当する特徴をも
つとされるが、公表された実測図からみると、ナー
グワダー遺跡やモーティ・ピープリー遺跡、サーン
トリー遺跡出土の土器に類似する。
　この遺跡の調査ののち、カッチ地方ではドーラー
ヴィーラー遺跡が発掘され注目を浴びることになっ
たが、小規模ながらもスールコータダー遺跡もカッ
チ地方における文明期の様相を考える上で重要であ
る。
【発掘調査機関】
Jagat Pati Joshi (ASI)
【所在地】
Kachchh District
【緯度・経度】
23º37’N, 70º50’E (Ghosh 1989: 424)
23º37’00”N, 70º50’00”E (Possehl 1999: 805)
23º36’40.7”N, 70º55’02.3”E (GPS)
【発掘調査年度】
1970 (IAR 1970-1: 13-15), 1971 (IAR 1971-2: 13-21)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Joshi, J.P. (1990) Excavation at Surkotada 1971-72 and 
Exploration in Kutch. Memoirs of the Archaeological 
Survey of India no.87. Archaeological Survey of India, 
New Delhi.
（2）その他の参考文献
Bökönyi, S. (1997) Horse remains from the prehistoric site of 
Surkotada, Kutch, Late 3rd Millennium B.C. South Asian 
Studies 13: 297-307.
Meadow, Richard H. and Ajita K. Patel (1997) A comment on 
‘horse remains from Surkotada  by Sandor Bökönyi. South 
Asian Studies 13: 308-315.
Possehl, G.L. (1997b) “The date of the Surkotada cemetery: 
a reassessment in light of recent archaeological work in 
Gujarat”, in J.P. Joshi (ed.) Facets of Indian Civilization - 
Recent Perspective. Aryan Book International, Delhi. pp. 
81-87.
Sharma, A.K. (1974) Evidence of horse from the Harappan 
settlement at Surkotada. Purātattva 7: 75-76.
91　ターラーグダ遺跡　Taraghda
　小規模な発掘調査が行われており、プラバース式
土器に類似する土器が出土している。
【発掘調査機関】
Gujarat State Department of Archaeology
【所在地】
Rajkot District
【緯度・経度】
21º44’00”N, 70º26’00”E (Possehl 1999: 827)
【発掘調査年度】
1978 (IAR 1978-9: 68)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
92　ヴァーガド遺跡　Vagad
　この遺跡はサウラーシュトラ半島内陸部からキャ
ンベイ湾に向って流下するバーダル川下流域に位置
する遺跡である。南北 450m、東西 300m の中規模
遺跡であるが、発掘調査の結果、厚さ 1m の文化層
に IA ～ C 期に細別される文化層序が確認されてい
る。検出された遺構は平面円形の平地式小屋状住居
で柱穴を伴う。また、その床面に大形の甕が埋設さ
れた貯蔵施設や炉址が確認されている。
　土器のほかに、各種素材のビーズ、各種土製品、
銅製品、石製および土製のおもり各 1 点（26.580g
および 32.530g）、磨石・石皿などの遺物が出土して
いる。土器はソーラト・ハラッパー式土器を主体と
しており、ラングプル遺跡 IIA・IIB 期、ロータル遺
跡 B 期、ロージディー遺跡 A・B 期、スールコータ
ダー IC 期との併行関係が指摘されている（Sonawane 
and Mehta 1985）。
【発掘調査機関】
V.H. Sonawane and R.N. Mehta (M.S. University of Baroda)
【所在地】
Ahmedabad District
【緯度・経度】
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22º19’00”N, 71º52’00”E (Possehl 1999: 832)
【発掘調査年度】
1981 (Sonawane and Mehta 1985)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Sonawane, V.H. and R.N. Mehta (1985) Vagad - a rural 
Harappan settlement in Gujarat. Man and Environment 9: 
38-44.
（2）その他の参考文献
93　ヴァラビー遺跡　Valabhi
　サウラーシュトラ半島東部に位置するこの遺跡は
200×200m の小規模遺跡で、試掘調査の結果、厚さ
0.50m 以下の薄い文化層から平面円形の平地式小屋
状建物遺構 2 基と、土器、ウシ・シカからなる動物
遺存体が出土している。
　発掘者は付近が夏季に洪水が頻発する地域で定住
生活には不適であることと、実際に発掘された小屋
状建物および動物遺存体などから、遊牧キャンプの
遺跡と推定している。
【発掘調査機関】
R.N. Mehta (M.S. University of Baroda)
【所在地】
Bhavnagar District
【緯度・経度】
21º53’00”N, 71º53’00”E (Possehl 1999: 832)
【発掘調査年度】
1979 (IAR 1979-80: 24)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Mehta, R.N. (1984) “Valabhi: A station of Harappan cattle 
breeders”, in B.B. Lal and S.P. Gupta (eds) Frontiers of the 
Indus Civilization. Books and Books, Delhi. pp. 227-230.
（2）その他の参考文献
94　ワルターン遺跡　Warthan
　試掘調査の結果、下層から黒色彩文土器、上層か
ら黒縁赤色土器が出土している（IAR 1961-62）。短
い報文のみであり、詳細は不明である。
【発掘調査機関】
K.V. Soundara Rajan (ASI)
【所在地】
Surat District
【緯度・経度】
21º22’00”N, 72º51’00”E (Possehl 1999: 834)
【発掘調査年度】
1961 (IAR 1961-62: 1)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
（2）その他の参考文献
95　ゼーカダー遺跡　Zekhada
　グジャラート北部に位置するこの遺跡では、発掘
調査の結果、平面円形の小屋状建物遺構とハラッ
パー式土器およびポスト文明期のグジャラート地方
の土器に類似する土器が出土している。文明期の村
落遺跡の発掘事例として重要である。
【発掘調査機関】
R.N. Mehta (M.S. University of Baroda)
【所在地】
Banaskantha District
【緯度・経度】
23º40’N, 71º20’E (Ghosh 1989: 470)
23º51’00”N, 71º28’00”E (Possehl 1999: 834)
【発掘調査年度】
1977 (IAR 1977-8: 20-21)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Momin, K.N. (1981) Excavation at Zekhada. Purātattva 12: 
156-157.
（2）その他の参考文献
マハーラーシュトラ州
Maharashtra
　マハーラーシュトラ州域では、前 3 千年紀から
前 2 千年紀にかけて、サワルダ文化、マールワー文
化、ジョールウェー文化に代表されるデカン金石併
用文化が知られるが、そのうちサワルダ文化とマー
ルワー文化の間にダーイマーバード文化と呼ばれる
文化が設定されている。このダーイマーバード文化
は文明期のグジャラート地方における土器様式の系
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譜にあるということで、「後期ハラッパー文化」に
含まれるが、その評価はグジャラート地方における
詳細な土器様式の変化の把握なくしては不可能であ
り、今後のさらなる検討を要する課題である。
96　ダーイマーバード遺跡　Daimabad
　デカン金石併用文化を代表する遺跡の一つである
ダーイマーバード遺跡では、II 期の段階においてグ
ジャラート地方の後期ハラッパー式土器に類似する
土器のほかに、インダス文字を刻んだボタン形土製
印章 2 点と同じくインダス文字を刻んだ土器片 3 点
が出土している。ポスト文明期の段階においてグ
ジャラート方面との交流があったことを示す重要な
例である。また、この II 期からは日干煉瓦積建物
および粘土造建物、日干煉瓦積の墓が検出されてい
る。続く時期以降の居住活動にともなって建物遺構
の遺存状況は悪く、その平面形態の詳細は不明であ
る。一方、墓に用いられた日干煉瓦は 32×16×8cm、
28×14×7cm という 4：2：1 の比率を示しており、グ
ジャラート方面の影響によるものかもしれない。な
お、I 期はサワルダ文化期、III 期はダーイマーバー
ド文化期、IV 期はマールワー文化期、V 期はジョー
ルウェー文化期である。
【発掘調査機関】
M.N. Deshpande (ASI) in 1958-9
S.A. Sali (ASI) in 1974-9
【所在地】
Ahmednagar District
【緯度・経度】
19º31’N, 74º42’E (Ghosh 1989:111)
19º31’00”N, 74º42’00”E (Possehl 1999: 750)
【発掘調査年度】
1958 (IAR 1958-9: 15-18), 1974 (IAR 1974-5: 29-31), 
1975 (IAR 1975-6: 31-34), 1976 (IAR 1976-7: 34-38), 1977 
(IAR 1977-8: 34-37), 1978 (IAR 1978-9: 46-52)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Sali, S.A. (1986) Daimabad 1976-79. Memoirs of the 
Archaeological Survey of India no.83. Archaeological 
Survey of India.
（2）その他の参考文献
Dhavalikar, M.K. (1969-70) Daimabad - A Rediscovery. 
Purãtattva 3: 34.
Dhavalikar, M.K. (1982) “Daimabad Bronzes”, in G.L.Possehl 
(ed.) Harappan Civilization: A Contemporary Perspectives. 
Oxford IBH and the American Institute of Indian Studies, 
New Delhi. pp.421-426.
Joshi, R.V., B.C. Deotare and A.A. Kashirsagar (1979-80) 
Chemistry of Deccan Chalcolithic Deposits from Daimabad 
and Inamgaon. Purãtattva 10: 80.
Sali, S.A. (1980-81) A Unique terracotta Figurine from the 
Jorwe Levels of Daimabad. Purãtattva 11: 183.
Sali, S.A. (1982) “The Harappans of Daimabad”, in G.L. 
Possehl (ed.) Harappan Civilization: A Contemporary 
Perspectives. Oxford IBH and the American Institute of Indian 
Studies, New Delhi. pp.175-184.
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パンジャーブ州
Punjab
　パキスタン領内のパンジャーブ地方はインダス文
明を代表する都市であるハラッパー遺跡が存在する
ものの、その周辺における遺跡数は少ない。一方、
ハークラー川涸河床が残るチョーリスターン地方で
は M.R. Mughal の分布調査によって多数の遺跡が確
認されている。発掘調査が実施された遺跡としては、
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平原部ではハラッパー遺跡とジャリールプル遺跡、
北のポトワール盆地ではサラーイ・コラー遺跡があ
る。ハラッパー遺跡の調査成果によって前 4 千年紀
後半から前 2 千年紀前半までの文化変遷が確認され
ている。先文明期においては西のゴーマル地方との
関係が強いが、文明期にはシンド地方との関係が強
化される。東のガッガル川流域との関係については
公表資料の少なさから検討することが難しい状況に
ある。ポスト文明期には H 墓地文化がハラッパー
遺跡から南のチョーリスターン地方に広がっている
パンジャーブ州および北西辺境州におけるにおけるインダス関連遺跡の分布
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ハラッパー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒ上杉彰紀）
ことが確認できるが、東のバーラー文化やミタータ
ル IIB 期文化との関係は十分に検討がなされていな
い。
1　ハラッパー遺跡　Harappa
　いうまでもなくインダス文明を代表する都市遺跡
の一つで、インダス文明研究の初期の発掘調査だ
けでなく、1986 年以来実施されているアメリカ隊
（Harappa Archaeological Research Project）による調査に
よってインダス文明研究を牽引する遺跡となってい
る。アメリカ隊の調査によって、1 期：ラーヴィー
文化期（先文明期、前 3700 ～前 2800 年）、2 期：コー
ト・ディジー文化期（先文明期：初期ハラッパー文
化段階、前 2800 ～前 2600 年）、3 期：ハラッパー文
化期（文明期、前 2600 ～前 1900 年）、4 期：変容期、
5 期：H 墓地文化期（ポスト文明期、4・5 期合わせ
て前 1900 ～前 1700 年）の文化層が確認されている。
　AB マウンド、E マウンドの調査を中心に、各時
期の遺跡の広がりと都市の発展過程が復元されてい
るほか、周壁、居住域、工房跡など文明の形成過
程の解明に膨大な資料を提供している。また、J.M. 
Kenoyer による各種工芸品の製作技術復元研究や R. 
Law による石材流通研究、R.H. Meadow および W.R. 
Belcher による動物考古学研究、S. Weber による植物
考古学研究など、多彩な研究が進められているのも
ハラッパー遺跡の調査の大きな成果である。
【発掘調査機関】
Rai Bahadur Daya Ram Sahni (ASI)
M.S. Vats (ASI)
H. Nazim (ASI)
M.H. Kuraishi (ASI)
H.L. Srivastava (ASI)
K.N. Sastri (ASI)
R.E.M. Wheeler (ASI)
M.R. Mughal (Department of Archaeology and Museums, 
Pakistan)
George F. Dales, Mark Kenoyer and Richard H. Meadow 
(Harappa Archaeological Research Project)
【所在地】
Sahiwal District
【緯度・経度】
30º38’00”N, 72º52’00”E (Possehl 1999: 764).
【発掘調査年度】
1920 (Sahni 1923: 8-26), 1923 (Sahni 1926: 22), 1924 
ハラッパー遺跡　平面図
（Meadow and Kenoyer 1997 より）
第 3 章　パキスタンのインダス遺跡
- 97 -
(Sahni 1927), 1926 (Vats 1930), 1927 (Vats 1931), 1928 
(Vats 1933), 1929 (Vats 1935), 1930 (Vats 1936), 1931 (Vats 
1936), 1932 (Vats 1936), 1933 (Vats 1936), 1934 (Nazim 
1937: 31-33), 1935 (Kuraishi 1938), 1936 (Srivastava 1940: 
39-41), 1937 (Sastri 1965,2: 39-40), 1938 (Sastri 1965,2: 39-
40), 1939 K.N. Sastri (Sastri 1965,2: 39-40), 1940 (Sastri 
1965,2: 39-40), 1946 (Wheeler 1947), 1966 (Mughal 1968), 
1986 (Dales 1986), 1987 (Dales and Kenoyer 1987), 1988 
(Dales and Kenoyer 1988), 1989 (Dales and Kenoyer 1989), 
1990 (Dales and Kenoyer 1990), 1991 (Meadows ed. 1991), 
1992  (Kenoyer and Meadow 1992), 1993, 1994 (Meadow 
and Kenoyer 1998), 1995, 1996 (Meadow et al. 1998), 1998 
(Meadow et al. 1999), 2000 (Meadow et al. 2001), 2006
【参考文献】
（1）発掘報告書
Meadow, R.H. (ed.) (1991) Harappan Excavations 1986-
1990: A Multi- disciplinary Approach to Third Millennium 
Urbanism. Prehistory Press, Madison.
Meadow, R .H. and J.M. Kenoyer (1993) Excavation at 
Harappa 1992 & 1993. Pakistan Archaeology 28: 55-107.
Meadow, R.H. and J.M. Kenoyer (1994) “Excavation at 
Harappa 1993: the city walls and inscribed materials”, 
in Asko Parpola and P. Koskikallio (eds.) South Asian 
Archaeolog y 1993. Annales Academiae Scientiarum 
Fennicae, Helsinki. pp. 451-470.
Meadow, R.H. and J.M. Kenoyer (1998) “Excavation at 
Harappa 1994-1995: new perspectives on the Indus script, 
craft activities and city organization”, in R. Allchin and B. 
Allchin (eds.) South Asian Archaeology 1995. Oxford & 
IBH, New Delhi. pp. 139-172.
Meadow, R.H., J.M. Kenoyer and R.P. Wright (1998) Harappa 
Archaeological Research Project: Harappa Excavations 1996. 
Peabody Museum, Cambridge.
Meadow, R.H., J.M. Kenoyer and R.P. Wright (1999) Harappa 
Archaeological Research Project: Harappa Excavations 1998. 
Report submitted to the Director- General of Archaeology 
and Museums, Government of Pakistan, Karachi. 
Meadow, R.H., J.M. Kenoyer and R.P. Wright (2001) Harappa 
Archaeological Research Project: Harappa Excavations 2000 
and 2001. Report submitted to the Director-General of 
Archaeology and Museums, Government of Pakistan, 
Karachi.
Vats, M.S. (1940) Excavations at Harappa. Government of 
India Press, Delhi.
Wheeler, Mortimer (1947) Harappa 1946: The defenses and 
cemetery R-37. Ancient India 3: 58-130.
（2）その他の参考文献
Belcher, W.R. (1991) “Fish resources in an early urban context 
at Harappa”, in R.H. Meadow (ed.) Harappa Excavations 
1986-1990: A Multidisciplinary Approach to Third 
Millennium Urbanization. Prehistory Press, Madison. pp. 
107-120
Belcher, W.R . (1994b) “Riverine fisheries and habitat 
exploitation of the Indus Valley Tradition: An example 
from Harappa”, in A. Parpola and P. Koskikallio (eds.) 
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Harappa”, in R. Meadow (ed.) Harappa Excavations 1986-
1990: A Multidisciplinary Approach to Third Millennium 
Urbanism. Prehistory Press, Madison. pp. 121-126.
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2　ジャリールプル遺跡　Jalilpur
　ハラッパー遺跡から下ったところにあるラー
ヴィー川を発掘調査によって、I 期：トチ・ゴーマ
ル文化関連およびハークラー文化関連の文化層（先
文明期）、II 期：コート・ディジー文化期（先文明期）
からなる遺跡編年が確認されている。概報のみで詳
細は不明であるが、前 4 千年紀後半の段階に北西の
ジャリールプル遺跡　平面図
（Mughal 1972 より）
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パンジャーブ地方とゴーマル地方との関係が確認さ
れたことは先文明期の地域間交流の様相を考える上
で重要である。
【発掘調査機関】
M.R. Mughal (Pakistan Department of Archaeology)
【所在地】
Sahiwal District
【緯度・経度】
30º32’00”N, 72º07’00”E (Possehl 1999: 803)
【発掘調査年度】
1971 (Mughal 1972), 1975
【参考文献】
（1）発掘報告書
Mughal, M.R . (1972) Excavation at Jalilpur. Pakistan 
Archaeology 8: 117-124.
Mughal, M.R. (1974) New evidence of the Early Harappan 
culture from Jalilpur, Pakistan. Archaeology 27(2): 106-113.
（2）その他の参考文献
3　クドワーラー・テール遺跡　Kudwala Ther
　チョーリスターン地方のハークラー川涸河床沿い
に所在する遺跡で、A. Stein がこの地域の分布調査
を実施した際に発見した。ポスト文明期の遺跡で、
M.R. Mughal によれば 38.1ha を測るという（Mughal 
1997: 52）。この推定面積が正しいとすれば、ポスト
文明期における一大拠点遺跡であることは確かであ
り、文明期からポスト文明期への移行期における既
存の都市の廃絶と新たな拠点集落の形成という社会
変容を理解する上で重要な遺跡となろう。出土土器
には H 墓地式土器が含まれる。
【発掘調査機関】
A. Stein (ASI)
【所在地】
Bahawalpur District
【緯度・経度】
29º11’30”N, 71º53’00”E (Possehl 1999: 785)
【発掘調査年度】
1942 (Stein 1943: 113-115)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Stein, Aurel (1943) An Archaeological Tour Along the Ghaggar-
Hakra River, 1940-42. American Documentation Institute 
Microﬁlm no. ADI-4861.
（2）その他の参考文献
4　サラーイ・コーラー遺跡　Sarai Khola
　パンジャーブ平原からソルト山脈を越えて北の山
間地帯へと移っていくポトワール盆地に所在する遺
跡で、発掘調査の結果、I 期：新石器文化期、II 期：
コート・ディジー文化期からなる文化層が確認され
サラーイ・コーラー遺跡
（撮影：R. Law　Ⓒ R. Law）
サラーイ・コーラー遺跡　平面図
（Halim 1972 より）
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ている。ここでコート・ディジー文化の存在が確認
されたことは、ブルザホーム遺跡で確認された平原
部と山間地帯との関係、新石器文化とコート・ディ
ジー文化の関係を考える上で重要な資料を提供して
いる。平原部に展開したコート・ディジー文化が山
間地帯へとその交流圏を広げていたことは確実であ
る。
【発掘調査機関】
M.A. Halim (1968-1972), The Pakistan Department of 
Archaeology and the University of Islamabad (1972), F.R. 
Allchin (Cambridge University) and Peshwar University 
(1981-82)
【所在地】
Islamabad
【緯度・経度】
 33º43’51.46”N,  72º48’0.69”E (Google Earth)
【発掘調査年度】
1968, 1969, 1970, 1971, 1972 (Halim 1972a, b), 1972 
(Mughal 1972)
 【参考文献】
（1）発掘報告書
Halim, M. Abdul (1972a) Excavations at Sarai Khola, Part 1. 
Pakistan Archaeology 7: 23-89.
Halim, M. Abdul (1972b) Excavations at Sarai Khola, Part 2. 
Pakistan Archaeology 8: 1-112.
Mughal, M.R . (1972) A Summary of Excavations and 
Explorations in Pakistan. Pakistan Archaeology 8: 113-158.
（2）その他の参考文献
北西辺境州
North-West Frontier Province
　北西辺境州では南西部のゴーマル地方に先文明期
から文明期にかけての遺跡が分布する。ゴーマル地
方はバローチスターン高原北東部とインダス平原
をつなぐ地域で、前 4 千年紀後半のトチ・ゴーマル
文化期にはバローチスターン高原とのつながりが、
前 3 千年紀前葉のコート・ディジー文化期にはパン
ジャーブ地方西部との関係が強く認められる。ト
チ・ゴーマル式土器は幾何学多色彩文をもつ鉢・皿
を特徴とするが、幾何学文にはバローチスターン高
原に共通する文様が認められる。逆にコート・ディ
ジー文化期には黒色帯を特徴とする土器が主体とな
る。先文明期の拠点遺跡としてラフマーン・デーリ
遺跡が知られるが、文明期の遺跡については資料の
公表が十分でないために、インダス文明社会におけ
るこの地域の重要性を把握することが難しくなって
いる。また、北の山間部に所在するガーリガイ洞穴
ではコート・ディジー式土器に類似する黒色帯土器
が遺跡編年 III 期から出土しており、ブルザホーム
遺跡と同様にコート・ディジー文化の山間部への進
出を示唆している。
5　ガーンディ・ウマル・ハーン遺跡　
Gandhi Umar Khan
　トチ・ゴーマル文化期からコート・ディジー文化
期の遺跡で、発掘調査が行われているが、その詳細
は公表されていない。発掘調査の実施はハザーラー
大学 Ihasan Ali 教授よりご教示を得た。発掘調査前
の遺跡の現状や表面採集資料については（Khan et al. 
2000）を参照されたい。
【発掘調査機関】
Ihsan Ali (Peshawar Museum)
【所在地】
Dera Ismail Khan District
【緯度・経度】
31º42’31.14”N, 70º32’24.53”E
【発掘調査年度】
不明
【参考文献】
（1）発掘報告書
（2）その他の参考文献
Khan, Farid, J.R. Knox and K.D. Thomas (2000) Settlements 
and Settlement Systems in the Southwest Gomal Plain in 
the Proto-Historic Period. Journal of Asian Civilisations 
23(2): 7-23.
6　グムラー遺跡　Gumla
　ラフマーン・デーリ遺跡の近傍に所在する小規模
遺跡であるが、発掘調査によってトチ・ゴーマル文
化期（II 期）からコート・ディジー文化期（III 期）
を経て文明期（IV 期）にいたる文化編年が確認さ
れている。出土資料には、ゴーマル地方の文化がバ
ローチスターン高原とパンジャーブ平原との関係の
中で大きく変化していく様子をみることができる。
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ゴーマル地方の先史文化編年において重要な遺跡で
ある。
【発掘調査機関】
Ahmed Hassan Dani (Peshawar University)
【所在地】
Dera Ismail Khan District
【緯度・経度】
31º53’00”N, 70º50’00”E (Possehl 1999: 762)
【発掘調査年度】
1970 (Dani 1970-71)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Dani, A.H. (1970-71) Excavations in the Gomal Valley. 
Ancient Pakistan 5: 1-177.
（2）その他の参考文献
7　ハターラー遺跡　Hathala
　ラフマーン・デーリ遺跡およびグムラー遺跡の近
傍に所在する遺跡で、コート・ディジー文化期の資
料が出土している。
【発掘調査機関】
A.H. Dani (Peshawar University)
【所在地】
Dera Ismail Khan District
【緯度・経度】
32º01’00”N, 70º35’50”E (Possehl 1999: 765)
【発掘調査年度】
1970 (Dani 1970-71)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Dani, A.H. (1970-71) Excavations in the Gomal Valley. 
Ancient Pakistan 5: 1-177.
（2）その他の参考文献
8　イスラーム・チョウキー遺跡　Islam Chowki
バンヌー盆地に所在するこの遺跡では、発掘調査の
結果、トーチ・ゴーマル文化期（前 4 千年紀後半）
とコート・ディジー文化期（前 3 千年紀前葉）の文
化層が確認されている。また、翡翠・チャートを石
材とする剥片石器群が確認されており、遺跡での石
器製作も推定されている。
【発掘調査機関】
Farid Khan, J.R. Knox, K.D. Thomas (Bannu Archaeological 
Project: University of Peshwar, British Museum and the 
University of London)
【所在地】
Bannu District
【緯度・経度】
32º59’00”N, 70º29’00”E (Possehl 1999: 766)
【発掘調査年度】
1985 (Khan et al. 1991: 7-18)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Khan, F., Knox and K.D. Thomas (1991) Explorations and 
イスラーム・チョウキー遺跡　平面図
（Khan et al. 1991 より）
グムラー遺跡　平面図
（Dani 1970-71 より）
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ジャーンディ・バーバルB遺跡
（撮影：小磯　学　Ⓒ小磯　学）
ジャーンディ・バーバルA遺跡
（撮影：小磯　学　Ⓒ小磯　学）
Excavations in Bannu District, North-West Frontier 
Province, Pakistan, 1985-1988. Department of Oriental 
Antiquities, London.
（2）その他の参考文献
9　ジャーンディ・バーバル遺跡　Jhandi Babar
　ゴーマル地方南部に所在するこの遺跡は A・B2
つのマウンドを有する。シェーリ・ハーン・タラカ
イ遺跡に類似する遺物が出土しており、前 5 千年紀
末から前 4 千年紀前半に位置づけられる。バンヌー
地方とともにゴーマル地方が早い段階から農耕集落
の成立した地域であったことがわかる。また、トチ・
ゴーマル文化期の資料も確認されている。
【発掘調査機関】
Department of Archaeology, University of Peshawar
【所在地】
Dera Ismail Khan District
【緯度・経度】
31º36’00”N, 70º30’00”E (Khan et al. 2000b: 25)
【発掘調査年度】
1998 (Ali and Khan 2001)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Ali, Ihsan and G.R. Khan (2001) Jhandi Babar I: A Neolithic 
Site in the Gomal Plain, Pakistan. Ancient Pakistan 14: 
174-217.
（2）その他の参考文献
Khan, Farid (ed.) (1998)  Discovery of a Neolithic site in the 
Gomal Valley , Pakistan. Heritage Society Newsletter No.1. 
Pakistan Heritage Society, Peshawar: 8.
Khan, Farid, J.R. Knox and K.D. Thomas (2000) Jhandi 
Babar, A New Site in the Gomal Plain, and the Sheri Khan 
Tarakai Culture Complex. Journal of Asian Civilisations 23 
(2): 25-50.
Khan, Farid, J.R. Knox and K.D. Thomas (2000) Settlements 
and Settlement Systems in the Southwest Gomal Plain in 
the Proto-Historic Period. Journal of Asian Civilisations 23 
(2): 7-23.
Khan, Farid., J.R. Knox and K.D. Thomas (2002) Stamped 
Terracotta Cakes from Tochi Gomal Phase at Jhandi Babar: 
A New Element. Ancient Pakistan 15: 105-117.
Rahman, A. (1997) The Discoevry of a new cultural horizon 
at the Jhandi Babar near Dera Ismail Khan , Punjab. 
Journal of Archaeology and History 1 (Directorate General 
of Archaeology, Government of the Punjab, Lahore): 37-
41.
Swati, Farooq and Taj Ali (1998) In Quest of New Cultural 
Horizons  in the Gomal Plain .  National  Heritage 
Foundation, Peshawar. 
10　ラク・ラールガイ遺跡　Lak Largai
　バンヌー地方に所在するこの遺跡ではシェーリ・
ハーン・タラカイ文化期からトチ・ゴーマル文化へ
と移行する時期に推定される資料が出土している。
幾何学文を特徴とする彩文土器や人物土偶、動物土
偶、石刃石器が出土している。
【発掘調査機関】
Farid Khan, J.R. Knox, K.D. Thomas (Bannu Archaeological 
Project: University of Peshwar, British Museum and the 
University of London)
【所在地】
Bannu District
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【緯度・経度】
32º49’00”N, 70º31’00”E (Possehl 1999: 787)
【発掘調査年度】
1985, 1986 (Khan et al. 1991: 24-31)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Khan, F., Knox and K.D. Thomas (1991) Explorations and 
Excavations in Bannu District, North-West Frontier 
Province, Pakistan, 1985-1988. Department of Oriental 
Antiquities, London.
（2）その他の参考文献
11　レーワーン遺跡　Lewan
　バンヌー盆地に所在する遺跡の一つで、イギリス・
パキスタン共同調査隊による調査でトチ・ゴーマル
文化期からコート・ディジー文化期にかけての遺跡
であることが知られている。その報告によってバン
ヌー地方とゴーマル地方が前 4 千年紀後半から前 3
千年紀前葉にかけて同一の文化変遷をたどったこと
がわかる。磨製石斧や網代圧痕土器など新石器文化
の要素も確認されており、先行する時期の文化との
関係も示唆される。
【発掘調査機関】
Peshawar-Cambridge Joint Project (1977-78)
Bannu Archaeological Project (University of Peshwar, British 
Museum and the University of London, 2000)
【所在地】
Bannu District
【緯度・経度】
32º53’00”N, 70º35’00”E (Possehl 1999: 789)
【発掘調査年度】
1977 (Allchin et al. 1986), 2000 (Khan et al. 2000)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Allchin, F.R., B. Allchin, F.A. Durrani and M.Farid Khan 
(1986) Lewan and the Bannu Basin: Excavation and Survey 
of sites and environments in North West Pakistan. BAR 
International Series 310. B.A.R., Cambridge.
Allchin, B. and R. (1982) “Lewan - A Stone Tool Factory of 
the Fourth to Third Millennium B.C.”, in G.L. Possehl (ed.) 
Harappan Civilization: A Recent Perspective. Oxford IBH 
and the American Institute of Indian Studies, New Delhi. 
レーワーン遺跡
（撮影：R. Law　Ⓒ R. Law）
レーワーン遺跡　平面図
（Allchin et al. 1986 より）
ラク・ラールガイ遺跡　平面図
（Khan et al. 1991 より）
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【緯度・経度】
70º33’04”N, 31º36’00”E (Google Earth)
【発掘調査年度】
不明
【参考文献】
（1）発掘報告書
（2）その他の参考文献
Khan, F., J.R. Knox and K.D. Thomas (2000) Settlements and 
Settlement Systems in the Southwest Gomal Plain in the 
Proto-Historic Period. Journal of Asian Civilisations 23(2): 
7-23.
13　ラフマーン・デーリ遺跡　Rehman Dheri
　バローチスターン高原北東部からゴーマル川を
下ったところに形成された扇状地に位置するゴーマ
ル平原を代表する遺跡である。航空写真によってグ
リッド状の市街地プランが推定され、また発掘調査
によって先文明期の周壁の存在が確認されている。
出土土器でみると、前 4 千年紀後半のトチ・ゴーマ
ル文化期から前 3 千年紀前葉のコート・ディジー文
化期を中心とする遺跡であることがわかっている。
　ゴーマル平原はバローチスターン高原とパン
ジャーブ平原をつなぐ交通路の役割を果たす重要な
地域であり、その中でも拠点集落として発達したの
がラフマーン・デーリ遺跡であるといえよう。
　近傍には文明期に推定されるヒシャーム・デーリ
遺跡がある。
【発掘調査機関】
Farzand A. Durrani (Peshawar University, 1976-1980, 1991), 
【所在地】
Dera Ismail Khan District
【緯度・経度】
31º57’00”N, 70º46’00”E (Possehl 1999: 815)
【発掘調査年度】
1976, 1977, 1978, 1979, 1980 (Durrani 1988), 1991 (Durrani 
et al. 1991; Ali, T. 1994-95)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Ali, T. (ed.) (1994-95) Excavations in the Gomal Valley: 
Rehman Dheri Report no.2. Ancient Pakistan 10: 1-233.
Durrani, F.A. (1988) Excavations in the Gomal Valley : 
Rehman Dheri excavation report no.1. Ancient Pakistan 6: 
1-232.
pp. 521-553.
Allchin, F.R.and R. Knox (1981)  “A Preliminary Report on 
the Excavations at Lewan, 1977-78”, in H. Härtel (ed.) 
South Asian Archaeology 1979. Dietrich Reimer Verlag, 
Berlin. pp. 241-244.
Khan, Farid, J.R. Knox, J.C. Morris and K.D. Thomas (2000) 
A Preliminary Account of Archaeological Survey and 
Excavations at Lewan (Bannu Division), 2000. Journal of 
Asian Civilisations 23 (2): 57-104.
Morris, J.C. (2005) “Excavations at the Later Prehistoric Site 
of Lewan, North-West Frontier Province, Pakistan”, in 
Ute Franke-Vogt and Hans-J. Weisshaar (eds.) South Asian 
Archaeology 2003. Linden Soft Verlag e.K., Aachen. pp. 93-
99.
（2）その他の参考文献
Allchin, B. (1981) “Stone Industries of Lewan, Tarakai Qila 
and Lak Largai in the Bannu Basin”, in H. Härtel (ed.) 
South Asian Archaeology 1979. Dietrich Reimer Verlag, 
Berlin. pp. 233-239.
12　マルⅡ遺跡　Maru II
　発掘調査によって文明期を中心とする時期の資料
が出土しており、文明期のゴーマル地方の様相を知
る上で重要な遺跡であるが、詳細は報告されていな
い。発掘調査の実施はペシャーワル大学の Taj Ali 氏
よりご教示を得た。
【発掘調査機関】
Ihsan Ali (Department of Archaeolog y, University of 
Peshawar)
【所在地】
Dera Ismail Khan District
マル II 遺跡
（撮影：小磯　学　Ⓒ小磯　学）
第 3 章　パキスタンのインダス遺跡
- 105 -
Durrani, F.A, I. Ali and G. Erdosy (1991) Further Excavation 
at Rehman Dheri. Ancient Pakistan 7: 61-151.
（2）その他の参考文献
Durrani, F.A. (1981b) Rehman Dheri and the birth of 
civilization in Pakistan. Bulletin of the Institute of 
Archaeology 18: 191-207.
Durrani, F.A. (1986) Rehman Dheri and the Origins of Indus 
Civilization. Ph.D. Dissertation, Temple University.
Durrani,  F.A .,  I .  Ali  and G.U. Erdosy (1995a) New 
perspectives on Indus urbanism from Rehman Dheri. East 
and West 45(1-4): 18-96.
Durrani, F.A., I. Ali and G.U. Erdosy (1995b) Seals and 
inscribed sherds of Rehman Dheri. Ancient Pakistan 10: 
198-233.
Durrani, F.A. and R.P. Wright (1992) “Excavation at Rehman 
Dheri: The Pottery Typology and Technology”, in G.L. 
Possehl (ed.) South Asian Archaeology Studies. Oxford & 
IBH Publishing Co., New Delhi. pp. 145-162.
14　シェーリ・ハーン・タラカイ遺跡　
Sheri Khan Tarakai
ゴーマル平原の北方に位置するバンヌー盆地に位
置する遺跡で、発掘調査の結果、前 5 千年紀末から
前 4 千年紀前半にかけての遺物が出土している。新
石器文化期から金石併用文化期への移行期に位置づ
けられる重要な遺跡である。出土土器でみると、パ
ンジャーブ平原のハークラー式土器に関連する要素
が存在するとともに西方のイラン高原との関係をも
窺わせる。バローチスターン高原における農耕集落
の成立と拡散を考える上で重要な資料を提供してい
る。
【発掘調査機関】
Bannu Archaeological Project (University of Peshwar, British 
Museum and the University of London, 1986-87)
【所在地】
Bannu District
【緯度・経度】
32º49’00”N, 70º27’00”E (Possehl 1999: 822)
【発掘調査年度】
1986, 1987 (Khan et al. 1991: 35-63)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Khan, F., J.R. Knox and K.D. Thomas (1991) Explorations 
and Excavations in Bannu District, North-West Frontier 
Province, Pakistan, 1985-1988. Department of Oriental 
Antiquities, London.
（2）その他の参考文献
Inizan, M.-L., M. Lechevallier and J. Pelegrin (1994) “The 
use of metal in the lithics of Sheri Khan Tarakai, Pakistan: 
evidence provided by the technological approach of 
pressure debitage”, in Asko Parpola and P. Koskikallio 
(eds.) South Asian Archaeolog y 1993 .  Suomalainen 
Tiedeakatemia, Helsinki. pp. 245-256.
ヒシャーム・デーリ遺跡からみたラフマーン・デーリ遺跡
（撮影：宗䑓秀明　Ⓒ宗䑓秀明）
ラフマーン・デーリ遺跡　平面図
（Durrani 1988 より）
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Khan, F., J.R. Knox and K.D. Thomas (1988) Prehistoric 
and Protohistoric Settlement in Bannu District. Pakistan 
Archaeology 23: 99-148.
Khan, F.,  J.R . Knox and K.D. Thomas (1989) “New 
Perspectives on early Settlement in Bannu District, 
Pakistan”, in Karen Friefelt and P. Sørensen (eds.) South 
Asian Archaeology 1985. Curzon Press/The Riverdale 
Company, London/Riverdale. pp. 281-291.
Khan, F., J.R. Knox and K.D. Thomas (1990) “Towards a 
Model for Protohistoric Subsistence Systems in Bannu 
District, NWFP”, in Maurizio Taddei (ed.) South Asian 
Archaeology 1987. IsMEO, Rome. pp. 129-141.
Khan, F., J.R. Knox and K.D. Thomas (1990) “Sheri Khan 
Tarakai: A Neolithic Village in Bannu District, NWFP”, 
in Maurizio Taddei (ed.) South Asian Archaeology 1987. 
IsMEO, Rome. pp. 111-127.
Khan, Farid., J.R. Knox and K.D. Thomas (1991) Tradition, 
Identity and Individuality : Exploring the Cultural 
Relationship of Sheri Khan Tarakai. Pakistan Archaeology 
26: 156-174.
Knox, J.R., Farid Khan and K.D. Thomas (2006) “Sheri Khan 
Tarakai: Excavation in Bannu District, NWFP”,  in D.P. 
Sharma and M. Sharma (eds.) Early Harappans and Indus-
Sarasvati Civilization. Kaveri Books, New Delhi. pp. 79-
87.
Thomas, K.D., J.R. Knox and F.Khan (1997) “Technology 
Transfer and Culture Change :  An Example from 
Northwest Pakistan”, in R. Allchin and B. Allchin (eds.) 
South Asian Archaeology 1995. The Ancient India and Iran 
Trust, Cambridge. pp. 237-251.
15　タラカイ・キラー遺跡　Tarakai Qila
　バンヌー盆地に所在する遺跡で、約 300m×400m
の範囲に遺物が散布する。コート・ディジー文化期
の石積建築遺構や土器、資料が出土している。
【発掘調査機関】
The Bannu Basin Project (Cambridge University/Department 
of Archaeology , University of Peshawar)
【所在地】
Bannu District
【緯度・経度】
32º55’00”N, 70º23’00”E (Possehl 1999: 827)
【発掘調査年度】
1978 (Allchin and Knox 1981)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Allchin, F.R. and R. Knox (1981) “Preliminary Report on the 
Excavations at Tarakai Quila, 1978-79”, in H. Härtel (ed.) 
South Asian Archaeology 1979. Dietrich Reimer Verlag, 
Berlin. pp. 245-250.
（2）その他の参考文献
Allchin, B. (1981) “Stone Industries of Lewan, Tarakai Qila 
and Lak Largai in the Bannu Basin”, in H. Härtel (ed.) 
South Asian Archaeology 1979. Dietrich Reimer Verlag, 
Berlin. pp. 233-239.
Thomas, K.D. (1981) “Palaeoecological Studies in the Bannu 
Basin: The Sources of Evidence”, in H. Hãrtel (ed.) South 
Asian Archaeology 1979. Dietrich Remer Verlag, Berlin. pp. 
227-232.
シンド州
Sindh
　シンド州はインダス文明を代表するモヘンジョダ
ロ遺跡が存在するが、ハラッパー遺跡の場合と同様
にその周辺における遺跡分布は稀薄である。モヘン
ジョダロ遺跡が立地するインダス川右岸でその傾向
が強く、現在までに確認されている遺跡の分布は散
在的である。一方、インダス川左岸には良質のチャー
ト（フリント）石材を産するローフリー丘陵が広が
り、その周辺から東のタール砂漠西縁部にかけて先
文明期から文明期の遺跡が分布する。この地域にお
ける文化変遷は先文明期から文明期にかけてのコー
ト・ディジー遺跡、文明期のモヘンジョダロ遺跡、
文明期からポスト文明期にかけてのジューカル遺跡
を組み合わせることによって理解することが可能で
ある。すなわち、先文明期には黒色帯を特徴とする
コート・ディジー文化、文明期にはハラッパー文
化、ポスト文明期にはジューカル文化という変遷で
ある。このシンド地方におけるコート・ディジー文
化は北のパンジャーブ地方西部のそれとは差異を示
し、また西のバローチスターン地方中央部との交流
関係を有している。コート・ディジー文化からハラッ
パー文化への変容過程も不明な部分があり、周辺地
域との関係も視野に入れて検討を進めていく必要が
あろう。ポスト文明期のジューカル文化についても
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その実年代や他地域の文化群との関係など不明な点
が多い。
16　アッラーフディーノ遺跡　Allahdino
　インダス川河口付近に所在するこの遺跡は直径
100m 程度の小規模な遺跡であるが、発掘調査の結
果、文明期の石積と煉瓦積を併用した建物群のほか、
ハラッパー式土器、インダス式印章、準貴石製装身
具をおさめた土器など、豊富な遺物が出土している。
正式報告書は刊行されていないため詳細はわからな
いものの、バローチスターン高原南部とインダス平
原、そしてアラビア海をつなぐその立地は交易活動
の一つの拠点である可能性を示している。
【発掘調査機関】
Walter A. Fairservis Jr. (American Museum of Natural 
History)
【所在地】
Karachi District
【緯度・経度】
24º57’00”N, 67º18’00”E (Possehl 1999: 729)
【発掘調査年度】
シンド州におけるインダス関連遺跡の分布
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1972, 1973, 1974, 1976, 1978, 1983 (Fairservis 1982)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Shaffer, J.G. (1974) Allahdino and the Mature Harappan: 
A Preliminary Report on the Cultural Stratigraphy . 
Department of Anthropology, Case Western Reserve 
Univeristy, Clevland.
Fairservis, W.A. Jr. (1976) Excavations at the Harappan Site 
of Allahdino: The Seals and Other Inscribed Material. 
American Museum of Natural History, New York.
Fairservis, W.A. Jr. (1977) Excavations at the Harappan Site of 
Allahdino: The Graffiti, a Model in the Decipherment of the 
Harappan Script. American Museum of Natural History, 
New York. 
Fairservis, W.A.Jr. (1979) Preliminary Report on Excavations 
at Allahdino (First Season-1973). Pakistan Archaeology 9: 
95-102.
Fairservis, W.A. Jr. (1982) “Allahdino: an excavation of 
a small Harappan site”, in Gregory L. Possehl (ed.) 
Harappan Civilization: A Contemporary Perspective. 
Oxford & IBH, Delhi. pp. 107-112.
（2）その他の参考文献
Hoffman, M.A. and J.G. Shaffer (1976) “The Harappan 
settlement at Allahdino: analyzing the sociology of an 
archaeological site”, in K.A.R. Kennedy and G.L. Possehl 
(eds) Ecological Backgrounds of South Asian Prehistory. 
Ithaca, Cornell University. pp. 94-117.
17　アムリー遺跡　Amri
　インダス平原からバローチスターン高原へと移行
していくところに位置するアムリー遺跡では先文明
期から文明期にかけての文化編年が確認されてい
る。I 期：アムリー文化期（先文明期）、II 期：移行・
変容期、III 期：文明期、IV・V 期：歴史時代であ
る。アムリー文化に特徴的な彩文土器にはバローチ
スターン高原中央部との関係を窺うことができるも
のの、その特徴は独特であり、バローチスターン高
原南部における地域文化の独自性を示唆している。
また、移行期における土器様式の急激な変化は文明
成立期における地域間関係の再編を示す。III 期に
ついてはハラッパー式土器の良好な資料が出土して
おり、IIIA 期から IIIC 期にかけて、ハラッパー式
土器がいかに変遷し、続く IIID 期のジューカル文
化への変化を示している。
【発掘調査機関】
N.C. Majumdar (Archaeological Survey of India)
アムリー遺跡　平面図
（Casal 1964 より）
アムリー遺跡
（撮影：R. Law　Ⓒ R. Law）
アッラーフディーノ遺跡　平面図
（Fairservis 1973 より）
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【発掘調査機関】
Nilofer Shaikh and G. Mohiuddin Veesar (Shah Abdul Latif 
University, Khairpur)
【所在地】
Larkana District
【緯度・経度】
27º48’N, 68º21”E (Shaikh and Vesar 2000-01)
【発掘調査年度】
1997 (Shaikh and Veesar 2000-01)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Shaikh, Nilofer and G.M. Veesar (2000-01) Bhando Qubo: A 
Newly Discovered Site of Indus Civilization. Ancient Sindh 
6: 7-29.
（2）その他の参考文献
19　チャヌフダロ遺跡　Chanhudaro
　インダス文明研究の初期に知られた代表的遺跡で
あるチャヌフダロ遺跡では、文明期からポスト文
明期にかけての文化層が確認されている。ビーズ
工房址が検出されたことも重要である。近年の G. 
Quivron のハラッパー式土器の研究によって、最古
段階のハラッパー式土器が出土していることが確認
された。
【発掘調査機関】
N.G. Majumdar (ASI) in 1930
Ernest Mackay in 1935-6
【所在地】
Nawabshah District
【緯度・経度】
26º11’00”N, 68º19’00”E (Possehl 1999: 746)
【発掘調査年度】
1930 (Majumdar 1934: 35-44), 1935 (Mackay 1943)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Mackay, E.J.H. (1943) Chanhu-daro Excavations, 1935-36. 
American Oriental Society, New Haven.
（2）その他の参考文献
Allchin, F.R .(1985) “The interpretation of a seal from 
Chanhu-daro and its significance for the religion of the 
Indus Valley”, in J. Schotsmans and M. Taddei (eds.) South 
Asian Archaeology 1983. Istituto Universitario Orientale, 
Dipartmento di Studi Asiatici, Naples. pp. 369-384.
Jean-Marie Casal (Musee Guimet)
【所在地】
Dadu District
【緯度・経度】
26º10’00”N, 68º01’00”E (Possehl 1999: 730)
【発掘調査年度】
1959, 1960, 1961 (Casal 1964)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Majumdar, N.C. (1934) Explorations in Sind: Being a report 
of the exploratory survey carried out during the years 1927-
28, 1929-30 and 1930-31. Memoirs of the Archaeological 
Survey of India no.48. Manager of Publications, Delhi.
Casal, Jean-Marie (1964) Fouilles d’Amri. Librairie C. 
Klincksiek, Paris.
（2）その他の参考文献
18　バンドー・クボー遺跡　Bhando Qubo
　インダス川西岸に位置するこの遺跡では道路の建
設に伴ってマウンドの一部が削平されることとな
り、それに伴って調査が実施された。その結果、先
文明期のコート・ディジー文化期から文明期のハ
ラッパー文化期にかけての良好な層位的出土資料が
得られている。コート・ディジー遺跡の調査成果を
補完する上で重要な遺跡の一つであるが、今ひと
つ注目されるのはメヘルガル遺跡 VII 期に併行する
時期のジョーブ式女性土偶およびウェットウェアか
らなるバローチスターン系遺物が出土している点で
ある。この時期のシンド地方とバローチスターン地
方の関係を知る上できわめて重要な資料と考えられ
る。
バンドー・クボ遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
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Heras, H. (1936a) Chanhu-daro and its inscriptions: another 
site of the Indus valley culture. St. Xaviers College Magazine 
29: 102-108.
Heras, H. (1936d) Two proto-Indian inscriptions from 
Chanhu-daro. Journal of the Bihar and Orissa Research 
Society 22: 308-320.
Vidale, M. (1987b) The paste plaques and cylinders of 
Chanhu-daro: a descriptive report. Annali dell’Istituto 
Universitario Orientale 47(1): 57-66.
20　ガージー・シャー遺跡　Ghazi Shah
【発掘調査機関】
N.G. Majumdar (ASI) in 1930-1
Louis Flam in 1985-7
【所在地】
Dadu District
【緯度・経度】
26º27’00”N; 67º28’00”E (Possehl 1999: 760)
【発掘調査年度】
1930 (Majumdar 1934: 79-86), 1985, 1986, 1987 (Flam 
1993)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Majumdar, N.C. (1934) Explorations in Sind: Being a report 
of the exploratory survey carried out during the years 1927-
28, 1929-30 and 1930-31. Memoirs of the Archaeological 
Survey of India no.48. Manager of Publications, Delhi.
Flam, Louis (1993) “Excavations at Ghazi Shah, Sindh, 
Pakistan”, in G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization: A 
Recent Perspective. Oxford & IBH, Delhi. pp. 457-467.
（2）その他の参考文献
21　ジューカル遺跡　Jhukar
　モヘンジョダロの北西に位置するジューカル遺跡
では 1920 年代の調査によってジューカル式土器な
どポスト文明期を代表する資料が得られていたが、
1970 年代の再調査によって、ハラッパー文化から
ジューカル文化への文化層序が確認された。
【発掘調査機関】
N.G. Majumdar (ASI) in 1927
M.R. Mughal (Department of Archaeology and Museums) in 
1973
【所在地】
Larkhana District
【緯度・経度】
27º34’00”N, 68º07’00”E (Possehl 1999: 770)
27º33’34.9”N, 68º07’36.8”E (GPS)
【発掘調査年度】
ジューカル遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
チャヌフダロ遺跡　平面図
（Mackay 1943 より）
チャヌフダロ遺跡
（撮影：宗䑓秀明　Ⓒ宗䑓秀明）
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1927-8 (Majumdar 1934: 5-18), 1973, 1974 (Mughal 1992)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Majumdar, N.C. (1934) Explorations in Sind: Being a report 
of the exploratory survey carried out during the years 1927-
28, 1929-30 and 1930-31. Memoirs of the Archaeological 
Survey of India no.48. Manager of Publications, Delhi.
（2）その他の参考文献
Mughal, M.R. (1992a) “Jhukar and the Late Harappan 
cultural mosaic of the Greater Indus Valley”, in M. Taddei 
(ed.) South Asian Archaeology 1989. Istituto Italiano per il 
Medio ed Estremo Oriente, Rome. pp. 213-222.
22　コート・ディジー遺跡　Kot Diji
　インダス川を挟んでモヘンジョダロ遺跡の対岸に
位置するコート・ディジー遺跡では、F.A. Khan に
よる発掘調査と M.R. Mughal による研究によって先
文明期の代表的遺跡として広く知られている。コー
ト・ディジー文化と名づけられた先文明期の文化か
らハラッパー文化への変遷が層位的に確認されたこ
とは、いまなお文明の形成過程の研究において重要
である。とりわけ、コート・ディジー文化層とハラッ
パー文化層の間に廃絶層が確認されたことは両者の
関係を考える上で注目される。土器に着目すると、
第 4 層および第 3 層が初期ハラッパー文化段階から
文明期への変化を考える上で重要な資料を提供して
いる。
　この遺跡の戦略的重要性としては、遺跡の東方に
広がるローフリー丘陵に産出する良質褐色チャート
の存在が挙げられる。ローフリー産の褐色チャート
は文明圏内各地で鎌刃用石刃として消費された稀少
資源であり、その採掘と供給にコート・ディジー遺
跡が関与していた可能性が考えられる。
【発掘調査機関】
F.A. Khan (Pakistan Department of Archaeology)
【所在地】
Khairpur District
【緯度・経度】
27º16’00”N, 68º40’00”E (Possehl 1999: 784)
27º20’49.1”N, 68º42’16.4”E (GPS)
【発掘調査年度】
1955, 1957 (Khan 1965)
【参考文献】
（1）発掘報告書 
Khan, F.A. (1965) Excavations at Kot Diji.  Pakistan 
Archaeology 2: 11-85.
（2）その他の参考文献
Castelletti, C., M. Madella and A. Qayom Mahar (1994) 
Charcoal analysis at Kot Diji: a preliminary report. Ancient 
Sindh 1: 37-41.
コート・ディジー遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
コート・ディジー遺跡　平面図
（Khan 1964 より）
インダス考古学の展望
- 112 -
23　ラーカンジョダロ遺跡　Lakhanjodaro
　現在のサッカル市街に広がるラーカンジョダロ遺
跡は近年の調査によって 50 ヘクタール前後の大規
模な遺跡であることが確認されつつある。残念なが
ら遺跡の大部分は工場用の敷地となってしまってい
るが、モヘンジョダロ遺跡に次ぐシンド地方の重要
遺跡の一つとして推定される。
【発掘調査機関】
Shah Abdul Latif University, Khairpur
【所在地】
Sukkar District
【緯度・経度】
27º43’31.3”N, 68º50’51.3”E (GPS)
【発掘調査年度】
1994, 1996, 2000, 2006 (Shaikh et al. 2007-08), 2008
【参考文献】
（1）発掘報告書
Shaikh, N., G.M. Veesar and Q.H. Mallah (2007-08) The 
Excavation of Indus Period Site Lakhan-Jo-Daro 2006. 
Ancient Sindh 8: 7-193.
（2）その他の参考文献
Mallah, Q.H. (2008) “Recent archaeological discoveries 
in Sindh, Pakistan”, in T. Osada and A. Uesugi (eds.) 
Occasional Paper 3: Linguistics, Archaeology and the Human 
Past. Indus Project, Research Institute for Humanity and 
Nature, Kyoto. pp.27-75.
24　モヘンジョダロ遺跡　Mohenjodaro
　R.D. Banerji による歴史時代のストゥーパの調査に
際して出土した資料からインダス文明期の遺跡であ
ることが確認されたモヘンジョダロ遺跡はいうまで
もなくインダス文明研究の出発点であり、いまなお
研究の上で重要性を持ち続けている。城塞部と市街
区域で検出された多様な遺構はインダス文明の都市
の特徴を良好に伝えている。1920 ～ 30 年代の調査
で遺構と遺物の関係が層位的に十分に把握・提示さ
れなかったことは今日的視点からすれば悔やまれる
ところであるが、その後の G.F. Dales による発掘調
査、ドイツ・イタリア合同調査隊による遺構の再記
録化などによって初期の調査の欠点が補完されるに
いたっている。
　地下水位の上昇による塩害が遺跡の破壊を促進す
るところとなり、その保存に多くの努力が払われて
きたことも、南アジア考古学研究におけるモヘン
ジョダロ遺跡の文化遺産としての重要性ゆえといえ
よう。モヘンジョダロ遺跡になぜ、どのようにして
都市が造営されることになかったのか、その解明は
インダス文明の成立過程の研究にとって不可欠な課
題である。
【発掘調査機関】
R.D. Banerji (1922), M.S. Vats (1923), K.N. Dikshit (1924), 
John Marshall (1925), R.B.D.R. Sahni and Ernest J.H. Mackay 
(1926), Ernest J.H.  Mackay (1927), Ernest J.H. Mackay and 
K.N. Puri (1932), Q.M. Moneer (1930), K.N. Puri (1936), 
A. Rahman (1938), R.E.M. Wheeler (1950), Geroge F. Dales 
(1964)
【所在地】
Larkana District
【緯度・経度】
27º18’00”N; 68º07’00”E (Possehl 1999: 797)
【発掘調査年度】
1922-23 (Bannerji ASIAR 1922-23), 1923-24 (Vats ASIAR 
1923-24), 1924-25 (Dikshit ASIAR 1924-25), 1925-26 
(Marshall ASIAR 1925-26), 1926-27 (Sahni ASIAR 1926-
27), 1927-28 (Mackay ASIAR 1927-28), 1928-29 (Mackay 
ASIAR 1928-29), 1929-30 (Mackay ASIAR 1930-34), 1930-
31 (Mackay ASIAR 1930-34), 1931-32 (Mackay ASIAR 
1930-34:70), 1932-33 (Mackay ASIAR 1930-34: 70-71), 
1933-34 (Moneer ASIAR 1930-4), 1936-37 (Puri ASIAR 
1936-37: 41), 1938 (Dales 1986), 1950 (Alcock 1986), 1964 
(Dales 1965), 1979-80 ( Jansen and Urban 1984), 1980-
81 ( Jansen and Urban 1984), 1981-82 ( Jansen and Urban 
1984), 1982-83 ( Jansen and Urban 1984), 1983-84 ( Jansen 
and Urban 1984), 1984-85 ( Jansen and Tosi 1988), 1985-86 
( Jansen and Tosi 1988), 1986-87, 1987 (Hussain 1989), 1988 
ラーカンジョダロ遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
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Dales, G.F. and J.M. Kenoyer (1986) Excavations at Mohenjo 
Daro, Pakistan: the Pottery. University Museum Press, 
Philadelphia.
Jansen, M. and M. Tosi (eds.)(1988) Interim Reports Vol. 
3: Reports on Field Work Carried out at Mohenjo-Daro, 
Pakistan 1983-86 by IsMEO-Aachen-University Mission. 
Aachen, IsMEO/RWTH. 
Jansen, M. and G. Urban (ed.) (1985) Mohenjo Daro: Report 
of the Aachen University Mission 1979-1985. E. J. Brill, 
Leiden.
Mackay, E.J. H. (1938) Further Excavations at Mohenjo-daro. 
Government of India, Delhi.
Marshall, J. (1931) Mohenjo-daro and the Indus Civilization. 3 
Volumes. Arthur Probsthain, London.
Urban, G. and M. Jansen (eds.) (1983) Mohenjo-daro: 
Dokumentation in der Archaeologie: Techniken, Methoden, 
Analysen. Aachen.
（2）その他の参考文献
Alcock, L. (1986) “A pottery sequence from Mohenjo Daro: 
R.E.M. Wheeler’s 1950 citadel mound excavations”, in 
G.F. Dales and J. M. Kenoyer (eds.) Excavations at Mohenjo 
Daro, Pakistan: the Pottery. The University Museum, 
Philadelphia. pp. 493-551. 
Ardeleanu-Jansen, A. (1984) “Stone sculptures from 
Mohenjo-daro”, in M. Jansen and G. Urban (eds.) Reports 
on Field Work Carried out at Mohenjo-daro, Pakistan 1982-
83 by the IsMEO-Aachen University Mission: Interim 
Reports. RWTH/ IsMEO, Aachen/ Rome. pp. 139-157.
Ardeleanu-Jansen, A. (1987) “The theriomorphic stone 
sculpture from Mohenjo-daro reconsidered”, in M. Jansen 
and G. Urban (eds.) Reports on Field Work Carried out 
at Mohenjo-daro, Pakistan, 1983-84: Interim Reports. 
RWTH/ IsMEO, Aachen/ Rome. pp. 59-68.
Ardeleanu-Jansen, A. (1989) “A short note on steatite 
sculpture from Mohenjo-Daro”,  in, Karen Frifelt and Per 
Sørensen (eds.) South Asian Archaeology 1985. Curzon 
Press, London. pp. 196-210.
Ardeleanu-Jansen, A. (1991) “The sculptural art of the 
Harappa culture”, in M. Jansen, M. Mulloy and G. Urban 
(eds.) Forgotten Cities on the Indus: Early Civilization in 
Pakistan from the 8th to the 2nd Millennium B.C. Verlag 
Philipp von Zabern, Mainz. pp. 167-178.
Ardeleanu-Jansen, A . (1992) “New evidence on the 
distribution of artifacts: An approach towards a qualitative-
quantitative assessment of the terracotta figurines of 
モヘンジョダロ遺跡
（撮影：上杉彰紀　Ⓒインダス・プロジェクト）
モヘンジョダロ遺跡　平面図
（Possehl 2002 より）
(Khan, A.N. 1988)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Dales, G.F. (1965) New investigations at Mohenjo-daro. 
Archaeology 18(2): 145-150.
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Mohenjo-daro”, in C. Jarrige (ed.) South Asian Archaeology 
1989. Prehistory Press, Madison. pp. 5-14.
Ardeleanu-Jansen, A. (1993a) Die Terrakotten in Mohenjo-
daro: ein unterschung zur Keramischen Kleinplastik in 
Mohenjo-daro Pakistan (C. 2300-1900 v.ch.). Reinisch 
Westfalische Technische Hochschule, Aachen.
Ardeleanu-Jansen, A. (1993b) “Who fell in the well? Digging 
up a well in Mohenjo-daro”, in A.J. Gail and G.J.R . 
Mevissen (eds.) South Asian Archaeology 1991. Frans 
Steiner Verlag, Stuttgart. pp. 1-15.
Ardeleanu-Jansen, A. (2002) “The terracotta figurines 
from Mohenjo Daro : considerations on tradition, 
craft and ideology in the Harappan Civilization (c. 
2400-1800 BC)”, in S. Settar and R. Korisettar (eds.) 
Indian Archaeology in Retrospect: Volume 2 Protohistory 
Archaeology of the Harappan Civilization. Indian Council 
of Historical Research & Manohar, New Delhi. pp. 205-
222.
Ardeleanu-Jansen, A., F. Franke and M. Jansen (1983) “An 
approach toward the replacement of artifacts into the 
architectural context of the Great Bath at Mohenjo-
daro”, in G. Urban and M. Jansen (eds.) Forschungsprojekt 
DFG Mohenjodaro. Reinische-Westfalischen Technischen 
Hockschule, Aachen. pp. 43-69.
Blackman, J.M. and M. Vidale (1992) “The production and 
distribution of stoneware bangles at Mohenjo-Daro and 
Harappa by chemical characterization studies”, in C. 
Jarrige (ed.) South Asian Archaeology 1989. Wisconsin 
Prehistory Press, Madison. pp. 37-44.
Bulgarelli, G.M. (1986) Remarks on the Moenjodaro lithic 
industry, Moneer South East Area. East and West 36(4): 
517-520.
Dales, G.F. (1964) The mythical massacre at Mohenjo-daro. 
Expedition 6(3): 36-43.
Dales, G.F. (1976) “New inscriptions from Moenjo-daro, 
Pakistan”, in Barry L. Eichler (ed.) Kramer Anniversary 
Volume: Cuneiform Studies in Honor of Samuel Noah 
Kramer. Verlag Butzon and Bercker, Kevelaer. pp. 111-123.
Dales, G.F. (1982) “Mohenjo-daro miscellany : some 
unpublished, forgotten, or misinterpreted features”, in 
G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization: a Contemporary 
Perspective. Oxford & IBH, New Delhi. pp. 97-106.
Dales, G.F. (1984) “Sex and stone at Mohenjo-daro”, in B.B. 
Lal and S.P. Gupta (eds.) Frontiers of the Indus Civilization: 
Sir Mortimer Wheeler Commemoration Volume. Books and 
Books, Delhi. pp. 109-115.
Dales, G.F. and R.L. Raikes (1968) The Mohenjo-daro ﬂoods: 
a rejoinder. American Anthropologist 70(5): 957-961.
During Caspers, E.C.L. (1985a) The priest king from Moenjo-
daro: an iconographic assessment. Annali dell Istituto 
Univerisitario Orientale di Napoli 45: 19-24.
During Caspers, E.C.L. (1985b) More on the stone sculpture 
from Moenjo-daro. Annali dell Istituto Univerisitario 
Orientale di Napoli 45: 409-426
During Caspers, E.C.L. (1987b) Was the dancing girl from 
Mohenjo-daro a Nubian?  Annali dell Istituto Universitario 
Orientale di Napoli 47(1): 99-105.
Fabri, C.L. (1937) A Sumero-Babylonian inscription 
discovered at Mohenjo-daro. Indian Culture 3: 663-673.
Franke, U. (1984) “A selection of inscribed objects recovered 
from Mohenjo-Daro”, in M. Jansen and G. Urban (eds.) 
Reports on Field Work Carried out at Mohenjo-daro, 
Pakistan 1982-83 Interim Report. pp. 117-138.
Franke-Vogt, U. (1991b) Die Glyptik aus Mohenjo-Daro. 
Uniformität  und Variabil ität  in der  Induskultur : 
Untersuchungen zur Typologie, Ikonographie und räumlichen 
Verteilung. Verlag Philipp von Zabern, Mainz.
Franke-Vogt, U. (1992) “Inscribed objects from Mohenjo-
daro: some remarks on stylistic variability and distribution 
patterns” ,  in Catherine Jarrige (ed.) South Asian 
Archaeology 1989. Prehistory Press, Madison. pp. 103-112.
Franke-Vogt, U. (1993) “Stratigraphy and culture process at 
Mohenjo-daro”, in A. Gail and G.J.R. Mevissen (eds.) 
South Asian Archaeology 1991. Franz Steiner Verlag , 
Stuttgart. pp. 87-100.
Harvey, M.D. and S.A. Schumm (1999) “Indus river dynamics 
and the abandonment of Mohenjo-daro”, in A. Meadows 
and P.S. Meadow (eds.) The Indus River: Biodiversity, 
Resources, Humankind. Oxford University Press, Karachi. 
pp. 333-348.
Jansen, M. (1984) “Architectural remains in Mohenjo-daro”, 
in B.B. Lal and S.P. Gupta (eds.) Frontiers of the Indus 
Civilization. Books and Books, Delhi. pp. 75-88.
Jansen, M. (1985) “Mohenjo-daro HR-A, house I, a temple? 
Analysis of an architectural structure”, in J. Schotsmans 
and M. Taddei (eds.) South Asian Archaeology 1983. 
Istituto Universitario Orientale, Naples. pp. 157-206.
Jansen, M. (1989b) “Some problems regarding the forma urbis 
Mohenjo-daro”, in K. Frifelt and P. Sørensen (eds.) (1989) 
South Asian Archaeology 1985. Curzon Press, London. pp. 
第 3 章　パキスタンのインダス遺跡
- 115 -
245-256.
Jansen, M. (1991) “Mohenjo-daro a city on the Indus”, in   M. 
Jansen, M. Mulloy and G. Urban (eds.) Forgotten Cities on 
the Indus: Early Civilization in Pakistan from the 8th to the 
2nd millennium BC. Verlag Phillipp von Zabern, Mainz. 
pp. 145-166.
Jansen, M. (1993a) Mohenjo-daro: Stadt der Brunnen 
und kanale, Wasserlexus vor 4500 jahren . Frontinus-
Gesellschafte, Bergisch Gladbach.
Jansen, M. (1993b) “Mohenjo-daro: Type site of the earliest 
urbanization process in South Asia”, in H. Spodek and 
D.M. Srinivasan (eds.) Urban Form and Meaning in South 
Asia. National Gallery of Art, Washington. pp. 33-51.
Jansen, M. (1994) “Mohenjo-daro, type site of the earliest 
urbanization process in South Asia: Ten years of research at 
Mohenjo-daro, Pakistan, and an attempt at synopsis”, in A. 
Parpola and P. Koskikallio (eds.) South Asian Archaeology 
1993. Annales Academiae Scientiarum Fennicae, Helsinki. 
pp. 263-280.
Jansen, M. (1999) “Mohenjo Daro and the River Indus”, in 
A. Meadows and P.S. Meadows (eds.) The Indus River: 
Biodiversity, Resources, Humankind. Oxford University 
Press, Karachi. pp. 349-383.
Jorgensen, D.W., M.D. Harvey, S.A. Schumm and Louis Flam 
(1993) “Morphology and dynamics of the Indus River: 
Implications for the Mohenjo-daro site”, in J.F. Shroder Jr. 
(ed.) Himalaya to the Sea: Geology, Geomorphology and the 
Quaternary. Routledge, London. pp. 288-326.
Kenoyer, J.M. (1984b) “Shell industries at Mohenjo Daro, 
Pakistan”, in M. Jansen and G. Urban (eds.) Reports on 
Field Work Carried out at Mohenjo-daro, Pakistan 1982-83 
by the IsMEO-Aachen University Mission: Interim Reports. 
RWTH/ IsMEO, Aachen/ Rome. pp. 96-116.
Kenoyer, J.M. (1984c) “Chipped stone tools from Mohenjo-
daro”, in B.B. Lal and S.P. Gupta (eds.) Frontiers of the 
Indus Civilization: Sir Mortimer Wheeler Commemoration 
Volume. Books and Books, New Delhi. pp. 118-131.
Kenoyer, J.M. (1985) “Shell working at Mohenjo Daro, 
Pakistan”, in J. Schotsmans and M. Taddei (eds.) South 
Asian Archaeology 1983. Istituto Universitario Orientale, 
Dipartmento di Studi Asiatici, Naples. pp. 297-344.
Lambrick, H.T. (1971) Stratigraphy at Mohenjo Daro 
Journal of the Oriental Institute, M.S. University of Baroda 
20(4): 363-369.
Mahadevan, I. and M. Rangarao (1987) Archaeological 
context of Indus texts at Mohenjodaro. Journal of the 
Institute of Asian Studies 4(2): 25-56.
Nadiem, I.H. (2002) Moenjodaro: Heritage of Mankind. Sang-
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Pande,  B.M. (1973) “Inscribed copper tablets  from 
Mohenjodaro: a preliminary analysis”, in D.P. Agrawal and 
A. Ghosh (eds.) Radiocarbon and Indian Archaeology. Tata 
Institute of Fundamental Research, Bombay. pp. 305-322.
Raikes, R.L. (1965) The Mohenjo-daro ﬂoods. Antiquity 39: 
196-203.
Raikes, R.L. (1967) The Mohenjo-daro ﬂoods-further notes. 
Antiquity 41: 64- 66.
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a rejoinder. American Anthropology 70: 957-961.
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in M. Taddei (ed.) South Asian Archaeology 1977. Istituto 
Universitario Orienta le Seminario di Studi Asiatici, Naples 
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Vidale, M. (1990b) Study of the Moneer South East Area, 
a complex industrial site of Moenjodaro. East and West 
40(1/4): 301-314.
Wasson, R .J. (1984) The sedimentological basis of the 
Mohenjo-daro ﬂood hypothesis. Man and Environment 8: 
88-90.
Wasson, R .J. (1987) The sedimentological basis of the 
Mohenjo-daro ﬂood hypothesis-a further comment. Man 
and Environment 11: 122-123.
25　ナル・ワロ・ダロ遺跡　Naru Waro Dharo
　コート・ディジー遺跡から約 9.5km 北にあるこの
遺跡は 762m×457m を測る。詳細は不明であるが、
発掘調査によってハラッパー式土器が出土してい
る。
【発掘調査機関】
Department of Archaeology, Pakistan
【所在地】
Khairpur District
【緯度・経度】
27º25’00”N, 68º41’00”E (Possehl 1999: 801-2)
【発掘調査年度】
1955 (Department of Archaeology 1964)
【参考文献】
（1）発掘報告書
The Department of Archaeology (1964) Excavations at Naru 
Waro Dharo. Pakistan Archaeology No. 1: 43-44.
（2）その他の参考文献
バローチスターン州
Balochistan
　バローチスターン高原は北東部（ジョーブ県
からローララーイー県周辺）、中央部（ボーラ
ン県からクエッタ県周辺）、南東部（カラート
県からフズダール県およびラースベーラー県周辺）、
南西部（マクラーン地方：アワーラーン県からケー
チ県およびグワーダル県周辺）に分けて、文化変遷
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を理解するのが便宜的である。ただし、地域を越え
て広がる文化要素もあり、交流ネットワークという
視点からダイナミックな文化変遷を想定する必要が
あろう。
　北東部ではペリアーノ・グンダイ遺跡を代表とす
る先文明期から文明期にかけての遺跡が分布する
が、先文明期でも前 3 千年紀前葉には中央部との強
い関係がみられる。ラーナー・グンダイ遺跡など
前 4 千年紀前半以前と考えられる遺跡も散見される
が、バローチスターン高原の中でも調査が遅れてい
る地域であり、この地域の文化編年の詳細は今後の
調査・研究に俟たざるを得ない。
　中央部ではメヘルガル遺跡およびナウシャロー遺
跡の発掘調査によって前 7000 年頃から前 2000 年頃
までの文化変遷が復元されている。一貫して西のヘ
ルマンド川流域との交流関係が出土遺物に窺うこと
ができるが、前 3 千年紀前葉にはシンド地方との交
流関係が顕著になるなど、文明社会の成立過程にお
いてこの地域が置かれた交流ネットワークが変容し
ていく様子がみられる。前 3 千年紀後葉にはクッリ
文化が、また末には BMAC（バクトリア＝マルギ
アナ考古文化複合）の要素がこの地域に流入する。
　南東部ではアンジラ遺跡やナール（ソーフル・ダ
ンブ）遺跡の発掘調査によって文化変遷の枠組みが
明らかにされており、前 4 千年紀前半にはトガウ式
土器、前 4 千年紀後半にはナール式土器、前 3 千年
紀前半にはメヘルガル遺跡 VII 期との関連性を示す
土器群、前 3 千年期後葉にはクッリ文化が展開する。
　南西部においてはミリ・カラート遺跡出土資料を
指標として、I 期：サーリ・ダンブ文化（前 5 千年紀）、
II 期：ミリ文化（前 4 千年紀前半）、IIIa 期：シャー
ヒ ・ートゥンプ文化、IIIb 期：ダシュト文化 1 期（前
2800 ～前 2600 年）、IIIc 期：ダシュト文化 2 期（前
2600 ～前 2500 年）、IV 期：インダス文明期（前 3
千年期後半）という編年が設定されている。
　現在得られている資料でみると、バローチスター
ン高原では特に前 4 千年紀後半以降イラン高原との
交流関係が強くみられる点で共通するものの、それ
ぞれの地域で特色のある地域文化が成立・展開して
きたことがわかる。ハラッパー文化の要素は南西部
のマクラーン地方の奥深くにまで分布しているが、
その一方で在地の文化伝統も根強く、前 3 千年紀後
葉にはクッリ文化という形で、南部に広く分布する
ことになる。在地の文化は文明期においてもイラン
高原やアラビア半島と交流関係を有していたと考え
られ、インダス文明社会と西方をつなぐ役割を果た
したと推定される。
26　アンジラ遺跡　Anjira
　バローチスターン地方中央部のカラーと地方に位
置するこの遺跡では De Cardi による調査によって多
彩な彩文土器の編年が設定されている。そのうちト
ガウ式土器は彩文要素の形態変化によって編年の
軸として評価されてきたが、近年のバローチスター
ン高原の調査によって再検討がなされている。いず
れにせよシアー・ダンブ遺跡と合わせてバローチス
ターン高原の複雑な文化伝統のあり方を示す遺跡と
して評価される。
【発掘調査機関】
Beatrice de Cardi (The Royal Asiatic Society)
【所在地】
Kalat District
【緯度・経度】
28º17’N, 66º19’E (Possehl 1999: 730)
【発掘調査年度】
1957 (Beatrice de Cardi 1965)
【参考文献】
（1）発掘報告書
De Cardi, Beatrice (1965) Excavations and Reconnaissance 
in Kalat, West Pakistan: The Prehistoric Sequence in the 
Surab Region. Pakistan Archaeology 2: 86-182.
（2）その他の参考文献
De Cardi, Beatrice (1964) British Expedition to Kalat, 1948 
and 1957. Pakistan Archaeology 1: 20-29.
27　バーラーコート遺跡　Balakot
　バローチスターン地方南部の海浜部近郊に位置す
アンジラ遺跡　平面図
（De Cardi 1965 より）
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るこの遺跡では、アメリカ調査隊の発掘調査によっ
て先文明期から文明期にかけての集落が確認されて
いる。先文明期の土器はバローチスターン高原の伝
統に属しながらも独特の彩文要素を有している。ま
た、文明期の文化層からはインダス式印章も出土し
ており、インダス平原から海浜部沿いに西のマク
ラーン地方へと抜ける交通路の重要性を示唆してい
る。また海洋資源の利用を知る上で重要である。な
お、正式報告書は刊行されていないが、Ute Frake に
よる再発掘と出土土器の再整理が実施されている。
【発掘調査機関】
George F. Dale (University of California, Berkley)
【所在地】
Las Bela District
【緯度・経度】
25º28’30”N, 66º43’30”E (Possehl 1999: 734)
【発掘調査年度】
1972 (Dales 1974), 1973, 1974, 1975 (Dales 1979)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Dales, G.F. (1974) Excavations at Balakot, Pakistan, 1973. 
Journal of Field Archaeology 1: 3-22.
Dales, G.F. (1979) “The Balakot Project: Summary of Four 
Years Excavations in Pakistan”, in M. Taddei (ed.) South 
Asian Archaeology 1977. Istituto Universitario Orientale, 
Naples. pp. 241-274.
（2）その他の参考文献
Belcher, W.R . (1997) “Marine and Riverine Resource 
Use during the Indus Valley Tradition: A Preliminary 
Comparison of Fish Remians from Balakot and Harappa 
in Raymond Allchin and Bridget Allchin (eds.) South 
Asian Archaeology 1995. The Ancient India and Iran Trust, 
Cambridge. pp. 173-185.
Belcher, W.R. (2000) “Marine Subsistence of the Indus Valley 
Tradition - Fish Remains from Balakot”, in M. Taddei and 
G. de Marco (eds.) South Asian Archaeology 1997. Istituto 
Italiano per l’Africa e l’Oriente, Rome: 3-16.
Durante, S. (1979) “Marine Shells from Balakot, Shahr-i 
Sokhta and Tepe Yahya: Their Signiﬁcance for Trade and 
Technology in Ancient Indo-Iran”, in Maurizio Taddei 
(ed.) South Asian Archaeology 1977. Istituto Universitario 
Orientale, Naples. pp. 317-344.
Franke-Vogt, U. (1997) “Reopening Research on Balakot: A 
Summary of Perspectives and First Results”, in Raymond 
Allchin and Bridget Allchin (eds.) South Asian Archaeology 
1995. The Ancient India and Iran Trust, Cambridge. pp. 
217-235.
Franke-Vogt, U. (2005) “A Review of its Stratigraphy, 
Cultural Sequence and Date”, in C. Jarrige and V. Lefèvre 
(eds.) South Asian Archaeology 2001. Éditions Recherche 
sur les Civilisations, Paris. pp. 94-103.
Meadow, R.H. (1979) “Prehistoric Subsistence at Balakot: 
Initial Consideration of the Faunal Remains”, in M. Taddei 
(ed.) South Asian Archaeology 1977. Istituto Universitario 
Orientale, Naples. pp. 275-315.
28　ダーバル・コート遺跡　Dabar Kot
　バローチスターン高原中央部に所在するこの遺跡
ではハラッパー式土器を中心とする資料が採集され
ている。バローチスターン高原内部にハラッパー文
化が展開していたことを物語る重要な遺跡である。
バーラーコート遺跡　平面図
（Dales 1974 より）
バーラーコート遺跡
（撮影：R. Law　Ⓒ R. Law）
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【発掘調査機関】
Aurel Stein
【所在地】
Loralai District
【緯度・経度】
30º05’N, 68º41’E (Possehl 1999: 749)
【発掘調査年度】
1927 (Stein 1929: 55-64)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Stein, A. (1929) An Archaeological Tour in Waziristan and 
Northern Baluchistan. Memoirs of the Archaeological 
Survey of India No. 37. Government of India, Calcutta.
（2）その他の参考文献
Fairservis, W.A.Jr. (1959) Archaeological Surveys in the Zhob 
and Loralai Districts, West Pakistan. Anthropological Papers 
of the American Museum of Natural History 47(2): 277-
448.
Noetling, Fritz (1899) Uber prahistorische Niederlassungen 
in Baluchistan. Zeitschr. F. Ethnol. U. Verhandl., Berliner 
Fesell. F. Anthrop. Rthnol. U. Urgesch. 31: 100-110.
29　ダンブ・サダート遺跡　Damb Sadaat
　バローチスターン高原中央部のクエッタ盆地に所
在する遺跡で、W.A. Fairservis の調査によって先文明
期の文化編年が提示されている。この地方はアフガ
ニスタン方面へと抜ける交通路に相当しており、こ
の遺跡でもバローチスターン高原東縁部とアフガニ
スタン・イラン方面の双方に関わる遺物が出土して
いる。
ダーバル・コート遺跡　平面図
（Stein 1929 より）
ダーバル・コート遺跡
（撮影：R. Law　Ⓒ R. Law）
ダンブ・サダート遺跡
（撮影：宗䑓秀明　Ⓒ宗䑓秀明）
ダンブ・サダート遺跡　平面図
（Fairservis 1956 より）
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【発掘調査機関】
Walter A. Fairservis (American Museum of Natural History) 
in 1950-1
M.R. Mughal (Pakistan Department of Archaeology and 
Museums) in 1972
【所在地】
Quetta District
【緯度・経度】
30º03’00”N, 66º57’00”E (Possehl 1999: 750)
【発掘調査年度】
1950 (Fairservis 1956), 1972 (Mughal 1972: 138)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Fairservis, W.A.Jr. (1956) Excavations in the Quetta Valley, 
West Pakistan. Anthropological Papers of the American 
Museum of Natural History 45(2): 165-402.
（2）その他の参考文献
30　カウダニー遺跡　Kaudani
　ペリアーノ・グンダイ遺跡、モグール・グンダイ
遺跡同様に、初期ハラッパー文化段階のバローチス
ターン高原中央部系の遺物が出土している。
【発掘調査機関】
Aurel Stein
【所在地】
Zhob District
【緯度・経度】
31º26’N, 69º18’E (Possehl 1999: 778)
【発掘調査年度】
1927 (Stein 1929: 41-43)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Stein, A. (1929) An Archaeological Tour in Waziristan and 
Northern Baluchistan. Memoirs of the Archaeological 
Survey of India no. 37. Government of India, Calcutta.
（2）その他の参考文献
Fairservis, W.A.Jr. (1959) Archaeological Surveys in the Zhob 
and Loralai Districts, West Pakistan. Anthropological Papers 
of the American Museum of Natural History 47(2): 277-
448.
31　キリ・グル・ムハンマド遺跡　
Kili Ghul Muhammad
　W.A. Fairservis による発掘調査で無土器新石器文化
期から金石併用文化期にかけての文化層序が確認さ
れている。実態は不明ながら、無土器新石器文化の
存在の可能性を示す上で重要な遺跡である。
【発掘調査機関】
Walter A. Fairservis Jr. (American Museum of Natural 
History) in 1950
【所在地】
Quetta District
【緯度・経度】
キリ・グル・ムハンマド遺跡　平面図
（Fairservis 1956 より）
カウダニー遺跡　平面図
（Stein 1929 より）
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【発掘調査年度】
1928 (Stein 1931: 118-127)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Stein, A. (1931) An Archaeological Tour in Gedrosia. 
Memoirs of the Archaeological Survey of India No.43. 
Archaeological Survey of India, Calcutta.
（2）その他の参考文献
Possehl, G.L. (1986) Kulli: an Exploration of Ancient 
Civilization in Asia. Carolina Academic Press, Durham.
33　ラール・シャーハ遺跡　Lal Shah
　メヘルガル遺跡近郊に所在するこの遺跡では、先
文明期終末に属する土器生産工房址が発見されてい
る。出土土器にはバローチスターン高原系およびシ
ンド地方系の双方の土器が出土しており、両地域の
地域間交流の活発化と土器生産体制の変革が進んで
いたことを示している。
【発掘調査機関】
S. Pracchia (IsMEO)
【所在地】
Bolan District
【緯度・経度】
29º25’00”N, 67º33’00”E (Possehl 1999: 788)
【発掘調査年度】
1984 (Pracchia 1985)
クッリ遺跡　平面図
（Stein 1931 より）
30º17’00”N, 66º58’00”E (Possehl 1999: 783)
【発掘調査年度】
1950 (Fairservis 1956)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Fairservis, W.A.Jr. (1956) Excavations in the Quetta Valley, 
West Pakistan. Anthropological Papers of the American 
Museum of Natural History 45(2): 165-402.
（2）その他の参考文献
32　クッリ遺跡　Kulli
　A. Stein によって発見されたこの遺跡では、ハラッ
パー式土器の他に、独特の彩文土器が出土したこと
から注目されていたが、その後の調査・研究によっ
て文明併行期の彩文土器であることが明らかとなっ
た。その中でコブウシを代表とする動物を描いた土
器はクッリ式土器と呼ばれ、文明後半期にバローチ
スターン高原南部に広く展開した土器様式であるこ
とが確認されている。クッリ式土器はイラン高原南
東部やアラビア半島にも関係をもつ土器様式であ
り、文明後半期におけるインダス平原とバローチス
ターン高原、さらにその西方世界との関係を知る上
で重要である。なお、Stein が採集した資料はニュー
デリー国立博物館に保管されており、G.L. Possehl に
よって再記録化がなされている。
【発掘調査機関】
Aurel Stein (Archaeological Survey of India, 1928)
【所在地】
Awaran District
【緯度・経度】
26º15’00”N, 65º00’00”E (Possehl 1999: 786)
キリ・グル・ムハンマド遺跡
（撮影：宗䑓秀明　Ⓒ宗䑓秀明）
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【参考文献】
（1）発掘報告書
Pracchia, S. (1985) Excavations of a Bronze Age ceramic 
manufacturing area at Lal Shah, Mehrgarh. East and West 
35(1-4):  458-468.
（2）その他の参考文献
34　メヘルガル遺跡　Mehrgarh
　バローチスターン高原東縁部からインダス平原へ
と抜けるボーラン川が形成する扇状地（カッチー平
原）に立地する遺跡で、1974 年以降のフランス調
査隊の長年にわたる発掘調査によって前 6500 年以
前にさかのぼる新石器文化期からインダス文明期に
かけての文化編年が提示されている。いうまでもな
くインダス考古学においては最重要遺跡の一つであ
り、この調査によってバローチスターン高原中央部
のバローチスターン高原中央部の先史文化編年が確
立されただけでなく、先文明期から文明成立期にか
けてのバローチスターン高原とイラン高原およびイ
ンダス平原の関係の移り変わりを示している。近傍
のナウシャロー遺跡およびラール・シャー遺跡と合
わせて、平原部と高原部をつなぐカッチー平原の重
要性を物語っている。また、文明終末期に位置づけ
られる VIII 期には中央アジア南部の BMAC（Bactria-
Margiana Archaeological Complex、バクトリア＝マルギ
アナ考古文化複合）の遺物が出土しており、この時
期の中央アジアおよびイラン高原との関係を示唆し
ている。
【発掘調査機関】
Jean-François Jarrige (Centre National de la Recherche 
Scientiﬁque et Musee Guimet)
【所在地】
Bolan District
【緯度・経度】
29º25’00”N, 67º35’00”E (Possehl 1999: 796)
【発掘調査年度】
1974 ( Jarrige 1979), 1975 ( Jarrige and Lechevallier 1979: 
465), 1976 ( Jarrige and Lechevallier 1979: 465-7), 1977, 
1978, 1979, 1980, 1981, 1982, 1983, 1984, 1985 ( Jarrige , J.-F. 
1986; Jarrige, C. et al. 1995), 1996 ( Jarrige 2000)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Jarrige, C., J.-F. Jarrige, R. Meadow and G. Quivron (eds.) 
メヘルガル遺跡
（上・撮影：小磯　学　Ⓒ小磯　学、
下・撮影：宗䑓秀明　Ⓒ宗䑓秀明）
メヘルガル遺跡　平面図
（Jarrige, C. et al. 1995 より）
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(1995) Mehrgarh: Field Reports 1974-1985 from Neolithic 
Times to the Indus Civilization. The Department of Culture 
and Tourism of Sindh and Department of Archaeology 
and Museums, French Ministry of Foreign Aﬀairs, Karachi.
（2）その他の参考文献
Audouze, F. and C. Jarrige (1979) “A Third Millennium 
Pottery - Firing Structure at Mehrgarh and Its Economic 
Implications” ,  Maurizio Taddei (ed.) South Asian 
Archaeology 1977. Istituto Universitario Orientale, Naples. 
pp. 213-222.
Constantini, L. and A. Lentini (2000) “Studies in the 
Vegetation History of Central Baluchistan, Pakistan: 
Palynological Investigations of a Neolithic Sequence at 
Mehrgarh”, in M. Taddei and G. de Marco (eds.) South 
Asian Archaeology 1997. Istituto Italiano per l’Africa e l’
Oriente, Rome. pp. 133-159.
Costantini, L. (1984) “The beginning of agriculture in the 
Kachi Plain: the evidence from Mehrgarh”, in B. Allchin 
(ed.) South Asian Archaeology 1981. Cambridge University 
Press, Cambridge. pp. 29-33.
Costantini, Lorenzo (2006) “Earliest Agriculture in the Kachi 
Plain (Mehrgarh)”, in D.P. Sharma and M. Sharma (eds.) 
Early Harappans and Indus-Sarasvati Civilization. Kaveri 
Books, New Delhi. pp. 100-104.
De Sazieu, B.B. and A. Bouquillon (1994) “Steatite working 
at Mehrgarh during the Neolithic and Chalcolithic 
periods: quantitative distribution, characterization of 
material and manufacturing processes”, in A. Parpola 
and P. Koskikallio (eds.) South Asian Archaeology 1993. 
Suomalainen Tiedeakatemia, Helsinki. pp. 47-59.
De Sazieu, B.B. and J. Rodiere (2005) “Bead-Drilling : A 
Look from Mehrgarh and Nausharo. Preliminary Results 
of Micro-trace Analysis”, in U. Franke-Vogt and H-.J. 
Weisshaar (eds.) South Asian Archaeology 2003. Linden 
Soft Verlag e.K., Aachen. pp. 39-48.
Jarrige, C. (1991) “The Terracotta Figurines from Mehrgarh”, 
in Michael Jansen, M. Mulloy and G. Urban (eds.) 
Forgotten Cities on the Indus: Early Civilization in Pakistan 
from the 8th to the 2nd Millennium BC. Verlag Philipp von 
Zabern, Mainz. pp. 87-93.
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Soft Verlag e.K., Aachen. pp. 27-37.
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1975. E. J. Brill, Leiden. pp. 76-87.
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Neolithic: the Updates Sequence”, in C. Jarrige and V. 
Lefèvre (eds.) South Asian Archaeology 2001. Editions 
Recherche sur les Civilisations, Paris. pp. 129-141.
Jarrige,  Jean François  (2006) “Orig in of  Harappan 
Civilization and Mehrgarh Excavations”, in D.P. Sharma 
and M. Sharma (eds.) Early Harappans and Indus-Sarasvati 
Civilization. Kaveri Books, New Delhi. pp. 93-99.
Lechevallier, M. (1984) “The ﬂint industry of Mehrgarh”, in 
B. Allchin (ed.) South Asian Archaeology 1981. Cambridge 
University Press, Cambridge. pp. 41-51.
Lechevallier, M. (1991) “Stone-Working in Mehrgarh”, in M. 
Jansen, M. Mulloy and G. Urban (eds.) Forgotten Cities on 
the Indus: Early Civilization in Pakistan from the 8th to the 
2nd Millennium BC. Verlag Philipp von Zabern, Mainz. 
pp. 73-74.
Lechevallier, M. and G. Quivron (1981) “The Neolithic in 
Baluchistan: New Evidence from Mehrgarh”, in H. Härtel 
(ed.) South Asian Archaeology 1979. Dietrich Reimer 
Verlag, Berlin. pp. 71-92.
Lechevallier, M. and G. Quivron (1985) “Results of the 
Recent Excavations at the Neolithic Site of Mehrgarh, 
Pakistan  in J. Schotsmans and M. Taddei (eds.) South 
Asian Archaeology 1983. Istituto Universitario Orientale, 
Naples. pp. 69-90.
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45(1/4): 45-80.
Vidale, M. and M. Lechevallier (1994) “Example of recent 
transformation processes of a Chalcolithic activity area at 
Mehrgarh (Pakistan)”, in A. Parpola and P. Koskikallio 
(eds.) South Asian Archaeolog y 1993 .  Suomalainen 
Tiedeakatemia, Helsinki. pp. 789-802.
宗䑓秀明（1982）「メヘルガール遺跡の表採遺物に
ついて」『古代文化』34-3: 14-24.
35　メーヒー遺跡　Mehi
　バローチスターン高原南部に所在するこの遺跡
は A. Stein によって 1920 年代末に発見・調査され、
クッリ遺跡に共通する遺物が出土している。すなわ
ちクッリ式土器を代表とする文明期の在地彩文土器
であり、クッリ遺跡と並んでクッリ文化の標式遺跡
といえよう。加えて、この遺跡で注目されるのは
BMAC 系遺物の存在であり、前 2 千年紀末から前 1
千年紀初頭における BMAC 系遺物の拡散現象に関
わっている。メヘルガル遺跡近傍のシブリ遺跡出土
資料と合わせて、文明終末期の様相を考える上で重
要な手掛りとなっている。
【発掘調査機関】
Aurel Stein (Archaeological Survey of India)
【所在地】
1995. Oxford & IBH, New Delhi. pp. 45-62.
Samzun, A. (1991) “The Early Chalcolithic: Mehrgarh Period 
III”, in Michael Jansen, M. Mulloy and G. Urban (eds.) 
Forgotten Cities on the Indus: Early Civilization in Pakistan 
from the 8th to the 2nd Millennium BC. Verlag Philipp von 
Zabern, Mainz. pp. 66-72.
Samzun, A. and P. Sellier (1985) “First Anthropological 
and Cultural Evidences for the Funerary Practices of the 
Chalcolithic Population of Mehrgarh, Pakistan”, in J. 
Schotsmans and M. Taddei (eds.) South Asian Archaeology 
1983. Istituto Universitario Orientale, Naples. pp. 91-120.
Santoni, M. (1984) “Sibri and the South Cemetery of 
Mehrgarh: third millennium connections between the 
northern Kachi Plain (Pakistan) and Central Asia”, in B. 
Allchin (ed.) South Asian Archaeology 1981. Cambridge 
University Press, Cambridge. pp. 52-60.
Santoni, M. (1989) “Potters and Pottery at Mehrgarh during 
the Third Millennium B.C. (periods VI and VII)”, in K. 
Friefelt and P. Sørensen (eds.) South Asian Archaeology 
1985. Curzon Press/The Riverdale Company, London/
Riverdale. pp. 176-185.
Sellier, P. (1991) “Mehrgarh: Funerary Rites and the 
Archaeology of Death”, in M. Jansen, M. Mulloy and 
G. Urban (eds.) Forgotten Cities on the Indus: Early 
Civilization in Pakistan from the 8th to the 2nd Millennium 
BC. Verlag Philipp von Zabern, Mainz. pp. 75-86.
Sellier, Pascal (1992) “The contribution of Paleoanthropology 
to the interpretation of a functional funerary structure: The 
graves from Neolithic Mehrgarh Period IB”, in Catherine 
Jarrige (ed.) South Asain Archaeology 1989. Prehistory 
Press, Madison. pp. 253-266.
Thiebault, S. (1989) “A note on the ancient vegetation of 
Baluchistan based on charcoal analysis of the latest periods 
from Mehrgarh, Pakistan”, in K. Friefelt and P. Sørensen 
(eds.) South Asian Archaeology 1985. Riverdale Company, 
Riverdale. pp. 186-188. 
Tosi,  M. and M. Vidale (1990)  4th millennium BC 
Lapislazuli working at Mehrgarh, Pakistan. Paléorient 
16(2): 89-99.
Vidale, Massimo (1989b) Early Harappan steatite, faience 
and paste beads in a necklace from Mehrgarh-Nausharo 
(Pakistan). East and West 39(1/4): 291-300.
Vidale, M. (1995) Early beads makers of the Indus tradition. 
The manufacturing technology of Talc disk beads at 
Mehrgarh in the 5th millennium BC. East and West 
メーヒー遺跡　平面図
（Stein 1931 より）
インダス考古学の展望
- 126 -
Khuzdar District
【緯度・経度】
27º13’N, 65º42’E (Possehl 1999: 796)
【発掘調査年度】
1927 (Stein 1931: 154-163)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Stein, A. (1931) An Archaeological Tour in Gedrosia. Memoirs 
of the Archaeological Survey of India no.43. Government 
of India, Calcutta.
（2）その他の参考文献
36　ミリ・カラート遺跡　Miri Qalat
　バローチスターン高原の南部に広がるマクラーン
地方に所在する遺跡で、フランス調査隊による発掘
調査が行われている。その結果、前 5 千年紀末にさ
かのぼる可能性のある新石器文化層から前 3 千年紀
末にかけての文化層序が確認されている。
　マクラーン地方はインダス平原とイラン高原南東
部を結ぶ重要な交通路であり、イラン高原の影響が
濃厚な前 4 千年紀からインダス方面の影響が顕在化
する前 3 千年紀前葉への移行を出土遺物に明瞭に看
てとることができる。また、前 3 千年紀初頭の IIIA
期からはメソポタミア方面との関係を示すビヴェル
ドリム・ボウル（Bevelled Rim Bowl）が出土しており、
マクラーン地方の交通路としての戦略的重要性を物
語っている。
【発掘調査機関】
Roland Besenval
【所在地】
Kech District
【緯度・経度】
26º02’00”N, 63º00’45”E (Possehl 1999: 797)
【発掘調査年度】
1990, 1991, 1992, 1993 (Besenval and Marquis 1993), 1994 
(Besenval 1997)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Besenval, R . (1994) “The 1992-1993 field seasons at 
Miri  Qalat: new contributions to the chronology of 
Protohistoric settlement in Pakistani Makran”, in A. 
Parpola and P. Koskikallio (eds.) South Asian Archaeology 
1993. Annales Academiae Scientiarum Fennicae, Helsinki. 
pp. 81-91.
Besenval, R. (1997) “The Chronology of Ancient Occupation 
in Makran: Results of the 1994 Season at Miri Qalat, 
Pakistan Makran”, in R. Allchin and B. Allchin (eds.) 
South Asian Archaeology 1995. The Ancient India and Iran 
Trust, Cambridge. pp. 199-216.
Besenval, R. (2000) “New Data for the Chronology of the 
Protohistory of Kech-Makran (Pakistan) from Miri Qalat 
1996 and Shahi-Tump 1997 Field-Seasons”, in M. Taddei 
and G. de Marco (eds.) South Asian Archaeology 1997. 
Istituto Italiano per l’Africa e l’Oriente, Rome. pp. 161-
187.
Besenval, R. and P. Marquis (1993) “Excavations in Miri 
Qalat (Pakistani Makran): Results of the First Field Season 
(1990)”, in A. Gail and G.J.D. Mevissen (eds.) South Asian 
Archaeology 1991. Franz Steiner Verlag, Stuttgart. pp. 31-
48.
（2）その他の参考文献
Besenval, R . (1992) “Recent archaeological surveys in 
Pakistani Makran”, in C. Jarrige (ed.) South Asian 
Archaeology 1989. Prehistory Press, Madison. pp. 25-35.
ミリ・カラート遺跡
（撮影：R. Besenval　Ⓒ R. Besenval）
ミリ・カラート遺跡　平面図
（Besenval 1997 より）
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の遺跡では、ナール式土器と呼ばれる独特の彩文土
器が知られてきた。その独自性から南アジアの先史
時代の説明にはつねに取り上げられてきたが、近年
のドイツ調査隊の発掘調査によって遺跡の文化編年
が確立され、ナール式土器の位置づけも明確となっ
た。その成果によれば I 期：ケーチ・ベーグ文化併
行期、II 期：ナール文化期（前 4 千年紀末）、III 期：
初期ハラッパー文化段階併行期（前 3 千年紀初頭）、
IV 期：文明期という文化編年が提示されている。
住居址のほか、墓葬の発掘調査も行われており、正
式報告書の刊行が期待される遺跡である。
【発掘調査機関】
H. Hargreaves (Archaeological Survey of India)
Ute Franke-Vogt (Deutsches Archäologisches Institut)
モグール・グンダイ遺跡
（撮影：R. Law　Ⓒ R. Law）
モグール・グンダイ遺跡　平面図
（Stein 1929 より）
Besenval, R. and P. Sanlaville (1990) Cartography of ancient 
settlements in central southern Pakistani Makran: new 
data. Mesopotamia 25: 79-146.
Marcon, V. and M. Lechevallier (2000) “Lithic Industries 
of the Indo-Iranian Border - Technological Approach of 
Blade Debitage in the Assemblages of Mehrgarh, Nausharo 
and Miri Qalat in Balochistan, Pakistan”, in M. Taddei and 
G. de Marco (eds.) South Asian Archaeology 1997. Istituto 
Italiano per l’Africa e l’Oriente, Rome. pp. 215-235.
Tengberg, Margareta (1999) Crop husbandry at Miri Qalat, 
Makran, SW Pakistan (4000-2000 B.C.). Vegetation 
History and Archaeobotany 8: 1-12.
37　モグール・グンダイ遺跡　Moghul Ghundai
　ジョーブ川流域に所在するこの遺跡では、ジョー
ブ式土偶が採集されており、ペリアーノ・グンダイ
遺跡と並んで、初期ハラッパー文化段階におけるバ
ローチスターン高原中央部と北部の関係を示す遺跡
に数えられる。
【発掘調査機関】
A. Stein (ASI)
【所在地】
Zhob District
【緯度・経度】
31º26’N, 69º15’E (Possehl 1999: 797)
【発掘調査年度】
1927 (Stein 1929: 43-49)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Stein, A. (1929) An Archaeological Tour in Waziristan and 
Northern Baluchistan. Memoirs of the Archaeological 
Survey of India no. 37. Government of India, Calcutta.
（2）その他の参考文献
Fairservis, W.A.Jr. (1959) Archaeological Surveys in the Zhob 
and Loralai Districts, West Pakistan. Anthropological Papers 
of the American Museum of Natural History 47(2): 277-
448.
38　ナール（ソーフル・ダンブ）遺跡　
Nal/Sohr Damb
　1925 年に Hargreaves によって発見・調査されたこ
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Sampur Mound, Mastung and Sohr Damb, Nal. Memoirs 
of the Archaeological Survey of India no. 35. Government 
of India, Calcutta.
（2）その他の参考文献
Benecke, N. and R. Neef (2005) “Faunal and Plant Remains 
from Sohr Damb/Nal: A Prehistoric Site (c.3500-2000 
BC) in Central Balochistan (Pakistan)”, in U. Franke-Vogt 
and H.-J. Weishaar (eds.) South Asian Archaeology 2003. 
Linden Soft Verlag e.K., Aachen. pp. 81-91.
Franke-Vogt, U. and A. Ibrahim (2005) “A New Perspective 
of an Old Site: Reopening Excavations at Sohr Damb/
Nal (Balochistan)”, in C. Jarrige and V. Lefèvre (eds.) 
South Asian Archaeology 2001. Editions Recherche sur les 
Civilisations, Paris. pp. 105-115.
Gorsdorf, J. (2005) “Radiocarbon Dates from Sohr Damb/
Nal, Balochistan”, in U. Franke-Vogt and H.-J. Weishaar 
(eds.) South Asian Archaeology 2003. Linden Soft Verlag 
e.K., Aachen. pp. 77-80.
39　ナウシャロー遺跡　Nausharo
　メヘルガルの近傍に位置するナウシャロー遺跡で
はメヘルガル遺跡 VII 期に併行する時期から、メヘ
ルガル遺跡では集落が廃絶する文明期にかけての都
市的集落が検出されている。小規模ながら城塞部と
市街地を有しており、ハラッパー式土器やインダス
式印章など典型的な遺物が出土している。このこと
は文明成立期に拠点集落の廃絶および新設を含む再
編が生じたことを物語っており、文明形成過程の研
究にとってきわめて重要な視座と資料を提供してい
る。また、G. Quivron による同遺跡出土のハラッパー
式土器による彩文研究は長く明確にされることのな
かったハラッパー式土器の編年確立の端緒を開いた
だけでなく、西方との関わりの中で変化していくイ
ンダス文明の地域間交流の様相をも明らかにしつつ
ある。さらに文明後半期に位置づけられる IV 期か
らはバローチスターン高原南部に分布の中心をもつ
クッリ式土器が出土しており、文明期におけるイン
ダス平原とバローチスターン高原の地域間関係の様
相を垣間見せている。
【発掘調査機関】
Jean-Francoi s Jarrige (Centre National de la Recherche 
Scientiﬁque & Musee Guimet)
【所在地】
【所在地】
Khuzdar District
【緯度・経度】
27º44’00”N, 66º16’00”E (Possehl 1999: 800)
【発掘調査年度】
1925 (Hargreaves 1929), 2001 (Franke-Vogt 2003-04; Franke-
Vogt and Ibrahim 2005), 2002 (Franke-Vogt 2003-04, 2005), 
2004 (Franke-Vogt 2003-04, 2005)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Franke-Vogt, U. (2005) Sohr Damb/Nal (Balochistan, 
Pakistan): Ergebnisse der Ausgrabungen 2001, 2002 und 
2004. Archaologische Mitteilungen aus Iran und Turan 35-
36: 83-141.
Franke-Vogt, U. (2005) “Excavations at Sohr Damb/Nal: 
Results of the 2002 and 2004 Seasons”, in U. Franke-Vogt 
and H.-J. Weishaar (eds.) South Asian Archaeology 2003. 
Linden Soft Verlag e.K., Aachen. pp. 63-76.
Hargreaves, H. (1929) Excavations in Baluchistan 1925, 
ナール遺跡
（撮影：U. Franke　Ⓒ U. Franke/
German Archaeological Mission to Kalat, Pakistan）
ナール遺跡　平面図
（Franke-Vogt 2005 より）
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Bolan District
【緯度・経度】
29º22’00”N, 67º35’00”E (Possehl 1999: 802)
【発掘調査年度】
1985 ( Jarrige 1986), 1986 ( Jarrige 1988), 1987 ( Jarrige 
1989), 【参考文献】
（1）発掘報告書
Jarrige, J.-F. (1986) Excavations at Mehrgarh-Nausharo. 
Pakistan Archaeology 10-22: 63-134.
Jarrige, J.-F. (1988) Excavation at Nausharo. Pakistan 
Archaeology 23: 149-203.
Jarrige, J.-F. (1989) Excavation at Nausharo, 1987-88. Pakistan 
Archaeology 24: 21-68.
Jarrige, J.-F. (1990) Excavation at Nausharo, 1988-89. Pakistan 
Archaeology 25: 193-240.
（2）その他の参考文献
De Sazieu, B.B. and J. Rodiere (2005) “Bead-Drilling : A 
Look from Mehrgarh and Nausharo. Preliminary Results 
of Micro-trace Analysis”, in U. Franke-Vogt and H.-J. 
Weisshaar (eds.) South Asian Archaeology 2003. Linden 
Soft Verlag e.K., Aachen. pp. 39-48.
Chase, B.A. (2005) “Butchery Technology at Nausharo: an 
Experimental Approach”, in C. Jarrige and V. Lefèvre (eds.) 
South Asian Archaeology 2001. Editions Recherche sur les 
Civilisations, Paris. pp. 51-60.
Costantini, L. (1990) “Harappan agriculture in Pakistan: the 
evidence of Nausharo”, in M. Taddei and P. Callieri (eds.) 
South Asian Archaeology 1987. Rome. pp. 321-332.
Jarrige, C. (1994) “The Mature Indus phase at Nausharo 
as seen from a block of Period III”, in A. Parpola and 
P. Koskikallio (eds.) South Asian Archaeolog y 1993. 
Suomalainen Tiedeakatemia, Helsinki. pp. 281-294.
Jarrige, C. (1997) “The Figurines From Nausharo Period I 
and Their Further Developments”, in R. Allchin and B. 
Allchin (eds.) South Asian Archaeology 1995. The Ancient 
India and Iran Trust, Cambridge. pp. 33-43.
Jarrige, C. (2000) “The Mature Indus Phase at Nausharo: 
Elements of Urban Infrastructure”, in M. Taddei and G. 
de Marco(eds.) South Asian Archaeology 1997. Istituto 
Italiano per l’Africa e l’Oriente, Rome. pp. 237-258.
Jarrige, J.-F. (1993) “The Question of the Beginning of the 
Mature Harappan Civilization as Seen from Nausharo 
Excavations”, in A. J. Gail and G.J.R. Mevissen (eds.) South 
Asian Archaeology 1991. Franz Steiner Verlag, Stuttgart. 
pp. 149-164.
Jarrige, J.-F. (1994) “The ﬁnal phase of the Indus occupation 
at Nausharo and its connection with the following 
cultural complex of Mehrgarh VIII”, in A. Parpola and 
P. Koskikallio (eds.) South Asian Archaeolog y 1993. 
Suomalainen Tiedeakatemia, Helsinki. pp. 295-313.
ナウシャロー遺跡
（撮影：小磯　学　Ⓒ小磯　学）
ナウシャロー遺跡　平面図
（Quivron 2000 より）
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Jarrige, J.-F. (1997) “From Nausharo to Pirak: continuity and 
change in the Kachi/Bolan region from the 3rd to the 2nd 
millennium BC”, in F.R. Allchin and B. Allchin (eds.) 
South Asian Archaeology 1995. The Ancient India and Iran 
Trust, Cambridge. pp. 11-32.
Jarrige, J.-F. (2006) “Harappan Occupation at Nausharo”, in 
D.P. Sharma and M. Sharma (eds.) Early Harappans and 
Indus-Sarasvati Civilization. Kaveri Books, New Delhi. pp. 
508-522.
Marcon, V. and M. Lechevallier (2000) “Lithic Industries 
of the Indo-Iranian Border - Technological Approach of 
Blade Debitage in the Assemblages of Mehrgarh, Nausharo 
and Miri Qalat in Balochistan, Pakistan”, in M. Taddei and 
G. de Marco (eds.) South Asian Archaeology 1997. Istituto 
Italiano per l’Africa e l’Oriente, Rome. pp. 215-235.
Quivron, G. (1994) “The pottery sequence from 2700 to 
2400 BC at Nausharo, Baluchistan”, in A. Parpola and 
P. Koskikallio (eds.) South Asian Archaeolog y 1993. 
Suomalainen Tiedeakatemia, Helsinki. pp. 629-644.
Quivron, G. (1997) “Incised and Painted Marks on the 
Pottery of Mehrgarh and Nausharo - Baluchistan”, in R. 
Allchin and B. Allchin (eds.) South Asian Archaeology 
1995. The Ancient India and Iran Trust, Cambridge. pp. 
45-62.
Quivron, G. (2000) The Evolution on the Mature Indus 
Pottery Style in the Light of the Excavations at Nausharo, 
Pakistan. East and West 50 (1-4): 147-190.
Samzun, A. (1992) “Observations on the Characteristics 
of the Pre-Harappan Remains, Pottery, and Artifacts 
at Nausharo, Pakistan (2700-2500 B.C.)”, in C. Jarrige 
(ed.) South Asian Archaeology 1989. Prehistory Press, 
Wisconsin. pp. 245-252.
Samzun, A. (2006) “Early Harappan Remains, Pottery, and 
Artifacts at Nausharo”, in D.P. Sharma and M. Sharma 
(eds.) Early Harappans and Indus-Sarasvati Civilization. 
Kaveri Books, New Delhi. pp. 105-110.
40　ニンドーワリ遺跡　Nindowari
　バローチスターン南部に位置するニンドーワリ遺
跡では、フランス調査隊による発掘調査で文明期の
集落が確認されている。ハラッパー式土器やインダ
ス式印章が出土しているほか、クッリ式土器が出土
しており、バローチスターン高原内部におけるハ
ラッパー文化と在地文化の関係を考える上で重要な
遺跡である。正式報告書の俟たれる遺跡の一つであ
る。
【発掘調査機関】
Jean-Marie Casal (Musee Guimet) in 1962-65
【所在地】
Khuzdar District
【緯度・経度】
26º57’00”N, 66º04’00”E (Possehl 1999: 803)
【発掘調査年度】
1962 (Casal 1966), 1963 (Casal 1966), 1964 (Casal 1966)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Casal, J.-M. (1966) Nindowari - A Chalcolithic Site in South 
Baluchistan. Pakistan Archaeology 3: 10-21.
（2）その他の参考文献
Jarrige, C. (1984) “Terracotta human figurines from 
Nindowari”, in B. Allchin (ed.) South Asian Archaeology 
1981. Cambridge University Press, Cambridge. pp. 129-
134.
41　ペリアーノ・グンダイ遺跡　Periano Ghundai
　バローチスターン高原北部のジョーブ川流域に所
在するこの遺跡は、19 世紀末には既に知られてい
ニンドーワリ遺跡　平面図
（Casal 1966 より）
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たが、その後のインダス文明の発見を経て、A. Stein
および W.A. Fairservis の調査によって遺跡の詳細が
知られるようになった。採集資料には初期ハラッ
パー文化段階のバローチスターン高原中央部に由来
するファイズ・モハンマド式土器とその関連土器、
ジョーブ式女性土偶、そしてハラッパー式土器が含
まれる。上記のゴーマル地方の遺跡の項で述べたよ
うに、ジョーブ川流域は北東にゴーマル地方へと抜
ける交通路となっており、先文明期から文明期にお
けるバローチスターン高原中央部とゴーマル平原、
さらにはパンジャーブ地方との地域間交流を考える
上で重要な地域となっている。ペリアーノ・グンダ
イ遺跡はその代表的遺跡である。
【発掘調査機関】
Aurel Stein (Archaeological Survey of India)
【所在地】
Zhob District
【緯度・経度】
31º22’N, 69º23’E (Possehl 1999: 807)
【発掘調査年度】
Periano Ghundai 1927 (Stein 1929: 31-41)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Stein, A. (1929) An Archaeological Tour in Waziristan and 
Northern Baluchistan. Memoirs of the Archaeological 
Survey of India No. 37. Government of India, Calcutta.
（2）その他の参考文献
Fairservis, W.A.Jr. (1959) Archaeological Surveys in the Zhob 
and Loralai Districts, West Pakistan. Anthropological Papers 
of the American Museum of Natural History 47(2): 277-
448.
Noetling, Fritz (1899) Uber prahistorische Niederlassungen 
in Baluchistan. Zeitschr. F. Ethnol. U. Verhandl., Berliner 
Fesell. F. Anthrop. Rthnol. U. Urgesch. 31: 100-110.
Pedde, F. (1993) “Pottery from Northern Baluchistan - The 
Noetling Collection in the Museum of Indian Art, Berlin”, 
in Adalbert J. Gail and Gerd J.R. Mevissen (eds.) South 
Asian Archaeology 1991. Franz Steiner Verlag, Stuttgart. 
pp. 215-230.
42　ピーラク遺跡　Pirak
　カッチー地方のメヘルガル近郊に所在するこの遺
跡は 300m×200m の規模をもち、フランス調査隊に
よる発掘調査で前 2 千年紀前半から前 1 千年紀初頭
に推定される集落址が検出されている。出土した土
器はハラッパー式土器や文明期のバローチスターン
系土器とは大きく異なり、非轆轤成形による幾何学
彩文土器である。中央アジア方面との関係も示唆さ
れるが、関連資料に乏しく、その実態は不明である。
ただし、文明終末期以降にそれまでの在地文化とは
異なる要素がバローチスターン高原へと流入してい
る可能性を示す点で重要である。
【発掘調査機関】
Jean-Marie Casal (Musee Guimet) in 1967
【所在地】
Bolan District
【緯度・経度】
29°26’ N, 67°50’E ( Jarrige and Santoni 1979)
【発掘調査年度】
1968, 1969, 1970, 1971, 1972, 1973 ( Jarrige and Santoni 
1979)
【参考文献】
（1）発掘報告書
ペリアーノ・グンダイ遺跡　平面図
（Stein 1929 より）
ペリアーノ・グンダイ遺跡
（撮影：R. Law　Ⓒ R. Law）
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Jarrige, J.-F. and M. Santoni (1979) Fouilles de Pirak. 2 vols. 
Diffusion de Boccard, Paris.
（2）その他の参考文献
Casal, J.-M. (1973) “Excavations at Pirak, West Pakistan”, in 
N. Hammond (ed.) South Asian Archaeology. Noyes Press, 
Park Ridge. pp. 171-179.
Costantini, L. (1981) “Paleoethnobotany at Pirak: a 
contribution to the 2nd millennium B.C. agriculture of the 
Sibi-Kacchi plain, Pakistan”, in H. Härtel (ed.) South Asian 
Archaeology 1979. Dietrich Reimer Verlag, Berlin. pp. 271-
277.
Jarrige, J.-F. (1997) “From Nausharo to Pirak: Continuity and 
Change in the Kachi/Bolan Region from the 3rd to the 
2nd Millennium B.C.”, in R. Allchin and B. Allchin (eds.) 
South Asian Archaeology 1995. The Ancient India and Iran 
Trust, Cambridge. pp. 11-32.
Jarrige, J.-F. and J.-F. Enault (1979) Preliminary Report on 
Excavations at Pirakh (Fifth Serason 1972-73). Pakistan 
Archaeology 9: 103-122.
Stacul, G. (1992) “Swat, Pirak and Connected Problems 
(Mid-2nd Millennium B.C.)”, in C. Jarrige (ed.) South 
Asian Archaeology 1989. Riverdale Company, Riverdale. 
pp. 269-270.
43　ラーナー・グンダイ遺跡　Rana Ghundai
　バローチスターン高原中央部に位置するこの遺跡
では、E.J. Ross による発掘調査によって、イラン高
原との関わりを示す彩文土器が出土している。他の
遺跡でも知られるように、バローチスターン高原は
前 5 千年紀以前から西のイラン高原との文化交流が
繰り返されており、さまざまな時期の文化要素が散
見される。それらをいかに編年・空間軸上に位置づ
けていくか、ラーナー・グンダイ遺跡のの資料も含
めての課題である。
【発掘調査機関】
E.J. Ross in late 1930s
【所在地】
Loralai District
【緯度・経度】
30º24’00”N, 68º45’00”E (Possehl 1999: 813-814)
【発掘調査年度】
late 1940's (Ross 1946)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Ross, E.J. (1946) A Chalcolithic Site in Northern Baluchistan. 
Journal of Near Eastern Studies 5(4): 291-315.
（2）その他の参考文献
Fairservis, W.A.Jr. (1959) Archaeological Surveys in the Zhob 
and Loralai Districts, West Pakistan. Anthropological Papers 
of the American Museum of Natural History 47(2): 277-
448.
Stein, A. (1929) An Archaeological Tour in Waziristan and 
Northern Baluchistan. Memoirs of the Archaeological 
Survey of India No. 37. Government of India, Calcutta.
44　シャーヒー・トゥンプ遺跡　Shahi Tump
　バローチスターン高原南部のマクラーン地方に所
在するこの遺跡は、Stein によって 1920 年代末に発
見・調査が実施されて以降、同地域を代表する遺跡
として知られてきたが、近年のフランス調査隊の発
シャーヒー・トゥンプ遺跡
（撮影：R. Besenval　Ⓒ R. Besenval）
シャーヒー・トゥンプ遺跡　平面図
（Stein 1931 より）
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掘調査によって、遺跡の文化編年が確立されるにい
たっている。その成果によれば、前 4 千年紀を通し
てイラン高原南東部との関わりが強く示されてい
る。また、墓葬の発掘調査では中央アジア南部のタ
ジキスターンのサラズム遺跡の例に類似する海産性
巻貝製腕輪が発見されている。
【発掘調査機関】
Aurel Stein (Archaeological Survey of India)
Roland Besenval (CNRS, Musee Guimet)
【所在地】
Kech District
【緯度・経度】
26º00’30”N, 63º00’15”E (Possehl 1999: 821)
【発掘調査年度】
1927 (Stein 1931), 1997 (Besenval 2000), 2000 (Besenval 
2005)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Stein, A. (1931) An Archaeological Tour in Gedrosia. Memoirs 
of the Archaeological Survey of India no.43.Archaeological 
Survey of India, Calcutta.
Besenval, R. (2000) “New Data for the Chronology of the 
Protohistory of Kech-Makran (Pakistan) from Miri Qalat 
1996 and Shahi-Tump 1997 Field-Seasons”, in M. Taddei 
and G. de Marco (eds.) South Asian Archaeology 1997. 
Istituto Italiano per l’Africa e l’Oriente, Rome. pp. 161-
187.
Besenval, R. (2005) “Chronology of Protohistoric Kech-
Makran”, in C. Jarrige and V. Lefèvre (eds.) South Asian 
Archaeology 2001. Editions Recherche sur les Civilisations, 
Paris. pp. 1-9.
（2）その他の参考文献
Mille, B., D. Bourgarit and R. Besenval (2005) “Metallurgical 
Study of the “Leopards Weight”  from Shahi-Tump 
(Pakistan)”, in C. Jarrige and V. Lefèvre (eds.) South Asian 
Archaeology 2001. Editions Recherche sur les Civilisations, 
Paris. pp. 236-244.
45　シアー・ダンブ遺跡　Siah-damb
　アンジラ遺跡とともに De Cardi によって発掘調査
が実施された。その意義はアンジラ遺跡の項で述べ
た通りである。
【発掘調査機関】
Beatrice de Cardi (The Royal Asiatic Society)
【所在地】
Kalat District
【緯度・経度】
28º34’N, 66º11’E (Possehl 1999: 822)
【発掘調査年度】
1957 (Beatrice de Cardi 1965)
【参考文献】
（1）発掘報告書
De Cardi, B. (1965) Excavations and Reconnaissance in Kalat, 
West Pakistan: The Prehistoric Sequence in the Surab 
Region. Pakistan Archaeology 2: 86-182.
（2）その他の参考文献
De Cardi, B. (1964) British Expedition to Kalat, 1948 and 
1957. Pakistan Archaeology 1: 20-29.
46　スール・ジャンガル遺跡　Sur Jangal
　バローチスターン北部に所在するこの遺跡ではA. 
Stein および W.A. Fairservis による調査が行われてい
る。先文明期から文明期の在地文化の様相を知る上
で重要な遺跡の一つである。
【発掘調査機関】
Aurel Stein (Archaeological Survey of India)
Walter A. Fairservis (American Museum of Natural History)
【所在地】
Loralai District
【緯度・経度】
30º16’N, 68º30’E (Possehl 1999: 826)
【発掘調査年度】
シアー・ダンブ遺跡　平面図
（De Cardi 1965 より）
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1927 (Stein 1929: 70-77), 1950 (Fairservis 1959)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Fairservis, W.A.Jr. (1959) Archaeological Surveys in the Zhob 
and Loralai Districts, West Pakistan. Anthropological Papers 
of the American Museum of Natural History 47(2): 277-
448.
Stein, A. (1929) An Archaeological Tour in Waziristan and 
Northern Baluchistan. Memoirs of the Archaeological 
Survey of India no. 37. Government of India, Calcutta.
（2）その他の参考文献
47　ソトカーゲン・ドール遺跡　Sutkagen Dor
　1920 年代末の A. Stein によるバローチスターン南
部の踏査において確認された遺跡で、アラビア海に
近接したところに立地する。石積周壁をもつととも
にハラッパー式土器が出土しており、インダス文明
の西限に位置する遺跡として注目される。その戦略
的重要性は、先に述べたようにマクラーン地方がも
つイラン高原南東部およびアラビア海を介したアラ
ビア半島への交通路としての役割に帰せられるであ
ろう。すなわち、インダス文明社会、特にそのうち
のハラッパー文化が西方との交流に文明社会を支え
る戦略的価値を見いだしていたことを示している。
【発掘調査機関】
Aurel Stein (Archaeological Survey of India) in 1928
George Dales (Pennsylvania University) in 1960
【所在地】
Gwadar District
【緯度・経度】
25º30’00”N, 62º00’00”E (Possehl 1999: 827)
【発掘調査年度】
1928 (Stein 1931: 60-71), 1960 (Dales and Lippo 1992: 36-
59)
【参考文献】
（1）発掘報告書
Dales, G.F. and C.P. Lippo (1992) Explorations on the 
Makran Coast, Pakistan. Contributions of the University 
of California, Archaeological Research Facility no. 50. 
University of California, Berkeley.
Stein, A. (1931) An Archaeological Tour of Gedrosia. Memoirs 
of the Archaeological Survey of India no. 43. Government 
of India, Calcutta.
ソトカーゲン・ドール遺跡
（撮影：R. Besenval　Ⓒ R. Besenval）
（2）その他の参考文献
Dales, George F. (1962a) Harappan outposts on the Makran 
Coast. Antiquity 36: 86-92.
ソトカーゲン・ドール遺跡　平面図
（Stein 1931 より）
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カンダハール州
Kandahar
　アフガニスタンにおけるインダス遺跡は決して多
くないが、ヒンドゥークシュ山脈南麓で遺跡が確認
されており、バローチスターン高原とイラン南東部
の双方に連絡をみせる遺物が出土している。このこ
とはこの地域が東西の地域を結びつける交通路の役
割を担っていたことを示している。
1　ムンディガク遺跡　Mundigak
　ヒンドゥークシュ山脈南麓に所在するこの遺跡
は、西のイラン高原南東部東のバローチスターン高
原を結ぶ交通路上の要衝であったと考えられる。発
掘調査の結果、前 4 千年紀から歴史時代までの長期
にわたる文化層序が確認され、I ～ VII 期の時期区
分が設定されている。
　前 4 千年紀から前 3 千年紀前葉にかけての時期に
は、イラン高原南東部のシャフリ・ソフタ遺跡、バ
ローチスターン高原のメヘルガル遺跡などとの交流
関係を出土遺物に窺うことができる。出土土器から
みるかぎり文明期に併行する時期の文化層は確認で
きないが、V 期になるとそれまでとは大きく異なる
彩文土器が出現する。
　単に先文明期に限らず、イラン方面とバローチス
ターン高原の交流関係を考える上できわめて重要な
第 4 章　アフガニスタンのインダス文明遺跡
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遺跡である。
【発掘調査機関】
Jean-Marie Casal (Musee Guimet)
【所在地】
Kandahar 
【緯度・経度】
31º55’00”N, 65º30’00”E (Possehl 1999:799)
【発掘調査年度】
1951, 1952, 1953, 1954, 1955, 1956, 1957, 1958 (Casal 
1961)
【参考文献】
（1）発掘報告書 (Excavation Report)
Casal, J.M. (1961) Fouilles des Mundigak.  Librarie C. 
Klincksieck, Paris.
（2）その他の参考文献
Ciarla, R. (1981) “A Preliminary Analysis of the Manufacture 
of Alabaster Vessels at Shahr-i Sokhta and Mundigak in 
the 3rd Millennium B.C.”, in H. Härtel (ed.) South Asian 
Archaeology 1979. Dietrich Reimer Verlag, Berlin. pp.45-
63.
De Sazieu, B.B. and M. Casanova (1993) “Semi-Precious 
Stones Working at Mundigak: Carnelian and Lapis 
Lazuli”, in A. Gail and G.J.D. Mevissen (eds.) South Asian 
Archaeology 1991. Franz Steiner Verlag, Stuttgart. pp.17-
30.
Jarrige, C. and M. Tosi (1981) “The Natural Resources of 
Mundigak - Some Observations on the Location of the Site 
in Relation to its Economical Space”, in H. Härtel (ed.) 
South Asian Archaeology 1979. Dietrich Reimer Verlag, 
Berlin. 115-142.
Shaffer, J.M. (1978b) “The Later Prehistoric Periods”, in 
F.R. Allchin and N. Hammond (eds.) The Archaeology 
of Afghanistan from Earliest Times to the Timurid Period. 
Academic Press, London. pp.149-162. 
2　サイード・カラ・テペ遺跡　Said Kala Tepe
　ムンディガク遺跡近郊にあるこの遺跡では、発掘
調査の結果、I ～ VI 期からなる文化編年が設定さ
れている。このうち I ～ III 期がムンディガク遺跡
III・IV 期に併行する。ムンディガク遺跡に共通す
る土器のほか、バローチスターン各地からの搬入土
器、人物・動物土偶、幾何学文印章などが出土して
いる。
【発掘調査機関】
W.A. Fairservis in 1951
Jim G. Shaﬀer in 1971 and 1972
【所在地】
Kandahar 
【緯度・経度】
31º38’00”N, 65º35’00”E (Possehl 1999: 817)
【発掘調査年度】
1951, 1971, 1972 (Shaﬀer 1978)
【参考文献】
（1）発掘報告書 (Excavation Report)
Shaﬀer, J.M. (1978a) Prehistoric Afghanistan. B.R. Publishing 
Corporation, New Delhi.
（2）その他の参考文献
Shaffer, J.M. (1978b) “The Later Prehistoric Periods”, in 
ムンディガク遺跡
（撮影：R. Besenval　Ⓒ R.Besenval/DAFA）
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F.R. Allchin and N. Hammond (eds.) The Archaeology 
of Afghanistan from Earliest Times to the Timurid Period. 
Academic Press, London. pp.149-162.
3　デヘ・モラシ・グンダイ遺跡　
Deh Morasi Ghundai
　ヒンドゥークシュ山脈南麓の低地部に所在するこ
の遺跡では、試掘調査の結果、前 4 千年紀から前 3
千年紀にかけての遺跡であることが確認され、I 期：
前 4 千年紀、II 期：前 3000 ～前 2000 年、III 期：前
2000 年頃、IV 期：前 2000 年以降からなる文化編年
が設定されている。ただし、ムンディガク遺跡やバ
ローチスターン高原の遺跡に照らし合わせれば、II
期は前 3 千年紀前葉、III・IV 期は前 3 千年期後半
に位置づけられよう。
【発掘調査機関】
Louis Dupree (The American Museum of Natural History/
The Pennsylvania State University)
【所在地】
Kandahar
【緯度・経度】
31º31’00”N, 65º30’00”E (Possehl 1999: 752)
【発掘調査年度】
1951 (Dupree 1963)
【参考文献】
（1）発掘報告書 (Excavation Report)
Dupree, L. (1963) Deh Morasi Ghundai: A Chalcolithic Site 
in South-Central Afghanistan. Anthropological Papers 
of the American Museum of Natural History 50(2): 59-
135.
（2）その他の参考文献
Shaffer, J.M. (1978b) “The Later Prehistoric Periods”, in 
F.R. Allchin and N. Hammond (eds.) The Archaeology 
of Afghanistan from Earliest Times to the Timurid Period. 
Academic Press, London. pp.149-162.
バダフシャーン州
Badakhshan
　アフガニスタン北部のバダフシャーン地方は西南
アジア世界で広く珍重されたラピスラズリの原産地
ショールトゥガイ遺跡
（撮影：R. Besenval　Ⓒ R. Besenval/DAFA）
である。この地域にもハラッパー文化の要素をもつ
遺跡があり、インダス文明、とりわけハラッパー文
化とラピスラズリの関係を示している。
4　ショールトゥガイ遺跡　Shortughai
アフガニスタン北部のバダフシャン地方に所在する
この遺跡では、ハラッパー式土器とインダス式印章
が出土しており、ハラッパー文化がラピスラズリの
開発を目的として原産地へと進出していたことを物
語っている。ここで注目されるのは、出土するハラ
ッパー式彩文土器に Quivron 編年古段階の資料が含
まれていることで、文明期前期にはハラッパー文化
がこの地域に進出していたことを示唆している。
　その一方で中央アジア南部に由来すると考えられ
る遺物も出土しており、ハラッパー文化と BMAC
を含む在地文化との関係が注目される。
【発掘指揮】
Henri-Paul Francfort (Centre National de la Recherche 
ショールトゥガイ遺跡
（Francfort 1989 より）
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Scientiﬁque)
【所在地】
Badakhshan
【緯度・経度】
37º18’00”N; 69º30’00”E (Possehl 1999: 822).
【発掘調査年度】
1976, 1977, 1978, 1979
【参考文献】
（1）発掘報告書 (Excavation Report)
Francfort, H.-P. (1989) Fouilles de Shortughaï. Recherches 
sur l’Asie Centrale protohistorique. vols.1-2. Diﬀusion de 
Boccard, Paris.
（2）その他の参考文献
Francfort, H.-P. (1984a) “The Harappan settlement of 
Shortughai”, in B.B. Lal and S.P. Gupta (eds.) Frontiers 
of  the Indus Civilization : Sir Mortimer Wheeler 
Commemoration Volume. Books and Books, New Delhi. 
pp. 301-310.
Francfort, H.-P. (1984b) “The early periods of Shortughai 
(Harappan) and western Bactria culture of Dashly”, in B. 
Allchin (ed.) South Asian Archaeology 1981. Cambridge 
University Press, Cambridge. pp.170-175.
Biscione, R . (1973) “Dynamics of an early South Asian 
urbanization: the first period of Shahr-i Sokhta and 
its connections with Southern Turkmenia”, in N. 
Hammond (ed.) South Asian Archaeology. Noyse Press, 
Park Ridge. pp. 105-118.
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